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第一話　奇き妙みような客人









　　　　１




『それじゃお兄ちゃん、明日あしたの飛行機で日本こつちに戻もどってくるんだね』

「ああ、そういうことだ由ゆ加か里り」

　携けい帯たい電でん話わから聞こえる妹の声に、市いち之の瀬せ達たつ哉やはうなずいた。

　ここは東京からはるばる九〇〇〇kmの距きよ離りを隔へだてた、カリフォルニア東部の山さん岳がく地帯。緑豊かな原生林が大きく切り開かれており、点在するグラウンドや射しや撃げき場、演習場といった各種の訓練施し設せつに、朝の陽光が降り注いでいる。

　達哉が半ば見習い状態で勤務しているアメリカの民間軍事会社ＰＭＣ、Ｄ．ダーナ・Ｏ．オシー・Ｍ．ミリタリー・Ｓ．サービスの総合訓練キャンプだ。演習場を見下ろす観測所で、達哉は日本の実家に電話をかけていた。

　観測所とはいっても露ろ天てんの簡素な造りで、ほとんど展望台のような外見だが。

『もう学校が始まってるのに、ずいぶんノンビリしてるね』

「韓かん国こくにウチの第五班が出張するんで、そのついでに送ってもらうんだよ。飛行機代もバカにならないし、タダならそれに越こしたことはないだろ」

　由加里の声には、どこかトゲがある。達哉は何とか妹をなだめようと、あれこれ言葉を選んだ。

『……お兄ちゃんにとっては、もうそっちが「ウチ」なんだね』

「は？」

『なんでもない、お休み！』

「あ、おい──」

　切れた携帯を、達哉はじっと見つめる。

「別に、まだそうなると決まったわけじゃないっての」

　ぼやく達哉に、横合いから甘ったるい声がかけられた。

「どうしたんだよ新入り、不ふ機き嫌げんそうなツラして。便秘か？　それとも痔じか？」

「あのなあ、お前……」

　声とは裏腹な下品極きわまりない言葉に、達哉は顔をしかめる。外見だけは天使のように愛らしい少女が、こちらを向いてニヤニヤ笑っていた。

　クララ・マオ。Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．社長メリッサ・マオの一人ひとり娘むすめだ。いつものパンクファッションではなく、地味なジャージ姿で愛用のライフルの手入れをしている。

「おいクララ」

「何だよ新入り」

「お前、なんでここにいるんだよ？　社長からＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．への出入りを禁止されたんだろ」

「だから勝手に潜もぐりこんだ」

「おい」

「ここはアタシん家の庭みたいなモンだからな。ママさえいなけりゃ、出入りはどうとでもなる。オニの居ぬ間にセンタクってやつだ」

「……社長にばれても知らないからな」

　ぼそっとつぶやき、達哉は目の前に広がる演習場を見やった。その一角を、数機のＡＳアーム・スレイブが駆かけ抜ぬけている。

　一機の第三世代型ＡＳと、三機の第二世代型ＡＳによる模も擬ぎ戦だった。

　うち第二世代型の機体は、まるでヘリの機体に手足をくっつけたような姿をしている。イギリスの〈サイクロン〉だ。

　軽快な機動性で知られる機体で、独自の機体形状は前方投とう影えい面積を可能な限り削さく減げんするためのものだ。

　対する第三世代型の方は──

「〈レイヴン〉、さっそくやってるな、リーナ」

　鎧よろい武者を思わせる、重厚かつ俊しゆん敏びんな機体の名は、ＡＳ─１〈ブレイズ・レイヴン〉。日本が独自開発した第三世代型ＡＳである。

　様々ないきさつからＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．によって各種の試験運用が行われることとなり、このキャンプに運びこまれた。今は社内で、専任のテストオペレータの選せん抜ばつが行われている。

　時速一〇〇キロ以上の高速で疾しつ走そうする〈レイヴン〉に向かって、〈サイクロン〉はライフルを向ける。その銃じゆう口こうに取りつけられたモジュールから、パッと閃せん光こうが瞬またたいた。

　Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．で開発された、〈マウリッツ・システム〉と呼ばれる模擬戦用の機材だ。

　銃口のモジュールから照射されたレーザーを、『敵機』が感知することによって被ひ弾だん・撃げき墜ついといった判定を行う。ペイント弾などを用いず、より安全な演習を可能としたシステムだ。

　小刻みな回かい避ひ機動で、〈レイヴン〉は〈サイクロン〉の銃口から身をそらす。そのままライフルを敵機に向けた。

　回避しながらの牽けん制せい射しや撃げきに、〈サイクロン〉のフォーメーションが僅わずかに乱れた。その機を逃のがさずに、〈レイヴン〉は一いつ瞬しゆんだけ足を止めると手にしたライフルを『発はつ砲ぽう』する。

　照射されるレーザー。両機間の距離や相対位置、移動方向、速度といった各種の要素を、マウリッツ・システムが瞬時に計算。架か空くうの偏へん差さ射しや撃げきをシミュレートする。

　タイムラグほぼ〇ゼロで撃墜判定が下された。動きを止める〈サイクロン〉。次の瞬間には〈レイヴン〉は跳ちよう躍やくし、反撃の砲火をかわす。

　再び瞬く〈レイヴン〉のライフル。空中からの猛もう射しやが、瞬時に残り二機の〈サイクロン〉を『撃破』する。

「すげえ」

　見事な戦闘コンバツト・機動マニユーバだった。そのキビキビとした無む駄だのない機動を、達哉は手放しで賞賛する。

　いくら第三世代型と第二世代型の戦力比が３：１とはいえ、ここまで鮮あざやかに勝てるオペレータはそう多くない。達哉でも、それくらいは理解できるようになっていた。

　クララも大きくうなずいている。

「ずいぶん気合い入ってるじゃねーか、リーナ」




「こちらオシラ３、プログラムの第二フェイズを終しゆう了りよう。これより第三フェイズに移る」

〈ブレイズ・レイヴン〉の狭せまいコクピット。アデリーナはいつも通りの落ち着いた声で、淡たん々たんと報告する。

　未知の新型機を操縦しているにもかかわらず、アデリーナの顔には不安も昂こう揚ようも浮うかんでいない。

『オシラ１了解』

　通信機から聞こえる野太い声。アデリーナにとって直接の上司である、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．ＡＳ教導課第三班班長ダグラス・バクスターのものだった。

『いい数字が出てるぞ、オシラ３。何なら記レ録コ更ー新ドを狙ねらってみるか？』

「そのつもりだ」

　そう言い切るのと同時に、機体のＡＩが警告を発する。

《敵機発見。方位一─八─〇、距離七〇〇にＡＳ二機、および距離二〇〇〇にＡＳ一機を確かく認にん。以後、Ｍマイク４、５、６と呼こ称しよう》

（来たか）

　素す早ばやく機体を振ふり向かせ、南から迫せまる新たな『敵』を目視で確認する。

　接近してきたのは、ライフルを構えた二機のＡＳだった。米国製の第三世代型ＡＳ、Ｍ９〈ガーンズバック〉の標準仕様機である〈オリジナル・ガーンズ〉だ。

　さらにその後方の丘おかには全身に多数の重火器を満載したＭ９の火力支援機──Ｍ９Ａ１Ｅ１〈アーセナル・ガーンズ〉の姿もある。

　今日の訓練で敵役を務めているのは、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．ＡＳ教導課第四班〈ラグズ〉のオペレータたちだ。

〈レイヴン〉は素早く大地を蹴けって後方に跳躍。ほぼ同時に、〈アーセナル〉が構えた大口径榴りゆう弾だん砲ほうの砲門が瞬く。マウリッツ・システム上を走る、仮想の直接ダイレクト・火力フアイア支援サポート。

《命中判定は下されず。演習続行》

　ＡＩの報告を聞き流しながら、アデリーナの〈レイヴン〉は演習場の都市区画まで後退し、身を隠かくす。

　これで一時的にだが、榴弾砲の脅きよう威いからは免まぬかれた。だがその間にも、左右に展開したＭ９がこちらを挟はさみ撃うちにしようと接近してくる。すぐに〈アーセナル〉も砲撃ポイントを変へん更こうし、攻こう撃げきを続行するだろう。

　同じ第三世代型ＡＳ、かつ三対一という圧あつ倒とう的てきな戦力差。この状じよう況きようではもはや、『どれだけ長時間粘ねばれたか』を目指すべきだろう。

　だが、アデリーナは──

（タツヤはあの時、二機のセプターに勝った）

　素早くフットペダルを踏ふみこむ。〈レイヴン〉はその動きをトレースし、力強く駆け出した。

　都市区画を抜けた。スクリーンに映るＭ９の機き影えい。操縦スティックに並んだスイッチの一つを押しこむ。

　瞬間、強きよう烈れつなＧがＡＳとそのオペレータを襲おそった。

　肩かたと腰こしに装備された、四基のアジャイル・スラスタ──ＡＳ用のクラスター式アークジェット推進器が作動し、プラズマ化した推すい進しん剤ざいをまき散らす。

「くっ」

　爆ばく発はつ的てきな加速に、意識をもぎ取られそうになるアデリーナ。機体の速度は瞬時に三〇〇キロを超こえ、なおもジリジリと上じよう昇しようしている。

　狂くるったような速度計の数値と、反比例してあっという間に減少していくコンデンサの電力量、そして飛ぶように流れていく周囲の光景。本能的な恐きよう怖ふに襲われながらも、アデリーナは歯を食いしばる。

　瞬間的な加速と減速を繰くり返し、左右に跳はね回りながら〈レイヴン〉は一機のＭ９に急接近。稲いな妻ずまのようなその動きを、ライフルも榴弾砲も捉とらえきれない。

　機体の右手にライフルを保持したまま、左手で十式単分子カッターを引き抜く。日本刀を模した専用の大型カッターだ。今は刀身の表面にカバーを被かぶせ、訓練用として使用している。

　敵機は、もはや眼前に迫っている。最後の一噴ふかし。右前方への加速と左ターンを組み合わせ、瞬時にＭ９の背後へと回りこむ。

　すれ違ちがいざまの一いつ閃せん。演習なので事故を避さけるため完全には振り切らない。カッターは敵機の表面をなでるようにかすめ、それだけで撃墜判定を下されたＭ９は動きを止める。

《接近警報。七時、距きよ離り四》

　ＡＩが警告を発した時には、アデリーナはすでに反応していた。

（背後にもう一機のＭ９）

（コンデンサ残量低下）

（アジャイル・スラスタ使用不可）

（通常機動で回避）

　瞬時にそう判断し、アデリーナはペダルを踏みこむ。〈レイヴン〉は跳躍し、背後からの銃撃を回避。そのままジャクソン・アーチの機動をとり、逆にＭ９の背後を取ろうとする。

　だが、敵もさるもの。アデリーナの動きを読み、素早くＭ９は振り返る。的確な判断、おそらく第四班班長の〈ラグズ１〉アレックス・ベイカーだろう。機体の手には、投とう擲てき用の訓練ダガーが握にぎられている。

　アデリーナは、一瞬だけＨＵＤヘツドアツプデイスプレイの表示に目を走らせる。計算通り、滞たい空くう中にわずかだがコンデンサの電力は回復していた。スラスタの一噴かしなら問題ない。

　着地の寸前、Ｍ９がダガーを投げるのとほぼ同時に、アデリーナはスティックのスイッチを押しこむ。再び襲い来る激しいＧと、機体をかすめるダガー。

　左方向へ横よこ滑すべりのブースト機動で着地際ぎわの隙すきを消し去りながら、アデリーナはライフルのトリガーを引いた。同時にＭ９は地を蹴って跳躍。

　照射されたレーザーを、Ｍ９のセンサが感知する。マウリッツ・システム上で複雑なアルゴリズムに基づいた演算が行われ──

《Ｍマイク４撃破》

　ＡＩの報告と共に、ベイカーのＭ９は強制停止を受けた。

　同時に〈レイヴン〉は素早く機体を翻ひるがえし、〈アーセナル〉の射線上から退避した。残る『敵』は一機のみ。アデリーナはスクリーン越ごしに、〈アーセナル〉をにらみ──

（何をしているのだ、わたしは）

　ふと我に返るアデリーナ。

　今の自分がやっているのはあくまで業務であり、模擬戦であり、テストだ。

　それなのになぜか、あの実戦で達哉が操縦していた〈レイヴン〉の動きが、アデリーナの脳のう裏りにちらつく。

「くっ」

　小さくアデリーナが呻うめくのと同時に、〈レイヴン〉は大地を蹴る。

　胸の中の言葉にできない違い和わ感かんは、いつまでも消えなかった。




　Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．社情報通信センターの正面スクリーンには、演習場を縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけ巡めぐる〈ブレイズ・レイヴン〉の情報が、様々な角度から映し出されていた。

　三さん角かく巾きんで腕うでを吊つった黒人の大男──バクスターがそのスクリーンをじっと眺ながめていた。「フェイズ３に移行後、二分半足らずでＭ９二機を撃破。リーナ、気合いが入っていますね」

「ああ」

　分析官アナリストのベルナール・ベルトランがあげた感かん嘆たんの声に、バクスターはうなずいた。

「へえ、見かけによらず中々ロックだな、あの嬢じようちゃん」

　パイプ椅い子すにもたれかかった白衣姿の男が、下手な口笛で賞賛する。ピアスで飾かざられた痩やせぎすの顔には、薄うすい笑えみが浮かんでいる。

〈ブレイズ・レイヴン〉を製造した恵比寿重工ＥＨＩから出向してきた、開発主任の溝みぞ呂ろ木ぎ克かつ郎ろうだ。チンピラそのものの外見と言動だが、これでも一応は博士号を持つ優ゆう秀しゆうな技術者である。

「今までアイツに乗ったＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．ここの連中、どいつもこいつもフニャチンぞろいだったからな。スクラップにされる前にＡＳ─１連れて日本に帰ろうかと思ったぜ」

　溝呂木の挑ちよう発はつ的な物言いに、ベルトランが眼鏡の下で目を細める。

「失礼ですがドクター、元はと言えばそちらの提示したスケジュールが早すぎるということをご理解ください。新機種、それもあのような新しん機き軸じくを盛りこんだＡＳのテストともなれば、慎しん重ちようの上にも慎重に──」

「カーッ、ああ言えばこうか。言い訳ばっかりで全然ロックじゃねえな」

「あの手の騒そう々ぞうしい音楽はどうも苦手でして」

「何だと？　そいつは人生を九割損してるぞ。よし、まかせな」

　懐ふところからごそごそと、携けい帯たい端たん末まつを取り出す溝呂木。

「俺様推すい薦せんのご機き嫌げんなナンバーを紹しよう介かいしてやる。ほれ聴きけ早く聴け今すぐ聴け」

「勤務時間中ですよ」

　溝呂木に絡からまれたベルトランは、本気で迷めい惑わくそうだ。

「いいから黙だまってとっとと聴け、このロッキンポが！」

「ロッキンポでも何でもいいですから、仕事してください！」

　そんなやり取りに軽い頭痛を覚えたバクスターが、データの一つに目を止める。〈レイヴン〉に取りつけられた中ちゆう継けい装置から送られたものだ。

　機体や周囲の状況に加え、オペレータの心しん拍ぱく数すうなどもモニターされている。

　それをじっと見ていたバクスターが、ごつい顔をわずかにだがしかめた。

「焦あせってるのか……？」

「どうかしましたか？」

「──いや、何でもない」

　思わず漏もらした一人言を、ベルトランに聞かれてしまった。バクスターは言葉を濁にごすと、あらためてスクリーンに映った〈レイヴン〉の機動に注視する。

（やはり、いつものあいつの動きではないな）

　ＡＳの挙動には、オペレータの個性が大きく反映される。機体がマスター・スレイブシステムによってオペレータの動きをトレースするのだから、当然のことだ。

　バクスターの知る限り、アデリーナの個性は『手て堅がたさ』だった。

　基本に忠実で、粘り強く、無む駄だのない鋭するどい動作。必要とあれば大の大人でも青ざめるような危険な機動も平然とこなすが、その中心にあるのは一から鍛きたえ抜ぬいた堅けん実じつで慎重な技術だった。

　その芯しんが、今の〈レイヴン〉は揺ゆらいでいるように見えたのだ。

（どうした？）

　最初は〈レイヴン〉に慣れていないだけかとも思ったが、そうではない。動きの端はし々ばしから、アデリーナの焦りのようなものが伝わってくる。

　おそらくは彼だからこそ感じ取れるだろう、小さな違和感。

　一方スクリーンの中では、〈レイヴン〉が〈アーセナル〉に正面から強きよう襲しゆうをかけ、あっさりと降くだしていた。

『どうだった？』

「オメデトさん、と言っとくよ。みごと記録更こう新しんだ」

　通信機から入ったアデリーナの声に、溝呂木が答えた。

「少しはロッケンロールってものが分かってきたようだな、嬢ちゃん」

『うむ、相変わらずロックというのはよく分からんが、なによりの結果だ──しょせんは、訓練でしかないが』

「ドクター、この時点でオペレータに結果を発表するというのは、予定にありません。ここはスケジュールに則のつとって──」

「ったく、いちいち細けえなこの青びょうたん。予定とかスケジュールとか、そんなものはクソ喰くらえだ!!」

「どうやってＡＳ─１の開発計画を立てたのですかあなたは!?　それでよくあの機体が完成しましたね！」

　ついに怒ど鳴なり合いまで始めたベルトランと溝呂木を無視し、バクスターはアデリーナを労ねぎらった。

「とにかくご苦労だった。もう正午近い、メシでも食ってゆっくり休め」

『いや、まだだ班長』

　さすがに疲つかれをにじませた声で、だがアデリーナはきっぱりと答える。

『次はタツヤの番だ。それを見届けるまでは休めない』

「……分かった。体を冷やさんようにな」

　そう告げながら、バクスターは心中で嘆たん息そくした。

（やはり、あの小こ僧ぞうか）




「やっぱりすごいな、リーナ」

　観測所で、目を丸くする達哉。今の〈ブレイズ・レイヴン〉が見せた機動は、見事の一言につきた。

「バーカ、何言ってんだよ今さら」

　隣となりのクララがさもバカにしたように鼻を鳴らす。

「お前とは年季が違うんだから、当たり前だろーが、タコ」

「それはそうだけどさ」

　さすがに少しむっと来た達哉の前で、クララは身軽に立ち上がった。

「次はお前の番だな、新入り。一応、健けん闘とうは祈いのってやるぜ」

「ああ、行ってくる」

　立ち上がった達哉だが、ふとクララを振ふり向く。

「なあ、クララ」

「何だよ」

「お前、怖こわくないのか？」

「────」

　その一言で、クララは表情を改めた。

　先日、達哉やアデリーナたちと〈ブレイズ・レイヴン〉の搬はん送そうに同行したクララだが、その途と中ちゆうで〈レイヴン〉を狙ねらうテロリストの襲しゆう撃げきを受け、生まれて初めての実戦に巻きこまれてしまった。

　事件後、母のマオからＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．への出入りや銃じゆうの訓練を禁止されたのも、それが理由だ。

「──そりゃ、こえーよ。あんな目にあったんだし」

　そっと、愛用のライフルをなでるクララ。

「撃うつ怖さも、撃たれる怖さも、よく分かったよ。ママがもうライフル持つなってのも、当たり前だと思う」

「じゃあ、何で」

「それでもアタシは、ライフルこいつが好きなんだ」

「…………」

　その言葉に、今度は達哉が押し黙る。

「手放せないんだ。もう、アタシの一部みたいなもんだから」

「そうか」

「お前はどうなんだよ、新入り？　やっぱビビッちまったのか？」

「俺は……」

　まだ、分からない。

　戦うことへの恐きよう怖ふ。今までの日常から離はなれることへの不安。それらは共に、達哉の中に深く根を下ろしている。

　そもそも達哉がＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．にいるのは、あくまで実家である市之瀬建設の苦境を救うためだ。命を懸かけて戦う理由も義理もない。

（確かにギャラはいい仕事だけど、割に合わないよなあ）

　だがそれでも、なぜか達哉はＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．から離れる気になれなかった。

「図星かよ」

　柄がらにもなく懊おう悩のうする達哉の姿に、クララは鼻を鳴らした。

「あんまりグダグダ悩なやんでないで、こうガーッとぶつかってみろよ。いや、むしろ当たって砕くだけろ！」

「砕けてどうすんだよ、砕けて」

「それぐらいの心意気じゃねーと、リーナに勝てねーぞ」

「無茶言うな」

　先ほどアデリーナが乗っていた〈レイヴン〉の動きを思い出し、意い気き消しよう沈ちんする達哉。その背中を、クララは乱暴に叩たたく。

「少しは気合い入れろよ」

「いてっ、何するんだよ？」

「この間、お前が乗ってた〈レイヴン〉、けっこうイカしてたぞ」

　クララにじっと見つめられた達哉の顔に、ふっと笑顔が戻もどる。

「生意気言ってんじゃねえよ」

　胸のもやもやは、いつの間にか消えていた。

「それじゃ、ちょっくら行ってくる」

「おう、がんばれよ新入り」

　クララに見送られ、達哉は観測所を後にした。




「来たかい、坊ぼうや」

　演習所付近にある第二格納庫で達哉を出で迎むかえたのは、ブルーの作業服を着た大おお柄がらな女性だった。

　Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．整備課長のダニエラ・コールマン。ネイティブ・アメリカンの血を引く優秀な整備士だ。

「オッス、ダニエラさん。〈レイヴン〉の様子はどうですか？」

「ちょうど今、簡単なチェックが終わったところさ。いつでもいけるよ」

「じゃあ早さつ速そく」

　降着姿勢の〈レイヴン〉に向かおうとし、ふと達哉は周囲を見回す。

「どうしたんだい？」

「あの、リーナは？」

「リーナかい？　あの子なら情報センターに向かったよ。坊やのテストを、あそこでじっくり観戦するんだとさ」

「そうですか」

　今からの自分のテストが、リーナに見られる。予期せぬ緊きん張ちように、達哉はゴクリと唾つばを飲んだ。

「すごかったですよね、さっきのあいつ」

「ああ、そうだね」

　達哉の月並みな感想に、ダニエラは大きくうなずく。

「あんなじゃじゃ馬を乗りこなして、Ｍ９三機を倒たおしたんだからねえ。大したもんだよ、ほんと。他ほかのオペレータじゃ、大の大人でもろくに乗りこなせないってのにさ」

　と、ダニエラの口元にかすかな自じ嘲ちようの笑みが浮うかぶ。

「……もっとも、それはあたしたちも同類だけどね」

「ダニエラさん、あいつ、やっぱ整備でも扱あつかいづらいんですか？」

「本体はまあ、真っ当な第三世代型ＡＳさ。扱いは他の子たちと変わんないよ。でも肩かたのアレが、ちょいと斬ざん新しんすぎてねえ。一応、ミゾロギのセンセイからレクチャーは受けてるんだけど、どうもまだ慣れないし。いっそあちらさんＥＨＩ社から、あの子に慣れた現場の人間を回してくれるとありがたいんだけど」

　顔をしかめていたダニエラだが、不意に愛あい嬌きようのある笑顔をつくった。

「おっと、本番前につまんない愚ぐ痴ちに付き合わせて悪かったね。しっかり頑がん張ばりな、坊や。あんたの成績次し第だいで、またオッズが面おも白しろいことになりそうだし」

「やっぱり賭かけてたんですね」

「当たり前だろ」

　呆あきれた達哉の前で、ダニエラは悪びれずにカラカラと笑う。

「あまり期待しないで下さいよ」

〈レイヴン〉の機体に取りつき、コクピットから下がった縄なわばしごを上る。

「よし、いっちょやるか!!」

　バシッと頬ほおを叩き、気合いを入れ直す。

　先ほど見た、リーナの操る〈ブレイズ・レイヴン〉の動きは見事なものだった。とはいえ、達哉にもまったく勝ち目がないわけではない、はずだ。

　何と言っても達哉には〈ブレイズ・レイヴン〉での実戦経験があるのだ。これは、大きなアドバンテージと言える。

　狭せまいコクピットに潜もぐりこむ。機体の状じよう況きようを素す早ばやくチェック。各かく項こう目もくに問題なし。

　待機状態サスペンド・モードを解除すると、マスター・スーツがゆっくりと閉じ、体を緩ゆるく締しめ付けた。

　あの戦せん闘とうで達哉はアジャイル・スラスタを使いこなし、二機の敵ＡＳを倒した。機体のクセも、把は握あくした自信がある

　周囲の整備員が待たい避ひしたことを確かく認にんし、ペダルを踏ふみこむ。〈レイヴン〉が、ゆっくりと身を起こした。

「マスターモードを１に」

《了解ラージャ》

　いまだ名無しのＡＩにそう告げ、一歩を踏み出す。格納庫のゲートを潜くぐり、〈レイヴン〉は陽光の下に踏み出した。

　眼前に広がる演習場。達哉はゴクリと唾を飲むと、無線通信の周波数を情報通信センターに合わせる。

「こちら〈オシラ４〉、ウェイトポイント３で待機中。準備完かん了りようしました」

『了解。演習場でも各機待機中です。カウント〇ゼロで試験開始。健闘を祈っていますよ、イチノセくん』

『いいか！　ロッケンロールだ！　それを忘れるなよ、坊ぼう主ず！』

　ベルトランと溝呂木の激げき励れい（？）。そして一〇からカウントが始まる。

（リーナのやつが限界ギリギリの性能を引き出したなら、俺はさらにその向こうまで機体を操ってみせる）

《３、２、１──スタート》

「いくぜ！」

　達哉の〈レイヴン〉は、勢いよく駆かけ出した。




　約一〇数秒後──

「あ」

「あ」

「あ」

　情報通信センターのスクリーンには、見事に頭から地面につっこみ、倒とう立りつ状態になった〈ブレイズ・レイヴン〉の醜しゆう態たいが映っていた。

「……これはこれでロックだな」




　　　　２




「またやっちまった、ちくしょう……」

　どんよりと落ちこんだ表情で、達哉は医務室を後にする。

〈ブレイズ・レイヴン〉の優ゆう秀しゆうな衝しよう撃げき吸収システムのおかげで、あれだけ派手な転てん倒とうにもかかわらず達哉に怪け我がはほとんどない。せいぜい数枚の絆ばん創そう膏こうで事足りた。

　とはいえなけなしのプライドは、ズタボロに傷ついていたが。

　同どう僚りようたちからの評価も、散々だった。訓練の安全性について厳しく叱しつ責せきしたバクスター、ひたすらため息をつくベルトラン、溝呂木に至ってはロックンロールの何たるかについて意味不明な大演説を始める始末だ。

「やっぱり俺、才能ないのかなあ……」

　正直、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．のＡＳインストラクターを続けるかどうか迷っているうちに、あっさりクビにされそうな気がする。よくない。この状況は相当によくない。

　悶もん々もんと悩みながらも、達哉は食堂に向かった。どんなに落ちこんでいても、腹は減るものだ。

　昼時ともあって、食堂はかなり混んでいた。様々な人種や国こく籍せきの教官や訓練生が、ガヤガヤとざわめいている。英語の他ほかにもそれぞれの母国語が入り交じっているため、相当に混こん沌とんとした空気だ。

「よう、タツヤ」

　大人しく列に並んでいると、同僚のカルロス・メンドーサが声をかけてきた。コロンビア軍出身のＡＳオペレータで、達哉と同じ第三班のメンバーだ。浅黒い二枚目半な顔には、人の悪いニヤけ笑いが浮かんでいる。

「さっきは中々に愉ゆ快かいなありさまだったじゃねえか。久々に笑わせてもらったぜ」

「あんただって大して変わんないだろ」

　達哉と同じく、カルロスも選せん抜ばつテストでの結果は悲ひ惨さんなものだったのだ。

　最初のうちこそ無難に機体を操っていたのだが、アジャイル・スラスタを噴ふかした途と端たんにボロが出た。制せい御ぎよをしくじって錐きり揉もみ状態で吹ふっ飛ばされてしまった。

「竹トンボみたいだったよな、アレ。見事なトリプルアクセルだったぞ」

「うるせえな、このガキ。怪かい奇きミステリーの変死体みたいになったやつに言われる筋合いはねえ」

　互たがいに自分のことは棚たなに上げ、にらみ合う達哉とカルロス。

　とはいえ、達哉とカルロスだけがヘマをしでかしたわけではない。今まで〈ブレイズ・レイヴン〉の選抜試験を受けた他のＡＳオペレータたちも、似たり寄ったりのありさまだった。

　達哉たちのように事故を起こすか。あるいはおっかなびっくりのへっぴり腰ごしで、ろくな結果を出せないか。

「何が何だか分からんうちにブッ飛んじまった。つーかもうＡＳじゃないだろ、アレは」

「今さら泣き言かよ。リーナに聞かれたら『情けないぞカルロス。努力と熱意が足りないようだな』とか説教されるぞ」

「似てねえよ。ていうかキモいっての」

　達哉の声真ま似ねに、カルロスはあからさまに顔をしかめる。

「とは言ってもなあ。俺はもう『普ふ通つうのＡＳの操縦』ってやつが骨の髄ずいまでしみこんでるからなあ。あんなけったいな装置で機体を動かせと言われても、困るんだよ。プロペラ機しか乗ったことがないパイロットが、宇宙ロケットを飛ばすようなものだぞ」

　大おお仰ぎような愚痴を並べ立てていたカルロスが、ふと顔を上げる。

「そういう意味じゃ、確かにお前らみたいなガキどもの方が、ＡＳにスレてない分乗りこなせるのかもな」

「そんなもんかねえ？」

　妙みように大げさなカルロスの言葉に、達哉は首を傾かしげた。




　昼食のメニューの中で、達哉は肉じゃがセットを選ぶ。

　以前に妹の由加里がこの食堂を手伝った時、コックに教えた日本食の一つだ。シチューのレシピを流用し、味付けを醤油ソイソース等で行うというものだが、達哉からみてもほぼ満点の味だった。

　もっともライスが茶ちや碗わんではなく平皿に盛られていたり、味み噌そ汁しるではなくコンソメスープが添そえられていたりと、どうも興きよう醒ざめな取り合わせになっていたが。

「さて、ここにするか」

　窓まど際ぎわの席に腰を下ろし、達哉が私物のハシを手にした時──無言のまま、向かいの席に誰だれかが腰を下ろす。

「…………」

「お、おう」

　アデリーナが、いつも通りのムッツリ顔で、座っている。

「なぜそこに座るのか、と言いたげな顔だな」

「いや、別に……」

「食堂が混んでいるから、仕方なくこの席を選んだのだ。別段、君に用があったわけではないのだぞ」

「そ、そうか」

　周囲を見回す。確かに食堂内は混んでいるが、まだ空いている席はいくつかある。困こん惑わくする達哉を尻しり目めに、アデリーナは目の前に鎮ちん座ざしたピザに手を伸のばした。

　直径こそ三〇センチ程度のＭサイズ。だが耳の部分は大きく盛り上がっており、生き地じ自体が器うつわ状になっている。そしてその内側に熱々のトマトソースやチーズ、ベーコン、タマネギなどの具がミッチリと詰つまっていた。

「見るだけで胸焼けがしそうだな……」

　げんなりと小声でつぶやく達哉。その目の前で、アデリーナはいそいそとマヨネーズのチューブを取り出す。

（ま、まさか……）

　戦せん慄りつする達哉をよそに、アデリーナはピザの上にチュルチュルとマヨネーズをかけ始めた。細い絞しぼり口から押し出されたマヨネーズが、ピザの上に白い格こう子し模様を縦じゆう横おう無む尽じんに描えがく。

「うむ」

　アデリーナはピザを一切れ手に取り、ぱくりとかじりついた。心なしか満足そうに見える。

「ピ、ピザに？　ダブルマヨネーズは反則だろ」

　アデリーナは不ふ機き嫌げんそうに押おし黙だまる。達哉はもう気にするのは止やめ、自分の肉じゃがを食べ始めた。

「…………」

「────」

　しばらく無言のまま、黙もく々もくと続く二人の食事。

（気まずい……）

　さすがに沈ちん黙もくに耐たえられず、達哉は必死に話題を探す。

「そ、そういやリーナ、さっきの〈レイヴン〉のアレ見てたけどさ」

「…………」

「すごかったよな、あれ。完かん璧ぺきに乗りこなしてたみたいで」

「…………」

「俺なんか、スタートでいきなり犬いぬ神がみ家け状態だからな。アハハハハ──はあ。もうちょっと上う手まくやれると思ったんだけどなあ。やっぱり俺、ＡＳの才能ないのかな」

「…………！」

　達哉がそうぼやいた時、アデリーナの表情がピクリと動く。

「この前うまくやれたのも、ただのまぐれで──」

「……うるさい」

「え？」

「うるさいと言ったのだ」

　言うなりアデリーナは、いきなり卓たく上じようのマスタードを達哉の肉じゃがにぶっかける。

「ああああ!?」

　達哉の悲痛な叫さけびが、食堂に響ひびき渡わたった。

「な、何てことするんだよリーナ」

「懲ちよう罰ばつだ」

　達哉の抗こう議ぎにそっぽを向き、アデリーナは再びピザにかじりつく。

「どうしろってんだよ、コレ」

[image: ]

　涙なみだ目めで、マスタードまみれのジャガイモを達哉は口にする。

「～～～!!」

　辛からい。

　口の中が焼けるほど辛い。

　あわてて水の入ったコップに手を伸ばした時──

「ん？」

　テーブルの上でコップがカタカタ鳴り、窓ガラスが震ふるえだした。わずかに遅おくれ、頭の上から独特の重低音が降ってくる。

「おお？」

　けげんそうに天てん井じようを見上げる達哉。

「この音、輸送機だよな？　何でこんな場所を飛んでるんだ？」

　キャンプの飛行場は広大な敷しき地ちの北ほく端たんにある。航空機が発着する際も、演習場で降下訓練が行われる際も、この食堂の上空を飛ぶことはまずない。

「ずいぶん大きい。このターボファンの音は……Ｃ─17だな」




　ターボファンエンジンを鳴り響かせ、我が物顔でキャンプ上空を通過する大型輸送機。開放された後部ハッチから、三つの影かげが飛び出した。

　限りなく人体を模も倣ほうしつつも、サイズを約五倍に引き延ばしたその姿。第三世代型のＡＳに間ま違ちがいない。

　青空に、白いパラシュートが花開く。

「おい、今日ＡＳ空くう挺ていの訓練予定なんて入ってたか!?」

「退たい避ひ！　退避だ！」

「くそ、こんな場所に降下とか、どこのバカだ！」

　社屋前に広がったグラウンドでは、教官や訓練生たちが慌あわてふためいている。それを尻目に降下する、三機のＡＳ。

　高度五〇メートルでパラシュートを切り離はなし、自由落下に移る。着陸。

　重い衝しよう撃げき。三機のＡＳは、相そう互ごに一五メートルの間かん隔かくを開けて立っている。その隊形は、ほぼ正確な正三角形を描いていた。

「いい腕うでだ」

　食堂から出てきたアデリーナが、感心したようにつぶやく。

「あの高度から手て狭ぜまなポイントに隊形を維い持じしたまま降下か。中々の練度だぞ、あの部隊は」

「いや、確かにそうだけどさ……」

　呆あきれる達哉の前で、三機のＡＳが背筋を伸ばす。

　そのうち細身の二機は、ロシアのZy─99Ｍ〈シャドウ〉だ。手にした銃じゆう剣けん付きのライフルを掲かかげ、捧ささげ銃つつの姿勢を取る。

　そして、もう一機のＡＳは──

「何だありゃ？」

　その姿に、達哉は当とう惑わくする。

　曲面を多用した重厚な機き影えいは、白銀色で塗と装そうされている。さらに機体各所に施ほどこされた金色の装そう飾しよくと、緋ひ色いろのマントに腰布。

　第三世代型ＡＳなのは間違いないが、達哉には見覚えがなかった。

「あんな派手なＡＳ、初めて見るぞ」

「何を言っているのだ君は」

　戸と惑まどう達哉を、アデリーナは横目でにらむ。

「よく見ろ、あれは〈ヴォルフ〉だ」

「〈ヴォルフ〉？　確かドイツのＡＳだよな？」

　アデリーナに指し摘てきされ、達哉はしげしげとそのＡＳを見やる。

「そう言われて見れば……」

　派手な塗装と過か剰じような装飾さえ取っ払ぱらってしまえば、兵士然とした無骨な第三世代型ＡＳに見えなくもない。

「一体どこのどいつだ？　あんなド派手なＡＳに乗ってる物好きは」

　首を傾げ、ようやく達哉はＡＳのマントに描かれたマークに気づいた。

　金の縁ふち取どりで飾かざられた黒地の円と、白く描かれた剣と鷹たかの意い匠しよう。達哉の初仕事の舞ぶ台たいとなった、中東はラシッド王国の国こく籍せき標識だった。

　何やら、ひどく嫌いやな予感がする。

（ひょっとしてあのＡＳに乗っているのって……）

〈ヴォルフ〉が首を巡めぐらし、達哉を見み据すえた。メインセンサ越ごしに、オペレータと目が合った──そんな錯さつ覚かくを、達哉は感じる。

　次の瞬しゆん間かん、〈ヴォルフ〉は腰にマウントしていたサーベル型の単分子カッターを引き抜ぬいた。ピシリとサーベルを掲げ、〈シャドウ〉の捧げ銃に答礼。

　威い風ふう堂どう々どうとしたその姿は、プロイセン王国時代の胸きよう甲こう騎き兵へいを思わせる。

『我はケートル一族の末す裔え、カーリムの孫にしてムハンマドの子たるユースフ!!』

〈ヴォルフ〉の外部スピーカーが作動。オペレータの堂々たる──そしていささか時代錯さく誤ごな口上を滔とう々とうと並べ立てた。

『父王の命を受け、ＡＳの戦技を学ばんがためこの地に罷まかり越こした。Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の諸君らの指南を乞こい願う』

　大おお仰ぎような名乗りを終えると、〈ヴォルフ〉は片かた膝ひざをついて待機姿勢を取る。

　本来、ＡＳの降着時には両手両りよう脚あしを地面についた『土下座』姿勢が基本だ。だが熟練したオペレータには、この片膝のみをついた姿勢を取る者も多い。機体への乗り降りは難しいが、速すみやかに機体を起動させることができるのだ。

　コクピットのハッチが展開し、オペレータが姿を現す。

　貴公子、という言葉をそのまま具現化させたような若者だ。エキゾチックで端たん整せいな顔立ちに、銀色の髪かみ。優美な長身を、ラシッド王国陸軍の制服に包んでいる。肩かたの階級章は大たい佐さのものだった。

「……何でここにあいつが？」

　ラシッド王国の第三王子、ユースフ・ビン・ムハンマド・ビン・カーリム・アル・ケートリーの姿に、達哉は呻うめく。

〈ヴォルフ〉に続いて、お付きの〈シャドウ〉も駐ちゆう機き姿勢を取った。右の機体から、小太りのアラブ人将校が降りてくる。ユースフの副官であるハッサン・ビン・ジャスイーム中佐だ。

　そしてもう一機の〈シャドウ〉に乗っていたのは──メイド姿の少女だった。

「……何でＡＳにメイドが？」

　場違い極きわまりない姿に、達哉はまたもや呻く。

　黒いワンピースのエプロンドレスに、白いカチューシャ。顔立ちは整っているのだが表情という物が一いつ切さい浮うかんでおらず、半目でこちらを凝ぎよう視ししていた。

　正直、少し怖こわい。

「お久しぶりですな、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の方々。こちらはそれがしの娘むすめで、殿でん下か付きの侍じ女じよを務めておるサミーラと申す者。お見知りおきのほどを」

「はあ、娘さんですか」

　容姿も物もの腰ごしも、まったくもって似ていない。達哉は内心で、遺伝の法則の神秘に驚きよう嘆たんしていた。

「これ、挨あい拶さつせぬかサミーラ」

「……サミーラ・ビント・ハッサン」

　ぽつりとそれだけ口にすると、一礼するメイド少女。無愛想を通り越した態度だが、完全無欠な無表情のせいか、不思議と非礼には感じなかった。

　やはり、少し怖い。

「ええっと、その、よろしく」

「……こちらこそ」

　それでもぎこちなく、何とか達哉がサミーラと挨拶をした時だった。

「やめよ、サミーラ」

　ユースフがサミーラを制する。

「そのような愚ぐ昧まいな輩やからを相手に、言葉を交わす必要はない。そなたにまで愚昧さが感染しては一大事ではないか」

「……おい」

　さも馬ば鹿かにしたように、鼻を鳴らすユースフ。その挑ちよう発はつ的な態度に、達哉もムッとなる。

「なあ、お前──」

「おい、どけどけ」

　達哉がユースフにつっかかる寸前、周囲の人だかりをかきわけながら、バクスターが姿を現した。

「久しいな、バクスター班長」

　速やかに態度を改めたユースフは、さらりと達哉を無視すると丁てい寧ねいに一礼した。

「お待ちしておりました、殿下──いえ、司令」

「歓かん迎げいを感謝する」

　悠ゆう然ぜんとした態度で、ユースフはバクスターと握あく手しゆを交わす。完かん璧ぺきに礼れい儀ぎ作法を守りながらも決してへりくだらない。まさに貴人の物腰である。

　先ほどの達哉への言動とは雲うん泥でいの差があった。

「だが今の私は、教導団司令を解任された身だ。一いつ介かいの訓練生として指導していただきたい」

「これは失礼。訓練は、明日からの予定でスケジュールを組んでおります。宿舎まで案内しますので、今日はお休みを」

「いや、そちらはすでに手配を済ませておる」

「は？」

　妙みような言い回しに、バクスターがわずかにごつい顔をしかめた。

「それにまず、あの機体を運ばねばなるまいて」

「失礼ですが大佐、あの〈ヴォルフ〉は一体？」

「私の専用機だ」

「…………」

　頭痛をこらえるような表情で、バクスターは太い眉まゆをひそめる。

「了りよう解かいしました。格納庫まで案内しましょう──タツヤ、リーナ！」

「え!?　お、俺？」

「了解した、班長。第二の方でいいか？」

「ああ。ダニエラには俺から連れん絡らくを入れておく」

　突とつ然ぜん指名され、戸惑う達哉。アデリーナは対照的に、粛しゆく々しゆくと従った。

「おお、ミス・ケレンスカヤか。相変わらずお美しい」

　優ゆう雅がな仕草で、そっとアデリーナの手を取るユースフ。

　女性への敬意を最大限に示しつつも、あくまでそれ以上は踏ふみこまない。これまた非の打ち所のない紳しん士し的な態度だった。

　やはり先ほどの達哉への言動とは雲泥の差があった。

「そちらこそ元気そうでなによりだ」

　全く表情を変えないまま、アデリーナも会え釈しやくした。

「おい、何だよこの露ろ骨こつな態度の違ちがいは」

「で、ではタツヤ殿どの。早さつ速そくですが案内の方をお願いいたしまする」

　つっこむ達哉に、ハッサンは汗あせをふきながらフォローを入れた。




「しかし、専用機ねえ」

　格納庫に運びこまれた〈ヴォルフ〉をながめ、達哉は首を傾かしげた。まだユースフの態度に納なつ得とくがいかないため、不満そうな顔をしている。

「本当にあるんだな、そういうのって」

　基本的に現代の軍隊において、オペレータ一人につき決まったＡＳが与あたえられるわけではない。たとえ同一の機種で編制された部隊であっても、訓練や任務の度たびにどの機体に乗るか割り当てられるのが普ふ通つうだ。

　Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．のように、多種多様なＡＳを扱あつかうならばなおさらだ。

「ケースバイケースだな。アメリカの海兵隊では、管理上の慣習として機体ごとに専任のオペレータと整備員を決めている。もっともあくまで慣習であり、実際にいつも同じオペレータが乗るわけではないようだが」

「ふーん、そんなものか」

　アデリーナの説明に気のない返事を返しながら、達哉はユースフを見やる。ダニエラたち整備課のメンバーに囲まれ、あれこれと指示を出しているようだ。

『そんな上等な理由があるのかよ？　派手な飾りとかマントとか角とか、どう考えてもロボットアニメの見過ぎだろ、あのボンボン』

　聞こえがしに声を張り上げる達哉。さすがに根こん拠きよのない悪口なので、分からないように日本語だった。

　そのはずが──

『聞こえているぞ』

　流りゆう暢ちような日本語で答えながら、ユースフがゆっくり振ふり向いた。

『え？』

『所しよ詮せんはその程度の男か』

　硬こう直ちよくした達哉を一いち瞥べつし、ユースフは再び整備員たちに向き直る。

「に……日本語ペラペラとか反則だろ？　なんでアラブの王子様が？」

「ラシッド王国は建国以来、日本との関係が緊きん密みつだからな。港こう湾わんの整備や鉄道の敷ふ設せつで有ゆう償しようとはいえ技術支し援えんを受けているし、中央銀行の設立にも日本の元財務官かん僚りようが関かかわっているらしい」

「え、そうだっけ？」

　間が抜ぬけた顔で驚おどろく達哉を、アデリーナはじろりとにらむ。

「以前、ラシッドに出張する前にこの程度のレクチャーは受けたはずだぞ。何度も言うが、雇こ用よう先の国が置かれた政治的・経済的な環かん境きようを把は握あくすることも、我々の業務では非常に大事なことで──」

「ああ、分かった分かった」

　長々と続くアデリーナの説教から逃にげるように、達哉は格納庫から出て──

「何だありゃ？」

　目の前の光景に唖あ然ぜんとした。

　達哉たちが寝ね泊とまりしている宿舎、その隣となりの空き地で突とつ如じよとして突とつ貫かん工事が始まっていたのだ。

　整地と、それに続く建築基き礎その設置。周囲にはパネル状に加工された多様なプレハブ建材や、それを組み立てる重機が揃そろっている。

「工事の予定なんてあったっけ──っておい!?」

　そこでようやく達哉は気づいた。

　立ち並ぶ重機に、ラシッド軍の国こく籍せき標識が描えがかれていたのだ。

「あれって、まさか」

「我がラシッド陸軍の工兵たちだ。私用の宿舎を設営しておる」

　いつの間にか格納庫から姿を現したユースフが、つまらなそうに言った。

「専用の、宿舎？」

「ラシッドの王子ともなれば、外遊でもそれなりの格式が必要とされるのでな。煩わずらわしきことよ。所詮、犬小屋程度の陋ろう屋おくにしかなるまいに」

「犬小屋……だと？」

　実家が建設会社である達哉は、子供のころから様々な現場を見てきた。その達哉の見立てによると、今作っている『犬小屋』は日本ならば十分に『豪ごう邸てい』と呼べるレベルのものだった。

　規模でも、豪ごう奢しやさでも。

　正直、達哉たちの宿舎よりも大きい。

「……あれが犬小屋なら、その犬小屋以下に詰つめこまれている俺たちは何だ……」

　達哉の歯ぎしりは、虚むなしく消え去った。




「ここが野外射しや撃げき場だ」

「ふむ」

　アデリーナの説明に、ユースフは軽くうなずいた。

　ユースフたちの訓練は明日からだが、それに先立って達哉とアデリーナでキャンプの案内をしているのだ。

「見ての通り、この野外のレーンでは主にライフルの──」

　アデリーナの説明が、プツリと途と切ぎれる。ライフルの伏ふせ撃うちをしていた小こ柄がらな少女と目が合ったのだ。

「──クララ」

「げ、リーナ!?」

　アデリーナの姿に、クララは慌あわてて飛び起きた。

「社長からここへの出入りは禁じられているはずだぞ。お前というやつは」

「や、やべ！」

　ライフルを背負ったまま、クララは驚きよう異い的な身軽さでフェンスを飛び越こえてそのまま逃げ出す。

　アデリーナもその後を追って駆かけ出した。

「ほう、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．ではあのような小児ですら銃じゆうの妙みよう技ぎを見せるか。大した物よ」

「いや、あれは特別なんだが──」

　取り残されたユースフの感かん嘆たんに、達哉は目を逸そらした。

「ともなれば、貴様も腕うでには覚えがあるのだろう？」

「え、俺？」

　いきなり話を振られ、達哉は戸と惑まどった。

　実のところ、生身でもＡＳでも射撃は大の苦手だが、ユースフの前でそれを認めるのは癪しやくに障さわる。

「ま、まあな。これでも一応Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の一員だからな」

「なるほど。では一つ、私と勝負しようではないか」

「え？　しょ、勝負って、その、射撃で？」

　思わぬ提案に、うろたえる達哉。

「ほほ、ほらその、今日はただの案内だし──」

「単なる余興よ、構うまい。サミーラ」

「……ここに」

　ユースフの命に、サミーラがやけにアンティークなデザインのリボルバー拳けん銃じゆうを取り出した。受け取ったユースフは、手慣れた仕草で弾たまをこめる。

「では教官殿、御ご指し南なんいただこうか」

（……こうなったら、やるしかねえ）

　もはや後には退ひけない。鍵かぎ付きのロッカーから、スイス製の自動拳銃を取り出す。

　私物ではなく、借り物の銃だ。正直、手に馴な染じんでいるとは言い難い。それでも今は、これを相棒として自分の意地と誇ほこりを賭かけねばならない。

「いいぞ、始めようぜ」




　結論を一言で述べるならば、奇き蹟せきは起こらなかった。

「ふむ、こんなものか」

「……ああああ」

　拳銃用の屋内射撃場。およそ三〇メートル先の標的を、達哉は心底情けなさそうに見つめた。

　標的に刻まれた弾だん痕こんは、左下の隅すみギリギリの一つだけだった。一〇発撃ってわずかにその一発のみが、辛かろうじて標的をかすめたのにすぎなかったのだ。

　対するユースフの銃弾は、その全すべてが標的に命中していた。それもほとんどが、中心部分に集中して。

「ずいぶんと調子が悪いようだな、教官殿？」

　小こ馬ば鹿かにするように小さく笑うユースフ。

「それとも何かな、私程度が相手では本気が出せぬと？　遠えん慮りよは無用だぞ」

「…………」

　ひたすら沈ちん黙もくで耐たえることしか、今の達哉にはできなかった。




　一事が万事この調子だった。Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の施し設せつを案内するたびに、達哉はユースフから挑ちよう戦せんを受け続ける。

　たとえば、ジムでの格闘技マーシャルアーツ──

「チョークチョークチョーク!!　完かん璧ぺき極きまってるって!!」

「ふん、不ふ甲が斐いない」




　たとえば、グラウンドでの短たん距きよ離り走そう──

「こんなものか」

「ひゃ、一〇〇メートル一〇秒台は反則だろ!?　もう兵隊なんかやめてオリンピック目指せよ！」




　たとえば、図上演習──

「いやだから、そういうのはベルさんの仕事なんだってば！」

[image: ]

「仮にもＡＳの教官を名乗るなら、中隊規模の戦術くらいは把握しておけ」




　たとえば、食堂の台所でイモの皮むき──

「こ、こんなことでも負けた……」

「兵へい站たんに対する理解が足りぬな」

　結果は、達哉の完敗だった




　　　　３




　当然ながら、新宿舎の建設はその日のうちには終わらなかった。日が暮れてもなお、宿舎の裏からは工事の騒そう音おんが響ひびいている。

　やかましいことこの上ない。

「くそ、俺に何か恨うらみが──あるんだろうな」

　食堂でブ厚いハムステーキにかぶりつきながら、達哉は忌いま々いましげに呻うめいた。

　ユースフの傍ぼう若じやく無ぶ人じんな態度は、思い出しただけでも腹が立つ。しかも周囲には訓練生らしくそれなりに丁てい寧ねいかつ謙けん虚きよな態度を取っている中で、達哉に対してのみきつく当たっているのだからなおさらだ。

　段々と、ハムステーキがユースフに思えてきた。

「くそ、こいつめ！　思い知ったか！」

「何をやっている、小こ僧ぞう」

　ナイフとフォークでハムを切り刻んでいると、野太い声が降ってきた。振ふり向くと、バクスターが呆あきれ顔でこちらを見ている。

「何の用っすか、班長」

　不ふ機き嫌げんそうに答える達哉に、バクスターはファイルを突つき出した。

「あの王子の訓練スケジュールだ。お前、飯を食ったら行って渡わたしてこい」

「マジっすか？」

　不満の声を上げるが、ジロリと一にらみで黙もく殺さつされた。

　何せまだ達哉は学生と兼けん業ぎようで、正式には入社していない下したっ端ぱなのだ。こういった雑用を押しつけられることは多々ある。

「了りよう解かいっす」

「頼たのんだぞ」

　遠ざかる巨きよ体たいの背中を、達哉は仏ぶつ頂ちよう面づらで見送った。




「気が進まないなー……」

　ため息をつきながら、達哉は宿舎の階段を昇っていく。

　今日は一日中、ろくな目に合っていない。早く明日あしたになって、日本へ戻もどりたい。

　ユースフたち一行は、宿舎の最上階を貸し切り状態にしている。長旅の疲つかれか、今日はかなり早いうちに部屋に引っこんでいた。

「お」

　最上階の昇のぼり口には、侍じ女じよのサミーラがまるで歩ほ哨しようのように直立不動の姿勢で立っていた。

「……ミスタ・イチノセ」

「あー、いや、達哉でいいって」

「……了解」

　そのままメイド少女は無言のまま、「何の用だ？」と言いたげなまなざしで達哉をじっと見下ろしている。

（この娘むすめに客の応対させるのって、間ま違ちがってないか？）

　内心で冷ひや汗あせをかきながら、達哉は用件を切り出す。

「ユースフ──王子に会いたいんだが、いいか？」

「……若は今、親おや父じ殿どのと話している」

「ハッサンさんと？　そうか、なら後でこいつを渡しておいてくれ。明日からの訓練スケジュールだよ」

　本来なら口頭での説明も交えねばならないのだが、直接ユースフと顔を合わせるのは気が進まない。

「…………」

　差し出されたファイルをじっと眺ながめていたサミーラは、受け取りもせず廊ろう下かの奥へと歩き出す。

「お、おい？」

　達哉が呼び止めると、サミーラは足を止めて振り返った。またもや無言で、じっとこちらを見つめている。

「ひょっとして、ついて来いってことか」

「……そう」

　小さくうなずいたサミーラだが、少し考えこむと、達哉のところまで戻ってきた。そのまま布きれを達哉に差し出す。

　頭ず巾きんの一種だ。ベールが一体化しており、かぶれば頭部全体を覆おおうようになっている。

「俺にこれをつけろと？」

「……変装必ひつ須す」

「そうか」

　とりあえず、その頭巾をスッポリかぶる。確かに顔は完全に隠かくれたようだ。

「何なんだよ、一体？」

　どうにも調子が狂くるう。達哉は頭をポリポリかくと、サミーラの後を追って階段を昇り切った。

「何これ？」

　目の前に広がる光景に、達哉は硬こう直ちよくする。

　狭せまく薄うす汚よごれた宿舎の廊下。散々見慣れたはずのそれが、一変していたのだ。

　壁かべと天てん井じようを飾かざるタペストリー。廊下に敷しかれたペルシア絨じゆう毯たん。共に金糸を惜おしげもなく織りこみ、複雑で精せい緻ちな幾き何か学がく模様を描えがいている。

　窓には絹の薄うす布ぬのが幾いく重えにもかけられ、夜風にそよいでいた。

「……来て」

「あ、ああ」

　サミーラにうながされ、達哉はまるで夢遊病者のようにおぼつかない足取りで歩き出す。柔やわらかな絨毯に、靴くつのかかとが心ここ地ちよく埋うまった。

　廊下には達哉たちの他ほかにも、ラシッド側の使用人や兵士の姿があった。頭巾姿の達哉に驚おどろく者がほとんどだが、サミーラを見ると納なつ得とくしたように道を空ける。

（変装の意味があるのか、これ？）

　内心で達哉は首を傾かしげる。

　サミーラが足を止めたのは、最も奥まった部屋の前だった。部屋のドアを、サミーラは音を立てずにそっと押し開く。

「…………」

　そのまま口元に人差し指を当てて、無言で達哉を手招きする。

（のぞき見をしろってことか？）

　さすがにためらう達哉。だが、同時に好こう奇き心しんがムクムクと頭をもたげる。形ばかりのわずかな逡しゆん巡じゆんの後、達哉は足音を忍しのばせてドアへと近づいた。

　ドアのわずかな隙すき間まからのぞきこんだ室内は、繻しゆ子すや緞どん子すの織物によって廊下以上に飾り立てられていた。

　ユースフとハッサンは、その部屋の真ん中で何やら話しこんでいた。




『それがしの思うところを、正直に申し上げさせていただきます。殿でん下か』

『構わぬ。好きにせよ』

　手にした水タバコの煙管キセルをひねりながら、ユースフは気け怠だるげな声でそう答えた。瀟しよう洒しやな刺し繍しゆうのほどこされたクッションに腰こしを下ろし、半ば寝ねそべるような姿勢で床ゆかに肘ひじをついている。

　立ち上る紫し煙えんには、強い香こう料りようが混ざっていた。

『では、失礼いたします』

　甘やかな空気の中、ドカリとあぐらを組んだハッサンは深く頭を下げる。ふたたび顔を上げ、ユースフと目を合わせた。

『タツヤ殿に対するあのような所行、即そつ刻こくお止やめくださりませ』

　何ら手て練れん手て管くだを弄ろうさぬ真っ向からの諫かん言げんに、ユースフは口元をわずかに歪ゆがませる。

『ふん、相も変わらず芸のない物言いよな』

『生来の不調法者ゆえ、お許しあれ』

　そう言葉を続ける。

『なぜあのような振る舞まいをなされますか？　他の方々に対しては尋じん常じように振る舞われながら、ただタツヤ殿に対してのみ、その矜きよう持じを傷つけておられる。これではタツヤ殿も立たつ瀬せがございますまい』

『何だ、そのようなことか』

　小さく笑うユースフ。

『知っての通り、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の者たちは戦士フエダーインに相応ふさわしき知ち恵えと技わざを身につけておる。なればこそ、頭こうべを垂れて教えを乞こうのは当然のことよ。されど何なに故ゆえ、あのような見習いごときを戦士として扱あつかわねばならぬ』

『恐おそれながら、殿下は虚きよ言げんを弄しておられるようにお見受けいたします』

『何だと』

　ハッサンの言葉に、ユースフの口元から笑えみが消えた。

『国元では、あれほどタツヤ殿を高く買っておられたではありませぬか。あのような戦い方も身につけねばならぬ、とまでおおせでしたぞ』

『──むっ』

　押おし黙だまり、目を逸そらすユースフ。

『それが今やこの有様とは情けない。確かに教導団司令の職を解かれ、一いつ介かいの訓練生としてＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．へと追いやられたのは不本意ではございましょう。ですが、ただそれを嘆なげき、世を拗すねてどうなりましょうや？』

『分かっておる』

『何度も申し上げたはずです。王家の一員として国家の柱石たるべく、精進と節制を怠おこたりませぬようにと。今はただ、ご自身の錬れん磨まに専念されますよう、伏ふしてお願いを申し上げ──』

『分かっておると申したぞ、ハッサン』

　苛いら立だたしげな声で、ユースフはハッサンをにらみ返した。床に放ほうり投げられた煙管が、澄すんだ音を響ひびかせる。

『確かに、此こ度たびの件で失望したのは事実よ』

　わずかにだが表情に苦い物をにじませ、ユースフは回想に身を委ゆだねる。

（国王陛下は、ラシッド一族の再興を果たされた偉い大だいなお方です）

　ユースフにとって、ハッサンのその言葉こそが最も古い記き憶おくだった。

（ですからその御お子こであらせられる殿下もまた、将来のラシッド王国の柱石たるべく精進なさいませ）

　大おお仰ぎようで時代がかった物言いを、幼いユースフが全すべて理解していたわけではない。だがそれでも、言わんとすることだけは何とか分かった。

　だから、努力を重ねた。

　幼いころからコーランを暗あん謡ようし、王族に相応しい教養や作法を身につけた。諸外国の言語を学び、分野を問わず様々な学問・知識を修める。

　ろくに遊ぶ時間もない少年時代だったが、不服と思ったことはない。

　軍人としての道を歩み始めてからも、それは変わらなかった。欧おう州しゆうの士官学校に留学し、ＡＳの戦技と戦術を学ぶ。

　帰国後に大たい佐さとしてＡＳ教導団司令の大役を任されたのは、父王からそれまでの努力が認められたからだった。

　そのはずだった。

　そう信じた。

　だが──

『所しよ詮せん、私の地位など茶番だったのだからな』

　苦いユースフの声。

　演習で犯おかした、小さな瑕か瑾きん。本来なら起こりえぬ、失態とも言えぬはずの事故。だが結果として、それを理由にユースフは地位を失う。

　王宮内で繰くり広げられる、王族や長老衆のパワーゲーム。その結果で左右され、まるで景品のようにやり取りされる政府や軍のポスト。

　自分が職務に没ぼつ頭とうしていた教導団司令という立場も、そんな派は閥ばつ間の均きん衡こうの中で偶ぐう然ぜんに転がりこんできただけなのだ。ユースフ自身の努力にも力量にも成果にも、何ら関かかわることなく。

『確かに無念ではあるし、失望もした。だがそれで世を拗ねるほど、私は子供ではないぞ。そなたの申した通り、今は得がたい機会と思うて己おのれの技術を磨みがくべき時であろう』

『ならばなぜ、タツヤ殿にあのようなお振ふる舞いを？』

　一周して元に戻もどったハッサンの問いかけに、ユースフはそっぽを向いた。

『道理に合わぬではないか』

『は？』

『私はあやつに負けたのではない。それなのに誰だれも彼もが、まるで負けたかのように私をあつかう。その一件だけは、どうしても我が慢まんできぬのだ』

『…………』

　押し黙ったユースフを、ハッサンは何とも言い難い、温かな視線でじっと見やった。

『何だその目は。申したきことがあるならばはっきりと申せ』

『では、お言葉に甘えまして。殿下──』

『うむ』

『失礼ながらそのお振る舞いは、拗ねた子供そのものにございます』

『何？』

　痛いところをつかれ、不ふ機き嫌げんそうに答えるユースフ。

『無礼であろう、ハッサン。いかにそなたでも、言うて良いことと悪いことはわきまえよ』

　その時だった。

「礼れい儀ぎ知しらずはてめえの方だろうがこの野や郎ろう!!」

　部屋の扉とびらが蹴けり開けられたのは。




　達哉は激げき怒どした。必ず、かの邪じや智ち暴ぼう虐ぎやくの王子を除かなければならぬと決意した……という程ほどではなかったが。

「さっきから黙って聞いてれば、結局はただの八つ当たりじゃねえか！」

　ズカズカと土足で部屋に踏ふみ入り、唖あ然ぜんとしたユースフに詰つめ寄る。

「そ、その声──貴様、タツヤか」

「おうよ！　お前みたいな野郎をな、女の腐くさったようなやつって言うんだよ！」

「女の格好をした輩やからに言われる筋合いはないわ!!」

「え？」

　思いがけぬ切り返しに、達哉は目を瞬しばたたかせた。慌あわてて頭ず巾きんを取り、サミーラを振り向く。

「──こ、これ、その……女物なのか？」

「私のブルカ」

　無表情で答えるサミーラ。そこでようやく、ハッサンも娘むすめの姿に気づく。

『サミーラ、まさかお前の仕し業わざか!?』

『……肯こう定てい。同時通訳は侍じ女じよの嗜たしなみ』

『何ということをしたのだ！　これでは殿下お一人に止とどまらず、ケートル王家そのものの恥はじともなりかねぬぞ！』

『……重々承知』

『お前自身が殿下の勘かん気きにあったらどうする!?』

『……覚かく悟ごの上』

　言い争う父と娘。

　当のユースフは真っ正面から、達哉に指を突つきつける。

「数々の無礼、もはや我慢がならぬ──決けつ闘とうだ!!　ＡＳ同士の勝負で決着をつける！」

「おお、いいぜ！　望むところだ！　今度は言い訳もできないくらい、きっちりとカタつけて──」

「何の騒さわぎだこれは!!」

　大声と共に、バクスターが駆かけつけてきた。他の使用人たちの姿もある。

「おお、いいところに来てくれたな、班長！」

　とはいえヒートアップしていた達哉もユースフも、全く意に介かいしていなかったが。

「班長、明日あしたのスケジュールを変へん更こうしてくれ！　朝一で、こいつとのタイマン──もといＡＳの模も擬ぎ戦やるんでよろしく！」

「私からもそう願おう！　今度こそこの匹ひつ夫ぷに、分ぶん際ざいというものを教えてやらねばな!!」

「何を言ってるんだ、お前らは」

　話についていけず、戸と惑まどうバクスター。いつの間にか廊ろう下かには人だかりができていた。

「是ぜ非ひとも、お願いいたします」

　その前で、ハッサンは深々と頭を下げる。

「中ちゆう佐さ!?　一体、何を」

「横紙破りは重々承知！　ですが、伏してお願い申し上げます！　何とぞ！　どうか、何とぞ！」

「う、うむ──」

　しばし考えこんでいたバクスターだが、ため息混じりにうなずく。

「承知しました。演習場の使用予定を調整しておきましょう」

「おお、ありがとうございまする」

「さすが、話が分かるっすね班長」

　指を鳴らす達哉を、バクスターはギロリとにらむ。

「それでだな、小こ僧ぞう」

「何っすか、って──」

「クライアントにその口のきき方は何事だ!!」

　まるで鉄球のような拳げん骨こつが、達哉の脳天に炸さく裂れつした。




　　　　４




「まったく、まさか君の方からケンカを売るとはな」

　一夜明けた、朝の第一格納庫。事情を聞いたアデリーナが、呆あきれ顔で達哉をたしなめている。

「これでは、いつぞやのカルロス並みだぞ。君らしくない」

「俺はああいうやつが許せないんだよ」

　憤ふん然ぜんと答えるＡＳ操縦服姿の達哉。

「黙だまってたって金も食い物も向こうからやってくるようなご大層な身分のくせして、まるで悲劇の主人公みたいなツラしてるのが気に入らない。甘えてるんだよ、あのボンボン。世間様の厳しさってやつをキッチリ教育してやる」

　とはいえ達哉も、決してユースフの気持ちが分からないわけではない。一晩経たてば、それなりに頭も冷える。

　零れい細さいな建設会社だが、達哉も市之瀬建設の跡あと取とり息子むすこ。従業員との接し方で気をつかうこともある。ユースフの複雑な立場も、完全に人ごとというわけではないのだ。

　だが、それでも──

「しかもあれだけイケメンの上、可愛かわいくて──一応は──健けな気げなメイドさんまで侍はべらせてるとは何事だ！　クソッ、くたばりやがれ！」

　──それだけは、どうしても許せなかった。

「要するに、ただの嫉しつ妬とか」

　アデリーナの灰色の瞳ひとみが、ひどく冷ややかな光を帯びる。

「うるさい、金持ちも美形もみんな敵だ！　さっさと全員処しよ刑けいして、財産も女も公平に再分配するべきだ！」

「コミュニズムすら通り越して、もはやアナーキズムだな」

　あれやこれや言い合いながら、二人は一機のＡＳに向かう。Zy─99Ｍ〈シャドウ〉。達哉が初めて乗った機種であり、またＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の入社試験でもこのＡＳで戦い抜ぬいた。

　当然ながら色々と思い入れがある機体だ。こういった大一番の勝負となれば、達哉にとって他の機体は考えられない。

「まったく、坊ぼうやがいると退たい屈くつしないね」

〈シャドウ〉の足あし下もとでは、ダニエラが達哉を待っていた。

「すまないコールマン課長。急なことで迷めい惑わくをかける」

「いいっていいって、気にするこたぁないよ。あたしとしても、賭かけのネタが増えるのは大だい歓かん迎げいさね」

　大声で笑い、ダニエラは〈シャドウ〉を見上げた。

「整備は万全。後、電話で社長からＯＫもらったから、リミッターも解除済みだよ」

「マジっすか」

　その言葉に、強く拳こぶしを握にぎる。

　Ｍ型の〈シャドウ〉は輸出仕様のモンキーモデルで、性能は本来のものよりダウングレードされている。だがＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の機体は、独自ルートで調達した純正品のパーツにより本国仕様機と同等の性能を得ているのだ。

　普ふ段だんは機体にリミッターをかけてその事実を外部に秘ひ匿とくしているのだが、今回の模擬戦では〈シャドウ〉の性能を最大限に発揮できる。

「カルロスの時とは違ちがい、外部の人間が相手だが問題はないのだろうか」

「ま、社長もこういうお祭まつり騒ぎが好きだからねえ」

「なら構わないか。それにしても変わった装備だな」

〈シャドウ〉を見やり、アデリーナは小首を傾かしげる。

　用意されていた火器はいい。オットー・メララ〈ボクサー〉五七ミリ散弾砲ショットキャノン。近きん距きよ離りでのケンカショットに定評があり、射しや撃げきが不得意な達哉にはうってつけの武器だ。実際、カルロス戦で成果を上げている。

　問題は〈シャドウ〉の左ひだり腕うでだった。

「あれは、ＡＳ─１の単分子カッターか？」

　全長およそ六メートル。日本刀を模した大型のカッターが、鞘シースごと左ひだり肘ひじのハードポイントに搭とう載さいされている。ちょうど左手のところに柄つかが来るよう、位置を調節されていた。

「ああ。こないだ〈レイヴン〉でブン回してみたらえらく使えたんでな。〈シャドウ〉でもやってみようと思ってさ」

「そういえば、あの〈ヴォルフ〉も大型のカッターを装備していたな。対たい抗こう策としては悪くないか」

　うなずくアデリーナを、達哉は横目で見やった。

「どうかしたのか、タツヤ？」

「いや、何でもない」

　実のところ、達哉は少し安心していた。

　最近、達哉に対して隔かく意いのある態度を取っていたアデリーナだが、今日の彼女は普段とあまり変わっていなかった。

　クールで無口だが、ＡＳの話題になると途と端たんに饒じよう舌ぜつ──そんないつものアデリーナが見られて、素す直なおに嬉うれしい。

　などと考えていると、〈シャドウ〉の足下から小さな影かげがひょっこり頭を出す。

「へえ、日本刀にショットガンかよ」

「クララ！」

　ジャージ姿の少女に、アデリーナは声を荒あららげる。

「おやおや、いつの間に潜もぐりこんでたんだい？」

「なあダニエラ、〈シャドウ〉の頭の両側に〈サベージ〉のヘッドライトをくっつけてみね？　今ならきっと似合うぜ」

「何だいそりゃ？」

「あ、そういやこの〈シャドウ〉って八やつ墓はか村むら状態じゃねえか！　昨日の犬神家に続いて金きん田だ一いちカスタムかよ！」

　けげんそうなダニエラと、自じ虐ぎやく的につっこむ達哉。そこで、アデリーナがクララに詰つめ寄る。

「まだいたのか、お前は」

「固いこと言うなよ。こんな面おも白しろそうな勝負、見み逃のがしたら大損じゃん」

「そうはいかない。拘こう束そくする」

　と、二人の間にダニエラが割りこんだ。

「まあ待ちな」

「コールマン課長、待ても何もこの子は──」

「あんたは坊やのセコンドだろ？　もう勝負が始まるのも近いし、こっちはあたしに任せな」

「────」

　やや逡しゆん巡じゆんしたアデリーナだが、すぐにうなずく。

「分かった課長。タツヤ、早く〈シャドウ〉に乗れ。最終ミーティングだ」

「お、おう」

　二人は〈シャドウ〉の機体に向かった。

「いやあ、助かったぜダニエラ──ってうおっ!?」

　安心したクララの小さな体が宙に浮うく。ダニエラに襟えり首くびをつかまれて、宙づりにされたのだ。まるで子こ猫ねこのように。

「親の言うことを聞かない悪い子だね。社長が帰ってくるまで大人しくしてな」

「うみゅー」




「確か君は、〈ヴォルフ〉には乗ったことも戦ったこともなかったな。よし、説明してやろう」

「頼たのむ、リーナ」

〈シャドウ〉のコクピット。機体の最終チェックをこなしながら、達哉はアデリーナに頭を下げた。

「ドイツ製ＡＳの特とく徴ちようは、堅けん牢ろうな装そう甲こう防ぼう御ぎよ力にある。戦車開発等で得られた複合素材の技術が、存分に生かされてるのだ」

「第二世代の〈ドラッヒェ〉とか、えらくゴツイ機体だしな」

「うむ。そして〈ヴォルフ〉はその伝統を受け継つぎつつも、高出力のパラジウム・リアクターと最新型マッスル・パッケージの採用により、高い機動性を確保している。重量級の機体とはいえ、Ｍ９の〈アーマード〉と同じに考えていると痛い目を見るぞ」

　概がい要ようを聞くだけで、ずいぶんと強そうだ。

「何だよそのチート。何か弱点はないのか？」

「最大稼か動どう時間の短さと整備面だな。非常に凝こり性しような機体のため、性能を最大限に発揮するには入念なバックアップが不可欠だ。そのため、採用している国はほぼヨーロッパの先進国に限られているな。アラブ諸国に輸出された機体は、おそらく数機のみだろう」

「とりあえず今日のドンパチには関係ないってことが分かったよ」

　達哉の声に、段々とうんざりした響ひびきが混ざった。

「他ほかにはないのか？」

「Ｍ９系列機と比ひ較かくして、センサやＥＣＳの性能は劣おとっている。もっともこれはＭ９の電子兵装が飛び抜けて優ゆう秀しゆうなだけで、第三世代型ＡＳとしての水準はキープしているが」

「ぶっちゃけ、俺の〈シャドウ〉と比べてどうなんだ？」

「リミッターを外せば、機動性は〈シャドウ〉の方がやや勝まさっているな。装甲は〈ヴォルフ〉の方が当然ながら上だ。電子兵装は互ご角かくと見ていいだろう」

「ほぼ一長一短か」

　言わずもがなの結論。

「我が社のマウリッツ・システムも、細かなアップデートが進んでいる。ベルから聞いたが、今日から使うバージョンでは『被ひ弾だん』時に火力と装甲を加味して被害判定を下すらしい。〈ヴォルフ〉の強きよう靭じんな装甲は脅きよう威いだぞ」

「結局、オペレータの腕うで次し第だいってことだな。よし、一丁やってみるよ」

　握り拳をつくった達哉を、アデリーナはじっと見つめる。と、いきなり達哉に向けて手をかざすと、口の中でムニャムニャ唱える。

「……何やってんだ？」

「国のまじないだ」

「へえ、ロシア式勝利のおまじないってわけか」

　気をよくした達哉を、アデリーナはややきつめの目でにらんだ。

「君が負けるように呪のろいをかけておいた」

「何でだよ!?」

「ふん」

　それだけ言ってコクピットから立ち去るアデリーナを、達哉は首を傾げながら見送る。

「さっぱり分からん」




　一方のユースフも、第二格納庫で出撃の用意を進めていた。

　各種チェックを終え、〈ヴォルフ〉のコクピットに乗りこんだユースフ。狭せまいハッチ越ごしに、機体の肩かたをにらむ。

「そろそろ出ねばならぬ。そなたは降りよ」

〈ヴォルフ〉の肩には、侍じ女じよのサミーラがちょこんと腰こしかけていた。

「……若」

「何用なのだ、サミーラ」

「……私は、見ていた」

「──？」

　言葉の意味が分からず、ユースフは無言で侍女を問い質ただす。

「……私は、見ていた。若の努力も、成長も、その成果も。小さなころから、ずっと」

「そのことか」

　淡たん々たんとしたサミーラの言葉に、ユースフは気まずげに目を逸そらす。

　ユースフはまだ物心つかぬ赤子のころに、母から引き離はなされている。そしてハッサンの家に預けられ、妻のファハダを乳う母ばとして育った。

　つまりユースフとサミーラは、同じ乳で育った乳兄妹きようだいなのだ。

「……私だけではない。親おや父じ殿どのも、お袋ふくろ様も、教導団の兵たちも、みんな見ていた。それにきっと──」

「きっと？」

「…………」

　それ以上は答えず、サミーラは縄なわばしごを下り始めた。ユースフは思わず、コクピットから身を乗り出す。

「結局、そなたは何が言いたいのだ？」

「……何も」

　ユースフを見上げ、静かな声と表情で、淡々とサミーラは告げる。

「……選ぶのは若。決めるのも若。私はただついて行く、それだけ。御ご武ぶ運うんを、若」

　最後にそれだけ告げ、サミーラは機体から降りた。

　狭いコクピットの中に身を投げ出し、ユースフはつぶやく。

「分かっておる」




「両機とも所定のポイントで待機中。そろそろ時間ですね」

「おう」

　模も擬ぎ戦の開始を見守る、情報通信センター。ベルトランの報告に、バクスターは鷹おう揚ようにうなずいた。

「マウリッツ・システムの方は？」

「すでに機体および火器とリンク済みです。今のところ、問題はありません」

「そうか。モニターは頼んだぞ、ベル」

　そこで、勝手に入りこんでいた溝呂木が口を挟はさんだ。

「ガチでタイマンやるなら、ＡＳ─１のデータ取りに使わせて欲しいもんだがよ」

「あれはあくまで預かりものですので。まだこういう、ゲスト相手の場では使えません。何度もそう説明したはずですが」

　不平タラタラの溝呂木に、ベルトランは何度目になるか分からないため息をついた。

「まず専属オペレータの選せん抜ばつ後、社内で異機種間ＡＳ戦闘訓練ＤＡＣＴを積み重ねてデータを収集します。外部への披ひ露ろうはそれからですよ」

「ケッ、まどろっこしい話だ」

　パイプ椅い子すをギシギシ揺ゆらしながら、溝呂木はタバコをくわえた。

「一応、この部屋は禁きん煙えんなのですが」

　その時、センターの扉とびらがノックもなしに開かれた。

「ただいま。しっかり働いてる、チンピラども？」

「社長」

　スーツを着た妙みよう齢れいの美女。Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．社長メリッサ・マオの姿に、室内のほぼ全員が背筋を伸のばす。

「お早いお戻もどりですな。今日の夕刻の予定では？」

「ダニエラから面おも白しろいイベントがあるって聞いて、ちょっと急いでね。どうやら、大一番には間に合ったみたい」

　スクリーンを見やったマオが、深々とため息をついた。

「それに、まだクララがここに出入りしてるんでしょ？　まったく、何をしてるのよ、あの子は」

　珍めずらしく落ちこんだらしいマオの姿に、皆みなが顔を見合わせる。と、気を取り直したようにマオが背を伸ばした。

「あー、ミゾロギのセンセイ、ちょっとタバコくれない？　ちょうど切らしちゃって」
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「かまわねえよ。ホイ」

「ありがと」

　差し出されたタバコを、マオは箱ごと引ったくった。さしもの溝呂木も唖あ然ぜんとした顔で、空っぽの手を見つめている。

「ですから、この部屋は禁煙──もういいです、カウントダウン開始します」




《60──50──》

〈シャドウ〉のコクピットに、カウントダウンの人工音声が流れる。軽く目を閉じ、達哉は意識を集中。

『──タツヤ』

「あ？」

　不意に通信機から流れたユースフの声に、達哉はいぶかしんだ。

「何だよ一体？」

『多くは語らぬ。だが今日は、お前に王者の戦いくさというものを教えてやろう』

　ラシッドでの戦いを揶や揄ゆされて、達哉は顔をしかめる。

「上等じゃないか殿でん下か。ご自じ慢まんの成金ＡＳを叩たたきのめして、特大の手て袋ぶくろを叩きつけてやる！」

『……タツヤよ』

「何だよ？」

『手袋は、決けつ闘とうの前に投げつけるものだ。断じて後ではない』

「……あれ？」

『ふっ』

　小さく鼻で笑い、通信は切られた。

「やべえ」

　いらぬ恥はじをかき、顔を赤くする達哉。ほぼ同時に、カウントダウンが終わった。

《３、２、１──ＧＯ！》




「始まったか」

　演習所の上空。ヘリから模擬戦を見下ろしながら、アデリーナはつぶやいた。

　手元の情報端たん末まつは、マウリッツ・システムに接続している。本当ならば情報通信センターにいた方が、より詳しよう細さいに模擬戦の戦せん況きようを知ることができる。だが今回は、直接自分の目で見なければ気が済まなかった。

　駆かけ出した達哉の〈シャドウ〉を目にする。ふと、先ほどの格納庫でのやり取りを思い出した。

（なぜ、あんな幼よう稚ちなことをしてしまったのだ？）

　一ひと月つき前、入社試験での達哉とカルロスの模擬戦。あの時もアデリーナは、同じように上空からヘリで見ていた。

　あの時の自分は、心から達哉の健けん闘とうを願っていた。無理だと思いつつも、達哉の勝利を望んでいた。

　それが、今は分からない。なぜか『健闘を祈いのる』の一言さえも出てこないのだ。

（わたしは、一体）

　ぼんやりとした不安を胸に、少女は少年の戦いを見ていた。




「……演習開始を確かく認にん」

　同じく、上方から演習場を見下ろす少女がもう一人いた。

　サミーラは侍女のお仕着せを着たまま、観測所に陣じん取どっている。

　この観測所には彼女の他にも父のハッサンをはじめ、工兵たちや輸送機のパイロットなど、ユースフについてきたラシッド軍兵士のほとんどが押しかけてきている。

「御武運を祈っておりますぞ、殿下」

「…………」

　そんな応おう援えん団の先頭で、双そう眼がん鏡きようを手に模擬戦を見るサミーラ。その姿は微び動どうだにしておらず、まるで彫ちよう像ぞうのようだった。




〈シャドウ〉のコクピットにアラートが鳴り響ひびく。

《照準警報》

「チッ」

　周囲は建物が密集した市街ブロック。〈シャドウ〉は機体を投げ出して地面を転がり、建物の陰かげに身を隠かくす。

《被ひ弾だんとは判定されず。演習続行》

　ＡＩであるゴーシュの淡たん々たんとした報告を聞き流しながら、達哉は周囲を見回した。

（ユースフのやつは、あっちか……）

　すばやく頭部を向けるが、もはや〈ヴォルフ〉の姿はどこにもない。一いつ瞬しゆんだけスクリーンの片かた隅すみに緋ひ色いろのマントが泳いだのが見えた気がしたが、おそらくは錯さつ覚かくだろう。

（──強いな）

　ユースフの技量に、達哉は戦せん慄りつしていた。

　これだけ遮しや蔽へい物が密集した市街地で、確実にこちらを発見し、常に先手先手と取ってくる。

　しかも〈シャドウ〉が反はん撃げきに移るまでに素す早ばやく待たい避ひし、再び姿をくらますのだ。演習が始まってから今まで、達哉は一度も明確に〈ヴォルフ〉の姿を視認していない。

　ユースフが手て堅がたく深入りを避さけているため、まだ〈シャドウ〉にも被弾やダメージは出ていない。だが主導権を握にぎられての攻こう防ぼうは、まるでヤスリのように、達哉の精神を摩すり削けずっている。

　とにかく、この距きよ離りは敵の距離だ。何とか接近し、〈ボクサー〉での戦闘に持ちこまなければ。

「このままじゃ、やばい」

　思わず声に出し、達哉はつぶやいた。




（──やるな）

　ユースフは〈ヴォルフ〉のコクピットで、端たん整せいな顔をしかめた。

　スクリーンに映った〈シャドウ〉の動きは、どこかまだぎこちない。行動の一つ一つに慎しん重ちような配はい慮りよが足りず、それゆえユースフは常に先手が取れる。

　だが……

　トリガーを引いたその瞬間、〈シャドウ〉は一瞬前とは段だん違ちがいの素早い動きで地面を転がり、こちらの攻こう撃げきを回かい避ひした。

　これで四度目だ。もはや偶ぐう然ぜんとは思えない。

　素人しろうとじみた戦術的判断と、土ど壇たん場ばで発揮される集中力と操縦技術。そのアンバランスさが、どうにもやりづらい。

（前のように油断さえせねば大した相手ではないと思うたが、そう一ひと筋すじ縄なわにはいかぬか──いいだろう、タツヤ）

　口元に笑えみが浮うかぶ。

　なればこそ、戦って、打ち勝つ意味があるのだから。

「借りは、返すぞ」




《敵機捕ほ捉そく。一〇時方向、距離三》

「おしっ」

　ゴーシュの報告に、達哉は短く気合いの声を上げた。

　建物を遮蔽に利用して〈ヴォルフ〉の射しや撃げきを防ぎつつ、ひたすら前進。後退しながらも巧こう妙みようにライフルで反撃してくるユースフを、ようやく射程内に捉とらえた。

（つかまえた）

　この先は二本の通りが交差し、ちょっとした広場になっている。ＡＳ同士のリングには相応ふさわしい舞ぶ台たいだ。

　路地裏に身を潜ひそめながら、〈シャドウ〉は半身を乗り出す。いた。

〈ヴォルフ〉の姿を視認すると同時に、達哉は散さん弾だん砲ほうのトリガーを引いた。〈ボクサー〉の銃じゆう口こうが明めい滅めつし、照準用のレーザーが照射される。

　今〈ボクサー〉に装そう填てんされている（という想定の）弾薬は、対０装０甲Ｈ榴Ｅ散Ａ弾Ｔ。発砲後に分ぶん裂れつして広こう範はん囲いに成形炸薬弾ＨＥＡＴの子し弾だんをまき散らす、強力な弾頭だ。

　マウリッツ・システムでもその性質を考こう慮りよし、射程こそ短いものの有効範囲は広めに設定されている。

　だが発砲と同時に、〈ヴォルフ〉も跳ちよう躍やくして回避する。そして空中から、ライフルの銃口をこちらに向けた。

（読まれてたか、くそっ！）

　達哉は舌打ちする。選せん択たく肢しは二つ。退いてビルを遮蔽に取るか、それともあるいは──

（前進あるのみ！）

　ペダルを強く踏ふみこむ。大地を蹴けった〈シャドウ〉は、一気に広場へ躍おどり出た。

　照射された〈ヴォルフ〉の照準レーザーが機体をかすめ、コクピットにアラートが鳴り響いた。

《左さ腕わん部ぶに被弾。損傷極きわめて軽けい微びと判定。演習続行》

「おうよ！」

　問題ない、かすり傷だ。達哉は左スティックのホイールスイッチを引き、マスタースーツに包まれた左手首をわずかにひねる。

　その動きを〈シャドウ〉は拡大して再現。左手を開いて手首をひねる。そうするとちょうど、左ひだり肘ひじにマウントされた訓練用カッターの柄つかが手の中に飛びこんできた。

　逆手に柄を握ると同時に、カッターを包んでいた鞘シースが左右に展開。解放された長大な刀身を一転させ、順手に構え直す。

　無意味に複雑なこの機構は、ダニエラ謹きん製せいのものである。

　抜ばつ刀とうの勢いのまま、〈シャドウ〉は着陸間ま際ぎわのユースフ機に斬きりかかる。〈ヴォルフ〉も腰こしのサーベル型単分子カッターを引き抜ぬき、白兵戦に応じた。

　ぶつかりあう刃やいばと刃、機体と機体。だがこの激げき突とつは、体勢が整っていない〈ヴォルフ〉の方がはるかに分が悪い。

〈シャドウ〉の勢いに負けて後方に弾はじき飛ばされ、転てん倒とうこそ免まぬかれたものの大きくよろめいている。

　勝機！

〈シャドウ〉は右手一本で〈ボクサー〉を構え直す。不安定な射撃姿勢だが、この距離ならばどこに撃うっても当たる。

　大きく翻ひるがえったマントが、〈ヴォルフ〉の上体を覆おおい隠す。

　無視。

　発砲。

　だが〈ヴォルフ〉の動きは、止まらなかった。

「え？」

《敵機健在、演習続行》

　達哉の呆ほうけた声とゴーシュの合成音声が重なる。同時に一転した〈ヴォルフ〉がこちらに向き直り、ライフルの銃口が激しく瞬またたいた。




「ちょっとベル、この判定おかしいでしょ？」

「いえ、これでいいのです」

　不ふ審しんげなマオの言葉に、だがベルトランは首を横に振ふった。

「昨夜、ラシッド側から提供されたデータによりますと、あのマントは成形炸薬弾ＨＥＡＴ対策のものだそうです」

「ＨＥＡＴ弾だん対策？　ああ、そういうこと」

　ＨＥＡＴ弾とは、化学エネルギー弾の一種だ。

　砲弾内に充じゆう填てんされ漏ろう斗と状に成形された炸さく薬やくが、着弾と同時に起き爆ばく。モンロー効果によって発生した高温・高圧のメタルジェットが敵機の装そう甲こうを貫つらぬき、その破は孔こうから吹ふきこむ爆風や弾片によって機体内部を破は壊かいする。

　強力な弾頭だが、欠点もある。肝かん心じんなモンロー効果の有効距離が数一〇センチと、極めて短いのだ。そのためマントに着弾した際に信管が作動すると、発生したメタルジェットが機体まで届かず、威い力りよくが大おお幅はばに減げん殺さいされてしまう（と想定される）。

「〈ヴォルフ〉本来の重装甲も考慮すれば、一発なら〈ボクサー〉の対０装０甲Ｈ榴Ｅ散Ａ弾Ｔを防ぼう御ぎよ可能というシミュレート結果が出ています」

「なるほど。徹てつ甲こう弾だんだったら終わっていたわけね」

　納なつ得とくしたマオの隣となりで、バクスターが肩かたをすくませていた。

「ツキがなかったな、小こ僧ぞう」

　スクリーンでは、〈ヴォルフ〉の攻撃を受けた〈シャドウ〉が大きく揺ゆらぐ。

「〈シャドウ〉、左ひだり脚きやく部ぶに被弾しました」




《警告。左脚部に被弾。損傷判定、機能停止》

「うおっ!?」

　ゴーシュの報告と共に、〈シャドウ〉の機体が大きく揺れた。

　マウリッツ・システムの特とく徴ちようの一つが、この損傷再現機能である。システム下にあるＡＳが四し肢し等に『被弾』した際、ＡＩを通じてその部位の機能を停止させるのだ。

　これによって損傷による機能低下をある程度だが再現し、より実戦に則そくした訓練を可能としている。

　やられた方は、たまったものではないが。

　片かた脚あしを失い、バランスを崩くずした〈シャドウ〉は、そのまま無様に転倒する。だが──

「まだだ!!」

　気合いの声を振り絞しぼりながら、逆手に握り直した日本刀型カッターを投げつける。片脚では〈ボクサー〉の反動に耐たえられないという、とっさの判断だった。

　まるで投げ槍やりのように飛んだカッターは、〈ヴォルフ〉機の右みぎ肩かたに命中。損傷判定を受けた右みぎ腕うでが機能を停止し、だらりと垂れ下がる──ライフルを握ったまま。

（こちとら、片脚のＡＳは初めてじゃないんだよ！）

　転倒の勢いを利用し、地面を転がりながら〈ヴォルフ〉に急接近。

〈ヴォルフ〉はこちらを蹴り放そうとするものの、思わぬ反撃に動どう揺ようしているのか動きが鈍にぶい。大振りのキックをかわし、組みつき、機体の全重量をかける。

　もつれ合い、もろともに倒たおれこむ二機のＡＳ。

　その弾みに、〈ヴォルフ〉の手からライフルとカッターが飛んだ。これが最後のチャンスだ。〈シャドウ〉は敵機に馬乗りになると、まだしつこく保持していた〈ボクサー〉の砲門を突つきつける。

〈ヴォルフ〉がまだ動く左手をのばし、〈ボクサー〉の砲身をつかんだ。こちらもしぶとい。必死に〈シャドウ〉をはね除のけようとしている。

　だが、無む駄だなあがきだ。

　腕力自体は〈ヴォルフ〉が上だが、向こうは片手。しかも体勢はこちらが上になっているのだ。

〈ボクサー〉の砲門が、ジリジリと下がる。もう少しだ。あと少しで散弾砲は〈ヴォルフ〉を捉える。そこでトリガーを引けば──

「俺の、勝ちだ！」




　ヘリから戦場を見下ろしながら、アデリーナはつぶやいた。

「終わったな」




　観測所で双そう眼がん鏡きようを握にぎりしめ、サミーラは口を引き結ぶ。

「……まだ、終わってない」




　その時ユースフの耳に、誰だれかの声が聞こえた気がした。

（サミーラ？）

　なぜか脳のう裏りに過よぎる、守り役と乳う母ば、そして乳兄妹きようだいの姿。

「くっ」

　懸けん命めいの抵てい抗こうにもかかわらず、〈ボクサー〉の砲門は下がり続ける。もはや後数秒で、決着はつくだろう。

　だが──

（負けられぬ）

　父の失望は構わない。

　兄の侮ぶ蔑べつなどどうでもいい。

　長老衆？　そんなジジイどもなどクソ喰くらえだ。

　だが自分を信じ、ついてきてくれた者たちの前でこれ以上の無様を晒さらすのだけは、どうしても我が慢まんできなかった。

　王家の誇ほこりでも、軍人の名めい誉よでもない。これはただの、男の意地だ。

「絶対に、負けぬ！」

　絶ぜつ妙みようのタイミングで、ユースフは体をのけぞらした。同時に〈ヴォルフ〉の機体がその動きを再現、体操選手のように完かん璧ぺきなブリッジを決める。

　片脚を失い、なおかつ前のめりになっていた〈シャドウ〉はその動きに耐えきれなかった。大きくつんのめり、〈ヴォルフ〉の上から転げ落ちる。

　自由になった〈ヴォルフ〉は、素早く自機のライフルにとびつく。〈シャドウ〉もまた機体を立て直す。

　機体が起き上がるのは同時。

　銃を構えるのも、狙ねらいをつけるのも同時。

　トリガーを引くのも──同時。

　息いき詰づまる数瞬の後、ＡＩの音声がコクピットに響ひびく。

《敵機大破、行動不能と判定。演習終しゆう了りよう》

　スクリーンに映った〈シャドウ〉は、完全に動きを停止している。

「勝った──のか？」

　止めていた呼吸を、ユースフはようやく吐はき出した。




「おい青びょうたん」

「青びょうたん……いえもういいです。何の用ですか、ドクター？」

　溝呂木の呼びかけに、ベルトランは振り向いた。露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をしている。

「今のあれ、何で坊ぼう主ずの負けなんだよ？　どう見ても相あい討うちだろうが」

「これですか。機体の姿勢の問題ですね」

　スクリーン上で共に動きを止めた二機のＡＳを、ベルトランは指し示す。

「イチノセくんの〈シャドウ〉は、見ての通り敵機に機体正面を晒してショットキャノンを構えています。対してユースフ王子は、機体の右側面を向けた半身の姿勢。つまり──」

「つまり──何だ？」

「〈ヴォルフ〉は、動かない右腕を盾たてにしているのです。このまま撃ち合えば、機体正面を撃ち抜ぬかれた〈シャドウ〉は大破。ですが〈ヴォルフ〉の場合、右半身はグシャグシャでしょうが、辛かろうじて機体中ちゆう枢すうは無事──マウリッツ・システム上でそういう判定を下されたわけですよ」

「そううまくいくものかよ？」

　半信半疑な溝呂木の前で、ベルトランは首を横に振る。

「実戦ならば、相討ちになった可能性が高いですね。システムの癖くせや穴をついた、一種の裏うら技わざと呼ぶべきでしょう」

「おう、なるほどな」

　得心したらしく、溝呂木はうなずく。

「やるじゃねえかあの王子。こいつはロックだぜ」

「ロックなのですか？」

「おうとも！　アドリブこそロックの真しん髄ずいよ！」

　一方、マオもこの結果には興きよう味み津しん々しんという様子だった。

「ねえダグ、これ王子が狙ってやったと思う？」

「おそらくは。偶ぐう然ぜんにしては出来すぎてますからな」

「ふんふん、なるほどね」

　何とも楽しげにうなずくマオ。

「リーナといいタツヤといいこの王子様といい、最近の若い子は元気よねー。いいじゃない、いいじゃない」

「社長？」

　そのにんまりした笑え顔がおに、バクスターはひどく嫌な予感がした。




「くそ、汚きたねえぞ！」

〈シャドウ〉のコクピットから抜け出し、達哉はうなった。

「何だよ、今の判定は!?　反則だろそれは！」

　ピシリと指を突きつけた先で、ユースフは不敵に笑っている。

「そちらのシステムの判定だ。とやかく言われる筋合いはないな。もっとも、ルールの隅すみをつかせてもらったのは事実であるが」

「にゃろう……」

　まったく悪びれぬユースフの態度に、達哉は歯がみする。

「こんなセコイ真ま似ねが、お前の言う王者の戦いくさってやつなのか!?」

「無論だ」

　微み塵じんの揺るぎもなくきっぱりと、ユースフは答えた。

「勝利のためならば、戦の手管に貴き賤せんなどない。それを弁わきまえてこそ真の王道よ」

「そんなのありかよ！　実戦だったら今ごろ相討ち──」

　声を上げながら、ふと達哉は既視感デジヤビユを感じた。

（あれ、どこかで似たような光景を見たことが──あっ！）

　思い出した、カルロスとの入社試験だ。

『実戦であんなマネしてみろ！　ダガーをつかんだ時点で信管が作動して、機体は木こっ端ぱ微塵だ！』

　何のことはない。つまり今のユースフは、あの時の自分と同じことをしたということだ。なりふり構わず必死に、『反則』をしてまで勝とうとした自分と。

「は、はは──」

　それがひどくおかしくて、達哉は思わず笑い出す。

「あははははは！」

「何がおかしいのだ、そなたは？」

「あー、いや、何でもない」

　そう、それならば認めなくてはならないだろう。

「俺の負けだ」




「負けたのか、タツヤが？」

　上空から二機のＡＳを見下ろしながら、アデリーナはつぶやいた。

　漠ばく然ぜんとした、宙ぶらりんな気分。自分がこの結果を望んでいたのかどうかさえ、はっきりと分からない。

　ただ胸のどこかに、ほっとした気分はあった。

「何を笑っているのだ、あの二人は？」

　通信機から流れる達哉とユースフの笑い声に、アデリーナは首を傾かしげる。

（それにしても不ふ甲が斐いないぞ、タツヤ。また一から特訓だな）

　頭の中で、あれこれと達哉の訓練スケジュールを立て始めたアデリーナ。いつの間にか不安が収まっていたことに、しばらく気づかなかった。




「殿でん下か！」

　控ひかえ室に駆かけこんだハッサンが見たのは、清潔なマットレスに寝ね転ころがったユースフと、膝ひざ枕まくらをしたサミーラだった。

「これサミーラ、嫁よめ入いり前の娘むすめが、何とはしたないことをしておる！」

「すまぬハッサン、私が頼たのんだのだ」

「いえいえ、このような固い膝でよければ、どうぞいかようにもお使いください」

「……親おや父じ殿どの、失敬千万」

　サミーラの淡たん々たんとした言葉に、ユースフが笑う。ひどく不敵な、陽性の笑みだった。

「こういう戦い方も、悪くない」

「殿下？」

「奇き計けい機略も戦のうち、か。ふん、悪くはない、悪くはないぞ」

　言わんとすることを悟さとったハッサンが、居住まいを正す。

「お見事でございましたぞ」

「ああ、もうこれ以上は兄上のつまらぬ小細工に足あし下もとをすくわれなどはせぬ。あやつ──タツヤには感謝せねばな。無論、そなたらにも」

　そのまま起き上がると、ユースフはハッサンに深々と頭を下げた。

「な、何をいたします殿下!?　は、早くお顔をお上げくださいませ」

　狼ろう狽ばいしたハッサンはあわてて膝をつくが、ユースフの態度は変わらない。

「ここしばらくの間、そなたたちには気苦労をかけた。この程度でそなたの忠に報むくえるとは思えぬが、せめてもの気持ちだ」

「何と、もったいないお言葉」

　ハッサンのドングリ眼まなこに、見る見る涙なみだが浮うかんだ。

「それがしでよければ、いつまでもお供いたしますぞ、殿下」

「……一いち蓮れん托たく生しよう」

　むせび泣く父の隣となりで、サミーラもグッと親指を立てた。

「む」

　と、ノックされるドア。

「失礼してよろしいかしら？」

「マオ社長？」

　予期せぬ来訪に、ユースフたちは顔を見合わせた。




　そしてその夕方。

「負～けた負～けたまた負～けた勝ったと思えばまた負～けた」

　調子外れの歌を歌いながらも、達哉はさばさばした気分でキャンプの飛行場に向かっていた。今から韓かん国こく行きの輸送機に便乗し、日本の我が家に戻もどるのだ。
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「それほど堪こたえてはいないようだな」

　付き添そいのアデリーナが、呆あきれたような声を出す。

「なーに、ただ負けることもあるってだけさ」

「確かに我々の業務において、勝敗そのものは重要なファクターではない。だからといって、そういった向上心の欠けつ如じよは問題だぞ」

「それを言うなら、なんだよあの呪のろいは？　そんなに俺に負けて欲しかったのかよ？」

「そうではない」

「じゃあ、勝って欲しかったのか？」

「……それも違ちがう」

　何とも要領を得ない言葉だった。しばらくためらっていたアデリーナが、小声でつぶやく。

「わたしはただ、安心しただけだ」

「…………」

　やはりよく分からない。困こん惑わくする達哉の前で、アデリーナが足を止めた。

「──む？」

「どうしたんだよ──っておい？」

　目の前に現れた人ひと影かげに、達哉もアデリーナも言葉を失った。

「おま──何──それ──？」

「今からそなたが日本に戻ると聞いてな。見送りに来たのよ」

　腕うでを組み、ユースフは悠ゆう然ぜんと答える。

　Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の青い制服を身につけて。

「俺は、その格好について聞いてるんだよ!?」

「これか？　実は先刻、マオ社長より直々のスカウトを受けてな。ありがたく受じゆ諾だくすることとした。フッ、中々に見る目があることよ」

「何を考えてるんだ、あの社長は」

　両りよう肩かたを落とした達哉の前で、ユースフは芝しば居いがかった仕草で前まえ髪がみをかき上げる。

「やはり真の意味でＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の技術を身につけるには、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の一員となるしかあるまい。かつてロシアの皇帝ツアーリが海洋進出と艦かん隊たい建設を目指して西せい欧おうに使節を派は遣けんした際、自らも一いつ介かいの技師に扮ふんして造船技術を学んだという。そのひそみに私も倣ならおうと思うのだ」

「おお、ピョートル大たい帝ていか。大ロシアの礎いしずえを築いた、偉い大だいな皇帝だ」

「一学期の期末テストで出たんだが、確かその皇帝って国に帰るなり周りの国と戦争おっ始めなかったっけ？」

「……天下布ふ武ぶ」

　ユースフの後ろに控えていたサミーラが、力強くうなずく。こちらもＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の女性用制服を着ていた。

　ショートパンツではなく、膝下のタイトスカートだったが。

「お前も残るのか？」

「……後、親父殿も。他ほかの者は国元へ返す」

「そ、そうか」

「……今日から若はオシラ５」

「って、俺たちの班かよ!?」

　泣きたくなった達哉に、ユースフはピシリと指をつきつけた。

「タツヤ」

「何だよ今度は？」

「そなたと私の戦績はこれで一勝一敗。今度こそ決着をつけよう」

「決着も何も、俺とお前はもう同どう僚りようなんだろ。すげー不本意だけど」

「そうだな、互たがいのナンバーを賭かけようではないか。そなたより私の方が下位というのは、納なつ得とくがいかない」

「どうでもいいから譲ゆずるよ。今からお前がオシラ４な」

「それでは決けつ闘とうにならんではないか!!」

「だから決闘する気はないって言ってるんだよ!!」

　噛かみ合わない会話に、アデリーナはつぶやいた。

「いつの間に仲がよくなったのだ、君たちは？」
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　決戦の時は、目前に迫せまっていた。

　長き旅路の果てにたどり着いた、絶海の孤こ島とう。頼もしき戦と友もたちと肩かたを並べ、達たつ哉やは仇きゆう敵てきの前に立つ。

『貴様、何者だWho　are　you!?』

　醜みにくく顔を歪ゆがませる仇敵に、達哉は自分の名を高らかに名乗った。

『我が名はMy　name　is──』

　と思いきや、つっかえて言い直す。

『名はname　is……』

　昂こう揚よう──もとい、羞しゆう恥ちで赤くなる達哉の顔。

『──日本一のも、Mo,　Momotaro.　桃太郎Number　one　in　Japan！』

　ほとんどヤケクソ気味の大声を──

「カーット！」

　──少女の声が遮さえぎった。

「ちょっとタッくん、やる気あるの？」

　台本を手にしたショートヘアの少女が、眼鏡越ごしに達哉をにらむ。太目の眉まゆは、きりりと吊つり上がっていた。

　牧まき島しま楓かえで。達哉とは幼よう稚ち園えんの頃ころからの腐くされ縁えんな、いわゆる幼おさな馴な染じみだ。

「もう文化祭まで時間がないの、分かってるでしょ？　ちゃんとやらないと」

「分かってるけどさー」

　そっぽを向きながら、達哉は答える。

　今月──九月の末に開かい催さいされる陣じん代だい高校文化祭。達哉たち三年三組は出し物として英語劇の上演をする予定であり、今日も放課後の教室で練習している。

　たとえ進学や就職を控ひかえた三年生でも、できる限り文化祭に参加するのは陣代高創立以来の伝統だった。そういう、お祭り好きで緩ゆるやかな校風なのだ。

　とはいえ三組のように、英語劇まで取り組むのは珍めずらしい。そして、その劇で主役を演じるのが達哉なのだ。

　そのこと自体も不満だったが、何より問題なのは演目だった。

「なんでこの歳としで『桃もも太た郎ろう』をやらなきゃいけないんだよ？」

「えー、面おも白しろいじゃない。きっとうけるって」

　どこか含ふくみのある笑え顔がおで答える楓に、犬いぬ猿さる雉きじや鬼おに役の生徒たちからも同意の声が上がる。

「だよなー」

「そうそう」

（……ていうか、鬼役が全身タイツの女子とかあざとすぎるだろ？）

　内心でつっこんだ達哉が、半目で楓を見やる。クラスの投票でなぜか決まったこの英語劇だが、そのプロデュースを引き受けたのは彼女だった。

（クラスの出し物で英語劇は無理だろ。投票したやつ誰だれだよ？）

（ていうか俺たち、受験生だぞ）

　投票で決まったにもかかわらず、様々な疑問や消極的な反対意見が続出した三年三組。それを楓が脚きやく本ほんと演出、ついでに桃太郎のおばあさん役まで兼かねる大車輪っぷりで引っ張り、何とかここまでこぎつけたのだった。

「大体、二学期早々から主役が学校サボリ始めなければ、もっとスケジュールにも余よ裕ゆうがあったんだけど」

「だから、すまないって何度も謝っただろ？」

　最後に楓からジロリとにらまれ、達哉は首をすくめる。

「もういいじゃないか、楓さん」

　大おお柄がらで純じゆん朴ぼくそうな男子生徒が、取りなすように割って入った。達哉たちの友人で、伝統ある陣代高校ラグビー部先代主将の武たけ村むら健けん司じだ。

　この劇では桃太郎のおじいさん役を演じている。

「もう、ケンちゃんは甘いんだよ。もっとビシッと言っておかないと、タッくんはこりないんだから」

「だから、何度も事情は説明しただろうが。大体だな、元はと言えばこんなややこしい企き画かくを立てるから──」

「ちょっと待って、タッくんも投票したでしょ？」

「してねえよ」

「したって言ったじゃない」

「言ってねえ」

「まあまあ、二人とも」

　子供のように言い合う達哉と楓、それをなだめる健司。今まで二年半近くを共に過ごした友人同士の、いつものやり取りだった。

「おーい市いち之の瀬せ、手が空いたならこっちも手伝ってくれよ」

　ベニヤ板をいじっていた大道具係の男子生徒が、達哉に声をかける。

「分かった、すぐ行く」

　これ幸いとばかりに転進する達哉。

「さて、一丁やりますか、と」

　大小様々なベニヤ板のサイズを測り、切り揃そろえ、並べ合わせ、木ネジで固定。あっと言う間に、背景用のパネルが一つできあがった。

「さすがだな、市之瀬」

「家で慣れてるからな。そら、後はそっちの絵を貼はっといてくれよ」

　次のベニヤ板を手にとりながら、達哉は内心でぼやく。

（俺、人前で芝居するよりこっちの方が性しようにあってるんだけどなあ）




　学校を出た時には、もう七時を回っていた。

　とっぷりと日が暮れた夜道。達哉たち三人は家路を急ぐ。楓たちに合わせ、達哉は自転車を押していた。

「明日あしたは練習用に体育館の舞ぶ台たいを押さえているから。通とおし稽げい古こと、できれば衣い装しよう合わせまでやっておきたいかな」

　上じよう機き嫌げんな声で、この先の展望を語る楓。

「文化祭まで、もう後五日しかないんだから。気合い入れてよね、タッくんもケンちゃんも」

「へいへい」

「分かってるよ、楓さん」

「さすがに受験生で泊とまりこみ、ってわけにはいかないしね。スケジュールはちゃんと管理しとかないと」

　メモ帳を手に、ブツブツつぶやく楓。その姿に、達哉はふと口を開いた。

「何ならうちから、電ノコやドライバーを持ってこようか？」

「え、いいの？」

「ああ、倉庫を漁あされば余りが出てくるだろうからな」

　達哉の実家である市之瀬建設は、ＰＳパワー・スレイブの〈ダイダラ〉を用いた土木建築作業を主な業務としている。とは言っても、〈ダイダラ〉さえあれば全すべての作業がこなせるというわけではない。

　コンクリート打設の際の型かた枠わく設置や、フェンスやガードレールの補修・設営等、人力が必要な作業も多い。そういった用よう途との工具も、多数そろえていた。

「学校の備品には数の制限があるし、クラス専用の工具があった方が効率いいだろ」

「そうだね……」

　少し考えていた楓が、大きくうなずく。

「うん、ここは市之瀬のおじさんを頼たよらせてもらうから」

「俺じゃなくて親おや父じかよ」

　顔をしかめる達哉に、健司は小さく笑った。

「ところで市之瀬、そういった工具ってかなりかさばるだろ。自転車で運べるのかい？」

「そういやそうだな」

　真顔で腕うでを組む達哉。

「……いくら免めん許きよを取ってても、俺が学校まで軽トラ転がしていったら怒おこられるよな？」

「当たり前でしょ！」

「だよなー」

　あれやこれやと意見を出し合っていた三人が、多た摩ま川がわ沿いの交差点で足を止める。楓や健司の家は、この角を右に曲がった先だ。

「それじゃ市之瀬、僕たちはここで」

「おう、それじゃまた明日な」

「お休みなさい、タッくん」

　ヒラヒラ手を振ふりながら、楓は健司と立ち去ろうとし──ふと足を止める。

「何だよ楓？」

「ねえタッくん、何か悩なやみでもあるの？　さっきから時々、ヘンな顔してたよ」

「────」

　図星をつかれ、達哉は押おし黙だまる。

「分かるのかよ？」

「そりゃ分かるよ。何年の付き合いだと思ってるの？」

　頬ほおをポリポリかきながら、達哉はポツポツと語る。

「ちょっと、向こう──Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の方でな」

「ひょっとして、アデリーナさん絡がらみ？」

「ど、どうしてそれが？」

　驚おどろく達哉の前で、楓はピッと指を立てる。

「女のカン、ってやつよ」

「ああ、そうかよ」

　楓の自じ慢まん気げな笑顔に苦く笑しようしつつ、達哉は言葉を続ける。

「何かこのごろリーナのやつ、妙みように機嫌が悪くてな。何のかんの言っては俺に突つっかかってくるんだよ」

「ふーん」

「女心と秋の空って言うけど、何が原因かサッパリ分からないんだよなあ」

　グチっていると、また少し気が滅め入いってきた。達哉は困ったようにため息をつきながら、頭をクシャクシャとかく。

「それじゃあタッくん、アデリーナさんを今度の文化祭に招待したら？」

「は？」

　思ってもみなかった提案に、達哉はポカンと口を開けた。

「ほら、この間アデリーナさんがこの街に来た時、私たちで案内したらずいぶんと喜んでくれたじゃない」

「まあ、そうだったな」

「ああいうノリが好きなら、文化祭とかも気に入ってくれると思うな。もしかしたら、機嫌が直るかもよ」

「いや、でも……」

　せっかくの提案だが、達哉はためらった。

「ほら、リーナはその『向こう側』だからさ。それを『こっち側』に引っ張ってくるのは、何か違ちがう気がしてさ」

　達哉の脳のう裏りを、先日の葛かつ藤とうが過よぎる。

　今まで東京で家族や友人と過ごしてきた、少し退たい屈くつだが平へい穏おんな日々。これから自分が進もうとしている、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．でのＡＳアーム・スレイブオペレータとしての道。

　この二つの世界が交差することに、達哉はどうしても違い和わ感かんをぬぐえなかった。

　一方、それを告げられた楓と健司は──

「────」

「……何それ？」

　あからさまに困こん惑わくしていた。

「ちょっとタッくん、それ何か変だよ」

「僕もそう思うな。要するにバイトの仲間を文化祭に誘さそうようなものだろ？　ケレンスカヤさんって少し変わったところがあるけど、悪い人じゃないし」

「そうそう、面白い人だしね」

　異口同音にそう告げられ、今度は達哉が少し戸と惑まどう。

「そんなもんか？」

「そんなもんだって。『こっち』とか『向こう』とか、変に難しく考え過ぎだよ」

「そうか……」

　うなずいた達哉は、ポケットから携けい帯たい電でん話わを取り出す。

「あいつもスケジュールの都合があるだろうし、今からメールを送っとくか」

「うん、それがいいと思うよ。善は急げって言うし」

　まだどこかためらいながらメールを打つ達哉を、楓はいつも通り屈くつ託たくのない笑顔で見ていた。

「じゃあタッくん、私たちはここで」

「おう、それじゃあな」

「また明日、学校で」

　分かれ道の交差点。軽く別れの挨あい拶さつをかわした後、達哉はもう一度だけ口を開いた。

「楓、それに武村」

「何？」

「その、色々ありがとな」

　軽く頭を下げた達哉に、楓は苦笑した。

「いいって、もう」




「はー」

　達哉の姿が見えなくなってすぐ、楓は深々とため息をついた。

「大だい丈じよう夫ぶかい」

「うん、ちょっと気が抜ぬけちゃって」

　先ほどまでとは違う、どこか疲ひ労ろうのにじんだ声。力のない笑顔で、楓は健司にそう言った。よく見れば、目の下にはくまができている。

「いくら何でも頑がん張ばりすぎだよ。昨日もあまり寝ねてないんだろ？」

「そりゃ、いくら文化祭だからって成績は落とせないから。今日もまた徹てつ夜やかな？　受験生は辛つらいよね」

　冗じよう談だんめかした楓の顔から、ふっと笑みが消える。

「心配かけてごめん。でもね、今度の文化祭だけは手を抜きたくないんだ」

　眼鏡越ごしの、真しん摯しで透とう明めいなまなざし。

「きっとこれが、タッくんと一いつ緒しよに何かをできる最後だから」

「……そんなことは、ないだろ」

　否定の言葉は、だが健司自身の耳にも空々しく響ひびく。

「ううん、きっとそう」

　確信したようにきっぱりと、楓は言った。

「この文化祭が終わったら、もう卒業まであっと言う間だよ。私たちは受験と進学、そしてタッくんは──」

「きっと、行ってしまうだろうね」

　健司の返事に、楓は小さくうなずく。

「ねえケンちゃん、さっきタッくんが言ってたよね。『向こう』と『こっち』って」

「ああ」

「タッくんは私たちと違って、もう向こう側の人なのかも」

「……そうだね」

　かすかに苦いものを声に交えながら、それでも健司はうなずいた。

「だから今を──まだタッくんと一緒にいられる時間を、大切にしたいんだ」

「そうか」

　ふっと笑う健司。

「それじゃ、一緒に頑張ろう、文化祭に向けて」

「ありがとう」

　にっこりと笑った楓が、小さく肩かたを震ふるわせた。

「寒くなってきたね。急ごうか」




　善は急げという言葉がある。

　家に帰ってすぐに、達哉は父の俊とし之ゆきに工具のことを頼たのみこんだ。

「文化祭で使うから工具を貸せだぁ？」

「おう、頼むよ親父」

　市之瀬家のこぢんまりとした居間。畳たたみに腰こしを下ろした達哉は、テーブルの向かいの俊之に頭を下げる。

「別に構わんぞ。そうだな、今余ってる分は──明日あしたにでも確かく認にんしといてやる」

　達哉の帰りが遅おそかったため、すでに俊之は晩ばん酌しやくを始めていた。ほろ酔よい気分の赤ら顔で、鷹おう揚ようにうなずく。

「ありがとよ、親父」

「いいってことよ。どうだ、お前も飲むか？」

「それじゃ一いつ杯ぱいだけ──」

「だめだよ、お父さんもお兄ちゃんも」

　俊之が差し出したビール瓶びんを、少女の声がさえぎる。頭の両側で束ねた黒くろ髪かみに、まだ幼さが残る顔立ち。妹の由ゆ加か里りが、お盆ぼんを手に台所から出てきた。

「お兄ちゃんはまだまだ未成年の高校生でしょ？　お酒なんて絶対にダメ」

「わ、分かったからそんな怖こわい顔するなよ」

　たれ気味の大きな目を吊つり上げて、達哉と俊之を交こう互ごににらむ由加里。達哉はあわててコップを引っ込めた。

「最近、一段と口やかましくなってきたな……」

「本当に、志し保ほによく似てる……」

「何か言った？」

「「いや、何も」」

　ぼやく父と兄を眼力だけで黙らせながら、由加里はてきぱきと夕食の皿を配る。

「お、今日はホイル焼きか」

「うん、熱いから注意してね」

　慎しん重ちようにハシでホイルを切り開くと、熱々の湯気と共によい香かおりがプンと立ち上る。達哉は鼻をひくつかせた。

「中身は──シャケか」

「そ。後は色んなキノコとタマネギ、ニンジン、それにバターを少々。はい、これ使ってお兄ちゃん」

　差し出されたのは、醤しよう油ゆとレモンだった。

「サンクス」

　レモンの果か汁じゆうをジュッと絞しぼり、醤油を一たらし。薄うす紅べに色いろをしたサケの身をハシでほじくり、まずは一口。

「うまい」

　ごく自然に言葉が出た。

「うん、これはうまいな」

「そう、冷めないうちに食べてね」

　誉ほめられた由加里に笑え顔がおが戻もどり、自分も食事に取りかかる。

（よし、機嫌が直ったみたいだな）

　内心でうなずく達哉。ここで上う手まく一押しできたなら──

「しかしこうもいい味だと、さぞかしビールが合うだろうな。こう、グイッと一杯だけでも──」

「それはダメ」

「ちぇっ」

　にべもなく断わられた。

　とばっちりを避さけるためか、無言のまま手て酌じやくでチビチビ飲んでいる俊之を、達哉は恨うらめしそうににらむ。

「はい、ご飯ならたくさんあるから」

「しゃーない、分かったよ」

　ようやくビールを断念した達哉は、山盛りの丼どんぶり飯めしをガツガツ食べる。

「そういや由加里」

「何？」

「お前のクラス、文化祭の出し物は喫きつ茶さ店てんだっけ？」

「うん、そうだよ」

　さらりと笑顔でうなずく由加里。

「女の子たちが、こう、ヒラヒラでフリフリの可愛かわいい服着てウェイトレスするの」

「ヒラヒラ……フリフリ……」

　俊之が何か言いたげな顔をしているが、とりあえずスルーしておく。

「あ、もちろん肝かん心じんのコーヒーにも手を抜いたりしないから。スガモ屋さんが、いい豆を格安で譲ゆずってくれるそうだし」

「あの腐くされ食材屋か……大丈夫だろうな？」

「後は、フレーバーやトッピングも、色々と工夫しようと思うの。オリジナルな、独自の味で勝負！」

「それはやめておけ」

　きっぱりと言い切る達哉。

　由加里が行うコーヒーの『工夫』──それがもたらすだろう惨さん事じを、兄として熟知するがゆえの忠告だった。

「あんまり奇きをてらってあれこれするより、オーソドックスなサービスで勝負する方がいいだろ」

「えー、そうかなあ？」

　不満そうに口を尖とがらせる由加里。

　無言のままびっと親指を立てた俊之に、達哉も小さくうなずく。

「ところで、お父さんは来てくれるの？」

「そうだな。月末は仕事が立てこんでるが、日曜くらいは空けられそうだからな。ちょいと顔出すつもりだ」

「そっかあ、二日目ならお兄ちゃんの劇は見られないんだね」

　二日目は演劇部や軽音部などが体育館のステージを使うため、三年三組の英語劇は一日目に回されているのだ。

「自じ慢まんの息子むすこの晴れ舞ぶ台たいを見れないのは残念だがな」

「その分、あたしがしっかり見ておくから」

「……勘かん弁べんしてくれ」

　ニヤニヤ笑う父と妹に、達哉はげっそりと呻うめく。

「文化祭の出し物とか、あまり身内に見られたいものじゃないだろ」

「えー、あたしはお兄ちゃんにもうちのクラスの喫茶店に来て欲しいけどな。サービスしてあげるよ」

「気が向いたらな。そういや、身内と言えば──」

　ふと達哉は、アデリーナにメールを送ったことを思い出した。

「なあ由加里」

「何？」

「もしかしたら文化祭にリーナが来るかもしれないんだ。俺の手が空いてない時、案内を頼んでいいか？」

　一いつ般ぱん的な意味での常識が、ところどころ欠けているアデリーナのことだ。放ほうっておけばどのような奇き行こうに走るか知れたものではない。

　いくら本人に悪意がないとは言っても、文化祭での無用なトラブルを避けたいなら、案内役は必要だろう。

「へえ、リーナさんも呼んだんだ」

「ついさっきメール打ったばかりだから、まだ返事は来てないけどな。楓のアイデアだよ」

「……楓さんの？」

「ああ、実はな──」

　先ほどのやり取りを、達哉はペラペラと話す。それを聞くうちに、由加里の顔から徐じよ々じよに表情が抜ぬけ落ちていった。

「…………」

「いやあ、本当に楓って細かいとこに気が回るよな。気が回りすぎてお節せつ介かい焼きなのが玉に瑕きずだが」

「……ふーん」

　何か言いたげな目で、由加里は兄を見やる。

「どうした由加里？」

「べっつにー。ごちそうさま」

　いつのまにか夕食を食べ終えた由加里が立ち上がった。お盆の上に、空いた皿を積み上げていく。

　由加里にしては乱暴な手つきで、皿がガチャガチャと音を立てている。

「お兄ちゃんってさ、やっぱり足あし下もとがお留守だよね」

　あきれたように言い残して、由加里は台所へと立ち去った。

　妹の態度の急変について行けず、達哉は目を瞬しばたたかせる。

「何だあいつ」

　小さなテーブルの向かいでは、俊之がやれやれと肩をすくめていた。

「まだまだだな、倅せがれ」




　東京の夕暮れ時は、カリフォルニアの早朝になる。

　達哉からのメールを受け取った時、アデリーナはジムでトレーニング中だった。ＡＳオペレータたるもの、体幹の強化は不可欠なのだ。

「ふむ」

　ジムの片かた隅すみで、携けい帯たいをながめるアデリーナ。

相変わらずマオ社長から贈おくられた特製トレーニングウェア（ジャージ＆ブルマ）を着ているため、すらりとした真っ白な脚あしは剥むき出しになっている。

「どうした、リーナ？」

　近くで黙もく々もくとスクワットをしていたバクスターが、声をかけてきた。まだ腕うでの骨折は治っていないため、バーベルやダンベルの使用は控ひかえているようだ。

「タツヤから、メールがあった」

　答えるアデリーナはいつもにもましてぶっきらぼうで、戸と惑まどっているような響ひびきがあった。

「小こ僧ぞうからだと？」

「ああ、学園祭に誘さそわれた」

「ほう」

　汗あせをふきながら、バクスターが面おも白しろそうに笑った。

「お前、ずいぶんと有休が貯たまっていたな。ちょうどいい機会だ、まとめて休みを取ったらどうだ？」

「しかし班長、それでは今後のスケジュールが──」

「なに、ある程度は融ゆう通ずうが利きく。せっかくのお誘いだ、楽しんでこい」

「……うむ」

　少し考えた後、アデリーナは小さくうなずく。

「では、来週の週末に休ませてもらおう」

「休きゆう暇かの申しん請せい書しよは早めに出しておけよ」

「了りよう解かいした」

　さっさとトレーニングを切り上げ、ジムを後にするアデリーナ。心なしか、その足取りは弾はずんでいるようにも見える。

「リーナがねえ」

　ベンチプレス中だったカルロスが、バーベルをラックに戻すと呆あきれたような感心したような声を出す。

「ずいぶんとまあ。楽しそうなことで」

「最近は、だいぶ落ち着いてきたな」

「旦だん那な？」

　ぽつりとつぶやいたバクスターを、カルロスはけげんそうにを見やる。

「何でもない」




　　　　２




　文化祭の朝は、抜けるような秋晴れの空が広がっていた。

「では、これより第六二回・陣じん高こう祭さいの開幕を宣言します」

　中庭での開会式。生徒会長による開会宣言に歓かん声せいを上げた生徒たちが、それぞれの企き画かくに散っていく。

　ちなみに簡素であっさり風味な宣言は、一〇年ほど前から続く伝統らしい。

「タッくん、アデリーナさんたちはいつごろ来るって？」

「しばらく前、羽はね田だに着いたってメールがあったから、そろそろだな」

　楓の問いに、ちらりと時計を確かめる達哉。

「それじゃ、僕たちは劇の準備に行ってくるから」

「タッくんも、なるべく早く体育館に来てね」

「ああ。悪いな、何か色々押しつけたみたいで」

「いいっていいって」

　さすがに恐きよう縮しゆくする達哉の前で、楓はヒラヒラと手を振ふる。

「その代わり、ちゃんと劇にアデリーナさんを連れてくること。ＯＫ？」

「うう、あいつにアレを見られるのか」

　自分の演じる桃もも太た郎ろうをアデリーナに見られると思うと、やはり相当に恥はずかしい。

「ぼやかないぼやかない。日本文化を伝える貴重な機会でしょ？」

「きっとうけると思うよ。それじゃあ、後で」

「おう」

　立ち去る楓と健司を見送ると、達哉は校門に向かって歩き出す。校門前で、アデリーナを待つつもりだった。

「……うん？」

　前方のざわめきに、達哉は目を細めた。何やら、校門の周辺に人だかりができている。

「何だあれ？」

　思わず口に出すと、なぜかひどく嫌いやな予感がした。




「…………あー」

　人ごみの原因に、思わず呻く達哉。

　校門前に、ロールスロイスのリムジンが鎮ちん座ざしていた。

　傷一つないシルバーの車体は非常に長く、ほとんどバスと同程度の全長だった。周囲の生徒も来客もポカンと足を止め、この優美かつ重厚な『高級車の代名詞』に目を奪うばわれている。

「うお、すげえ！」

「本物のロールスロイスとか、初めて見たぞ」

　周囲の反応に、達哉はダラダラと脂あぶら汗あせを垂れ流す。

　一人いる。

　達哉の知人に一人、堂々とこんなバカをしでかしかねない気き性しようと財力の持ち主がいるのだ。

（ま、まさか違ちがうよな？　違うはずだ。違っていてくれ！）

　達哉の真しん摯しな祈いのりと願いは、わずか数秒で微み塵じんに撃うち砕くだかれた。運転席から降りた、アラブ人男性の姿によって。

「ハ、ハッサンのオッサン……」

　せめてもの救いは、さすがに軍服を着ていなかったことか。今日のハッサンは、英国式の三つ揃えスリーピースをピシリと着こなしている。

　無言のまま、ハッサンはリムジンの後席のドアを開く。そこから現れた人ひと影かげに、周囲のざわめきはどよめきに変わった。

「……勘弁してくれ」

　まず姿を現したのは、アルマーニの一品物オートクチュールに身を包んだユースフだった。さらにスーツの上から白いターバンとサッシュを身につけ、美々しく飾かざられた短たん剣けんを腰こしに差している。

　東洋と西洋が入り交じったエキゾチックな出いで立ちは、本人の美び貌ぼうもあって周囲の視線を吸い寄せている。

　続いて降りてきたアデリーナは、体にフィットしたシャツとデニム地のミニスカートを身につけ、同じくデニムのジャケットを合わせている。

　ラフな装よそおいが、逆に彼女のシャープな容姿を引き立てていた。

　そしていつも通りパンクスタイルのクララと、最後にメイド服のサミーラがリムジンから降りてきた。

『お、いたか新入り。オデムカエごくろうだな』

　予想外の展開に立ちつくす達哉を、クララが目ざとく見つけた。

『すごかったぞ！　プププ、プライベートジェットってのに初めて乗ったんだがな、こう、メシに出てきたイクラみてーな黒いツブツブが、スゲーうまくて──』

　何やら大興奮でセレブ体験を語るクララに、ユースフが小さく笑った。

『あれはキャビアだと言ったであろう。とはいえ少々塩がきつすぎ、最上の物とは言い難い。手配の時間がなかったとは言え、客人には失礼なことをした』

『おー、アレよりうまいやつがあるのか。スゲー』

　と、ユースフの切れ長の目が、けげんそうに達哉に止まる。

『何をカカシのようにつっ立っておるのだ、タツヤ』

　その声に、達哉はようやく我に返った。

『いや、お前らまで来るなんて聞いてないんだが……』

『ふむ、どうも連れん絡らくに行き違いがあったようだな。まあよかろう、早く案あ内ないせよ』

『お、おう』

　先導する達哉に従い、校門のゲートをくぐる一同。

　何かがおかしい。どうも予想していた展開と違う。内心でしきりに首を傾かしげる達哉に、アデリーナがポツリとささやいた。

『……タツヤ』

『へ？』

『本当は一人で来るつもりだったのだ。それがクララに知られてしまって。「退たい屈くつだから連れて行け」とわめかれているうちに、なぜかユースフたちまでもが話に乗ってきてしまい──』

　上目づかいでポツポツと、アデリーナは事情を説明する。どうも歯切れが悪い。

『…………』

　果たしてアデリーナが怒おこっているのか謝っているのか、それとも言い訳しているのか、さっぱり分からない。

『べ、別にいいって、そんなこと』

　あわててヒラヒラと手を振る達哉。

『確かにちょっと驚おどろいたけど、祭りってのは大勢の方が楽しめるもんだろ。ハハハハハ』

『そ、そうだな』

　やや乾かわいた達哉の笑い声に、戸惑いながらもアデリーナはうなずく。

『ようこそ、陣高祭へ！　じゃあ、行こうか』




　様々な模も擬ぎ店てんが立ち並ぶ陣代高校の校庭で、達哉はアデリーナたちを先導する。

「…………」

　目立つ。とにかく目立つ。

　金きん髪ぱつロシア美少女だのロリパンクだのアラブ人セレブだのメイドだのが、ぞろぞろ連れ立って歩いているのだ。
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『ほう、ちょっとした市バザールだな』

『バルマクの縁えん日にちを思い出しますなあ』

『……興味深い』

　どうやらユースフたちも、文化祭を楽しんでいるようだ。

『それで、まずはどこに案内してくれるのだ？』

『そうだな』

　アデリーナにうながされ、達哉は少し考える。

『まず喫きつ茶さ店てんで一服するか。由加里のクラスがやってるんだ』

『うへえ、あいつの店かよ』

　クララが顔をしかめた。

　と、それを聞いたユースフが楽しげにつぶやく。

『日本のカフェか。さて、中々に興味があるな』

『…………』

　突とつ如じよとして達哉の脳のう裏りに『女将おかみを呼べッ!!』だの『このコーヒーを淹いれたのは誰だれだあっ!!』だのと叫さけんで至高の美食を追求するユースフの姿が、鮮せん明めいに浮うかび上がる。

『言っておくけど、あくまで素人しろうとの学生がやってる店だからな。そこまで味に期待するなよ』

　とりあえず、事前に釘くぎを刺さしておく。

『縁日の出店で、旨うまい不ま味ずいだの野暮は言わぬ。こういう祭りは、雰ふん囲い気きを愉たのしむものだということくらいは心得ておる』

『そういう上から目線も、それはそれでムカつくんだが』

　心中で由加里にエールを送っておく。

『殿でん下か、お見事な大度でございます。このハッサン、感じ入りましたぞ』

『……ご立派、ご立派』

　いきなり感かん涙るいにむせぶハッサンと、無表情のまま紙かみ吹雪ふぶきをまき始めるサミーラ。

『いいから行くぞ』

　段々と先行きが心配になってきた。




　由加里の通う一年二組の教室には、『カフェ・ワーテルロー』と書かれた看板が堂々と飾られていた。

『やけに物々しい店名だな』

『いきなりマスケット銃じゆうで撃たれたりして』

　口々につぶやきながら、店内に入る達哉たち。

「いらっしゃいま──きゃーっ！」

　ウェイトレスたちの出で迎むかえの言葉は、瞬しゆん時じに黄色い歓かん声せいへと変じる。

（な、何あの人!?　すごい美形！）

（ど、どこの国の人かな？）

（あの金髪の人も美人だし）

　ひそひそささやき合う少女たちの姿に、アデリーナは首を傾げた。

『接客態度に、多少の問題があるようだな』

『……かもな』

　さてどうしたものか、と達哉が思った時だった。

「おおおお兄ちゃん、誰その人！」

　ウェイトレス姿の由加里がすっ飛んでくる。確かに服もエプロンも、フリフリのヒラヒラであるのだが、表情が尋じん常じようでない。

「すすすすすごい美形。こんな王子サマがリアルに!?　なに、あたしたちのファンタジーこそ現実!?」

「落ちつけ、とりあえず」

　真っ赤な顔で鼻息を荒あららげる妹を、どうどうとなだめる。正直、闘とう牛ぎゆう士しになった気分だった。

「こいつはＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の同どう僚りようで、ユースフて言うんだ。一応、日本語もしゃべれるから」

「……アラビアの王子様、しかも執しつ事じとメイドつき。執事が太っちょのおじさんってのがいまいちだけど、それはそれで妙みようなリアリティーが──」

「聞こえてるぞ」

「あう」

　相当に失礼な品評や妄ぼう言げんを垂れ流し始めた妹を、とりあえず達哉は軽く小こ突づいて現実に引き戻もどす。

『すまん、ユースフ。こいつは由加里、俺の妹だ』

『あまり似てはおらぬな。幸いにも』

『まてコラ、どういう意味だそれは？』

　不ふ機き嫌げんにうなる達哉を無視し、ユースフは優ゆう雅がに一礼する。

「ユカリと言ったな」

「は、はい──あっ」

　そっと手を取られ、由加里は小さな声を上げた。

「私の名はユースフ・ビン・ムハンマド・ビン・カーリム・アル・ケートリー。アラビアはラシッド王国の──」

『殿下』

　ユースフの背後のハッサンが、そっと耳打ちする。

『先ほど申しました通り、今の殿下はお忍しのびの身。軽けい々けいに身分を明かされては、色々と差し障さわりがございましょう。場合によっては、この国の官憲が御おん身みの安全に対し口を差し挟はさむこともあり得まする』

『おお、そうであったな。失念しておった。許せ、ハッサン』

　大おお仰ぎような仕草でユースフはうなずく。

「失礼、先ほどの名乗りは忘れよ。私はユースフ、ただのユースフだ。それ以外の何者でもない」

「は、はい……」

　露ろ骨こつに不ふ審しんな挨あい拶さつだが、由加里は気にも止めずにボーッとユースフの美貌を見上げていた。

「あたし、後一週間は手を洗わない」

「飲食店でそれはまずいだろ。それよりとっとと席に案内してくれよ、ユカリ」

　クララの声に、由加里はようやく我に返った。

「あ、クララちゃんも来てたんだー！　えーっと、じゃあ六名様ご案内します」

　一礼して、達哉たちを先導する由加里。

　よほどユースフの衝しよう撃げきが大きかったのか、クララ相手にいつもやってる過か剰じようなスキンシップも、今回はパスしている。

『それはそれで、何かさみしい……』

「そうかあ、さみしかったんだねクララちゃん」

　満面の笑えみを浮かべた由加里に、クララは震ふるえ上がる。

「じょ、冗じよう談だんだっての！　マジにするなユカリ！」

　あれこれ騒さわいでいるうちに案内されたのは、廊ろう下か沿いの席だった。

「おい由加里、あっちの窓まど際ぎわの席の方が、景色がいいんだが」

「あー、確かにそうなんだけど……」

　目を泳がせた由加里が、バシッと顔の前で手を合わせる。

「お願いお兄ちゃん、この席でがまんして」

　と、アデリーナがさっさと席に座る。

『別にわたしはどこでも構わんぞ』

　どうやら雰囲気でやりとりを理解したようだった。

「まあいっか」

　達哉たちも、めいめいが席に着く。それを見届けた由加里は、コホンと咳せき払ばらいして態度を改める。

「ではお客様、ご注文は？」

「とりあえず、コーヒー六つ。変な混ぜものを入れるなよ。後、腹にたまりそうなのを何か適当に頼たのむ」

「かしこまりました。それとお客様、本日は特別メニューといたしまして、数量限定のスペシャルコーヒーをご用意しておりますが」

「ん、じゃあそれで頼む」

　由加里のお薦すすめに、達哉は深く考えずにうなずく。

「では、ごゆっくり──本当にゆっくりしていってね」

　一礼した由加里は、妙に意味深な一言を残して、店の奥に戻っていった。




　それほど待たずに、コーヒーと軽食類が達哉たちのテーブルに届けられた。

「はい、どうぞ」

「ほー、うまそうだな」

　由加里が運んできたメニューに、達哉は感心した。

　温かな香かおりを立てるコーヒー。フワフワの卵焼きとトマトを挟んだサンドイッチ。しっとりとしたマドレーヌなどがテーブルに並んでいる。

「さあさあ、冷める前に飲んで」

「お、おう」

　うながされるまま、達哉たちはコーヒーカップに口をつけ──

「こいつは……」

「おお」

「いいな」

　そろって、感かん嘆たんの声を上げた。

「ふふーん。どうお兄ちゃん、おいしいでしょ？」

「ああ、こいつはうまい」

　自じ慢まん気げに小さな胸を張る由加里に、達哉は素す直なおにうなずく。

　複雑で独特、かつ豊かな香り。深い味のコク。非常にクセの強いコーヒーだが、実に美う味まい。

『これは──まさか、コピ・ルアクか？』

　慎しん重ちように味と香りを試ためしていたユースフが、小さく唸うなった。同時にハッサンが、大きくむせる。

『え？　分かるんですか？』

　目を丸くした由加里が、たどたどしく尋たずねる。ユースフは、我が意を得たりとばかりにうなずいた。

『やはりそうか。ふむ』

『お、おい、何だよそのコピ何たらってのは？』

　聞き慣れない言葉に戸と惑まどう達哉の前で、ユースフは余よ裕ゆうの笑みを小さく浮うかべた。

『コピ・ルアクとは、インドネシア産の高級コーヒーでな。カップ一いつ杯ぱいに一〇〇ドルの値がつくこともある』

『ひゃ、一〇〇!?』

　さすがに絶句する達哉たち。

「お、おい由加里、いくら何でも俺たち、そんな持ち合わせは──」

「大だい丈じよう夫ぶだよお兄ちゃん。スガモ屋のおじさんが、すごく安い値段で分けてくれたから。一杯五〇〇円のサービス価格だよ」

「……何者だ、あのおっさん」

　近所の食材屋のコネクションに、達哉は小さな戦せん慄りつを感じた。

　と、アデリーナが軽く首を傾かしげる。

『確かに美味い。だが、さすがに一杯一〇〇ドルと言われると……』

『だよなあ』

　カップに大量の砂糖とミルクをぶちこみながら、クララもそれにうなずいた。ほとんどコーヒー牛乳と化した超ちよう高級コーヒーを目にして、ユースフが小さく首を振ふる。

『コピ・ルアクの高い価格の理由は、味もさることながらその稀き少しよう価値にある。非常に供給量が限られているのだ』

『コーヒーの木が、病気に弱い品種とか？』

『いや、問題はその収しゆう穫かく法にある。インドネシアには野生のジャコウネコが生息していてな。これが農園のコーヒー豆を餌えさとして狙ねらっているのだ』

『ああなるほど、だからネコに荒あらされてたくさん採れないと』

『いや、その逆だ』

『逆……？』

　妙な言い回しに、達哉は戸惑った。アデリーナやクララも、けげんそうな顔でユースフに先をうながしている。

『ジャコウネコにとって、コーヒー豆の果肉は栄養素なのだが、種子は違ちがう。未消化のまま排はい泄せつされるのだ』

『お、おい』

　急激に、不ふ穏おんな方向へとねじ曲がる話の流れ。まさか、いや、もしや──

『その排泄物の中から種子を集めたのが、このコピ・ルアクだ』

『────!?』

　一いつ斉せいにコーヒーを噴ふき出す達哉とクララ。

『消化の過程で、豆が酵こう素その働きや腸内細さい菌きんによる発酵を受け、この玄げん妙みような風味をもたらすのだ』

『すごい発想ですよね。ネコちゃんのウ○チからコーヒーを集めるなんて』

『美味の追求には果てというものがない。むべなるかな』

　断だん末まつ魔まにのたうつ達哉たちをさらりと無視し、ユースフと由加里は地上でもっとも稀少かつ高価なコーヒーを語り合う。

『ふむ』

　と、アデリーナが顔色一つ変えずユースフに尋ねる。

『衛生面に問題はないのだな？』

『当然、念入りに洗せん浄じようや殺菌をしている』

『ならば良し』

『……良くねえよ』

　もはや叫さけぶ気力もなく、呻うめき声をあげる達哉。

「由加里ぃぃぃ、反則にもほどがあるだろうが」

『こないだは鯨くじらのナニ、今日は猫ねこの糞ふん──アタシもう、あいつの作った食いモンは二度と食わねえぞ』

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの中、ようやく立ち直ったハッサンがユースフを諫いさめる。

『で、殿でん下か──そのような不ふ浄じようなものはお口になさらないよう、何度も申し上げたはずですが』

　忠実な守もり役の諫かん言げんにも、ユースフは軽く眉まゆをひそめる。

『何を言っておる。我が国ではイスラム法学者ウラマーの会議でアリー師が、これは禁忌ハラームに当たらぬとの見解フアトワを示しておるではないか』

『いいえ、不浄でございます。たとえお偉えらい学者ウラマー様方が何とおっしゃっても、獣けものの下のものを口にするのは断じて不浄でございます』

　なおも食い下がるハッサンに、娘むすめのサミーラが小さくつぶやく。

『……親おや父じ殿どの、それ少し不敬』

『口を慎つつしめハッサン。そのような物言いでは、法学者ウラマーの権けん威いに異を唱えているかのようにも取られかねんぞ』

『……ム、ムム』

　信しん仰こうを盾たてにした理り屈くつに、ハッサンは悔くやしそうに口をつぐんだ。

「ったく、何てモノを……」

　周囲の客を見回しながら達哉はうめく。果たしてこのうちの何人が、『特別メニュー』を口にしているのだろうか？

「おや？」

　そこでようやく、達哉は気づいた。

　喫きつ茶さ店てんの客が、いつの間にかずいぶんと増えている。達哉たちが来た時は数組しか入っていなかったのが、今はほとんど満席状態だった。

　しかもその大半が、男女を問わず達哉たちの席にチラチラと視線を向けている。

「おい由加里」

「何、お兄ちゃん？」

「お前、リーナやユースフを客引きに使っただろ？」

「うん」

　まったく悪びれずにうなずく由加里。

「だってリーナさんもユースフさんも、すごく綺き麗れいなんだもん。黙だまって座ってるだけで絵になるし」

「どちらかと言えば、黙っているだけでもと言うよりは、黙ってさえいれば、の方だと思うがな」

　アデリーナの何かと問題ある言動を思い出し、達哉は小声でつぶやく。

「廊ろう下か沿いの席に座らせたのもそうか？」

「うん、そっちの方が通りがかったお客さんの目を惹ひけるし」

「なるほど、私たちは客寄せか」

　恐きよう縮しゆくしたように頭を下げる由加里。

「あの、不ふ愉ゆ快かいですか？」

「いや、祭りの余興だ。別に構わぬよ。だが、ただの看板代わりというのもいささか興が薄うすい。そうだな」

　ユースフは立ち上がると指を鳴らす。

『サミーラ』

『……準備はここに』

　音もなく静かに立ち上がったサミーラが、どこからともなくいくつもの調理器具を取り出した。

　真しん鍮ちゆうのポット。小こ振ぶりな乳にゆう鉢ばち。盃さかずきのような形をしたカップ。何か植物の種のようなものもある。

「どこに持ってたんだ、そんなもの？」

「……侍じ女じよの嗜たしなみ」

「そ、そうか」

　達哉の疑問は、一言で済まされた。

「ユカリといったな。厨ちゆう房ぼうへ案あ内ないしてはくれぬか」

「あ、はい、こちらですけど」

「行くぞ、サミーラ」

「……了りよう解かい」

　調理器具を抱かかえたサミーラを従え、店の奥へと向かうユースフ。スーツの上着を脱ぬぎ、予備のエプロンをかける。

　その様子に、アデリーナが目を丸くした。

『あいつがコーヒーを淹いれるのか？』

『中々の腕うで前まえですぞ、殿下は』

　にこりと顔をほころばせるハッサン。

　確かに、遠目からでもユースフの手て際ぎわは中々のものだった。

　コーヒー豆と先ほどの種を、すり鉢で細かく砕くだく。それをポットに入れて、その上から湯を注ぐ。さらにポットごと火にかけて、静かに煮に立たてている。

『へえ』

　クララが、感心したようにうなずく。

『ああいうお偉えら方がたってのは、食うのが専門だと思ってたけどな』

『趣しゆ味みですからな。人前ではほとんど披ひ露ろうされませぬが、どうやら今日はよほどお楽しみになっておられるご様子』

（そういやあいつ、イモの皮むきも妙みようにうまかったよな）

　などと考えていた達哉に、ハッサンはあらたまった態度で深々と頭を下げた。

『感謝いたしますぞ、タツヤ殿』

『いや、そんなことされても困るって』

　逆に達哉の方が恐縮する。

『待たせたな』

　それほど経たたずに、ユースフたちが戻もどってきた。ポットの中のコーヒーを、手早くカップに注ぎ分ける。

　普ふ通つうのコーヒーとは異なる、独特の強い香かおりが漂ただよった。

『これが、本場のアラビアカホワ・コーヒーアラビーヤだ。ゆっくり味わうとよい。砂糖とミルクは使わぬ方がよいな』

『いただこう』

　カップを手にしたアデリーナだが、飲む前にまずその香りを味わう。

『不思議な匂においだな』

『カルダモンだ。アラビアではコーヒーに欠かせぬものでな』

（大丈夫かね？）

　味覚が非常に保守的な達哉は、恐おそる恐るカップに口をつけた。

「こいつは──」

　豆ごと煮出しているためか、普通のコーヒーに比べてどろりと濃こい。強い苦みと香りが、口内に広がる。

『うう……にげーよこれ』

　案の定と言うべきか、クララは思いっきり顔をしかめている。

『何か薬みてーだ。アタシはパス』

『そうか？　これはこれで中々に旨うまい』

『確かにな』

　感心したようなアデリーナの言葉に、達哉は同意した。

『コーヒーの起源は我がアラビアだ。諸国に広まるに従い様々な淹れ方や飲み方が増えたが、このアラビアコーヒーこそが最も古く、伝統的なコーヒーと言えるだろう』

『そうなんですか』

　ちゃっかりとお相しよう伴ばんにあずかっていた由加里が、たどたどしい口調でユースフのお国自じ慢まんに相づちを打つ。

『あの、よろしければレシピを教えていただけませんか？　お客さんにも出してみようと思うんですが』

『一いつ朝ちよう一いつ夕せきに身につくものではないぞ。そんな付つけ焼やき刃ばで金銭を得ようなどとは、笑しよう止し千せん万ばんだ』

『ですよね』

　がっかりした由加里の前で、ユースフは小さく笑った。

『なればこそ、私がコーヒーを振ふる舞まおう』

『──!?　ほ、本当ですか!?』

『言ったはずだ、祭りの余興だとな。それに、この国にイスラムのもてなしデイヤーフアというものを伝えるよい機会だ。無論、そちらが構わぬのならばだが』

『全然ＯＫです!!　ちょっと待っててください』

　パッと顔を明るくした由加里は、クラスメイトたちのところに走っていく。

「うん、だからとにかく宣伝。後、シフトを見直して。それから──」

　てきぱき指示を出す由加里の姿に、クララは呆あきれていた。

『結構やり手だな、ユカリのやつ』

『そりゃまあ、美形の王子様がただ座ってるだけよりも、コーヒーを淹れてくれる方が客も集まるだろうし』

『……なるほど』

　アデリーナも、少し感心したようにうなずく。

『お待たせしました。ユースフさん、こちらへ──それとリーナさん』

『わたしか？』

　急に由加里から呼びかけられ、若じやつ干かんとまどうアデリーナ。

『何の用だ、ユカリ？』

『リーナさんも、この店を手伝ってみませんか？』

『え？』

『おいおい由加里、お前は一体、何を言っているんだ？』

『ユースフさんの様子だと、少々長居するみたいですよね。それならその間、一いつ緒しよにウェイトレスしませんか？　これはこれで、すごく楽しいですよ』

『う、うむ』

　達哉のツッコミをサラリと無視し、アデリーナに迫せまる由加里。その笑え顔がおの圧力に、アデリーナは思わずうなずいてしまう。

『ま、まあ、給仕の真ま似ね事ごとくらいなら』

『大だい丈じよう夫ぶ、ぜひお願いします』

　由加里はひしっと、アデリーナの手を取る。

『服に余りがあるので、さっそく着き替がえてください』

『いや、エプロンでも借りればそれで十分──』

『ダメですよそれじゃ、コレじゃなきゃ』

　自分のフリフリな制服を、強調する由加里。

『あー、ちょっとアタシ急用が……』

　そそくさと席を立とうとするクララの襟えり首くびを、由加里はむんずとつかんだ。

『クララちゃんも、一緒にね。大丈夫、こんなこともあろうかと、ちゃんとクララちゃんの制服も用意してあるから』

『おいこら、何でアタシのサイズの服があるんだよ!?』

『備えあれば憂うれいなし。それじゃあ行こうね』

『う、うむ』

『うきゃー』

　由加里に引き立てられていく、アデリーナとクララ。

『では殿でん下か、厨房に向かいますかな』

『うむ』

　そして席を立つユースフ主従。

「…………あれ？」

　いつの間にか一人取り残された自分を、達哉は発見した。




　客の入りは上々だった。

『…………』

「お待ちどおさん、スペシャルコーヒー三つな」

　無言・仏ぶつ頂ちよう面づらでウェイトレスをしているアデリーナと、それについて回っているクララ。

　なぜか妙にうけていた。

『……若、二杯はい注文』

『やれやれ。客人には一杯ぱいずつ手ずから注ぎ分けるのが、もてなしデイヤーフアの作法というものなのだがな。それが叶かなわぬなら、せめてポットで注文して欲しいものだ』

　ユースフたちも、問題なく注文を捌さばいている。

（何か落ち着いたみたいだし、俺は劇の方に行くか？）

　時間を確かめると、そろそろ一〇時前だ。喫きつ茶さ店てんは満席状態だし、自分が一人で席を占せん有ゆうするのも気がひける。

「すいません、ご一緒によろしいでしょうか？」

　と、そこでかかってきた相席の申し入れ。しっとりとした少女の声だった。

「あ、俺はもう出ますんで、お構いな、く……」

　そちらを見上げた達哉の呼吸が止まる。

「まあ、つれないことをおっしゃいますのね、達哉さん」

　達哉と同年代の少女だ。

　小造りで控ひかえ目な整った顔立ちと、腰こしまであるつややかな黒くろ髪かみのため、まるで日本人形のように見える。

「お、お前……」

　知った顔だった。

　決してここでは会うはずのない少女だった。

「わたくし、あなたにお会いしたくて参りましたのに」

　端たん整せいな顔に浮うかんだ柔にゆう和わな微び笑しようが、まるで悪夢のように達哉の脳のう髄ずいを苛さいなむ。まるで怯おびえるように、達哉は少女の名を口にした。

「三さん条じよう、菊きく乃の」




「失礼いたします」

　甘い声でそう告げ、少女は達哉の向かいに腰を下ろす。

　その時になって、達哉は気づいた。菊乃の背後にまるで影かげのように従う、小こ柄がらな少年の姿に。

[image: ]

　その容姿は、驚おどろくほど菊乃に似ていた。

「紹しよう介かいします、達哉さん。こちらは旭あきら、わたくしの弟です」

「どうも、その節はお世話になりました。市之瀬達哉くん」

　含ふくみ笑いを浮かべながら、少年──旭も菊乃の隣となりに座る。

（まさかこいつ、あの時もう一機の〈セプター〉に乗ってたオペレータか？）

　焦しよう慮りよにスパーク寸前な、達哉の脳のう細さい胞ぼう。その間にも菊乃は悠ゆう々ゆうと、ウェイトレスにメニューを見ながら注文をしている。

「いらっしゃいませ、お客様。何になさりますか」

「そうですね。せっかくの機会ですし、このスペシャルコーヒーを。旭、あなたはどうするの？」

「僕はアラビアコーヒーをもらうよ」

「かしこまりました。少々お時間がかかりますが、よろしいでしょうか？」

「もちろんです。その分、味の方には期待させていただきますね」

　今まで過ごしてきた学まなび舎やに割りこんできた、テロリストという巨きよ大だいな異分子。

　それが妹のクラスメイトたちとごく平へい穏おんな会話を交かわし合っているなど、悪い冗じよう談だんとしか思えない。

「い、一体、何でこの学校に来たんだ？」

　飲み下した唾だ液えきの音が、耳じ朶だに響ひびき渡わたる。

「あら、先ほど申し上げたではありませんか。わたくし、あなたに会いにきたのですが」

「今度は何を企たくらんでるのかって聞いてるんだよ！」

　声を荒あららげる達哉に、菊乃は目を見開いた。

「あら」

　そのまま、不意にころころと笑う。

　口元に手を当てた、上品な笑い。とても、ＡＳで襲おそいかかってきた凶きよう悪あくなテロリストには見えない。

「怯えているのかい？　意外と肝きもが小さいんだね」

「てめえ」

　旭の口元に一いつ瞬しゆんだけ浮かんだ、あからさまな冷笑。瞬時に沸ふつ騰とうしかけた血流を、達哉は懸けん命めいにこらえる。

「で、今日はこないだのお礼参りってわけかよ」

「そんな、嫌いやですわ。そんなお顔をなさっては」

　達哉がにらみつけると、菊乃はぷっくりとした唇くちびるを不満げに尖とがらせる。腹立たしいほどに可愛かわいらしい仕草だった。

「何度も申しましたように、わたくしたちはあなたに会いに来ただけなのですよ、達哉さん。お礼参りだの、そのような物ぶつ騒そうなことは考えておりません」

「……今さら言っても無む駄だだと思うけどね、姉さん」

　気取った仕草で、旭は肩かたをすくめる。

「それに、何だか怖こわい人も来たみたいだし」

「え？」

『注文の品を持ってきた』

　背後からの声。振ふり向くとウェイトレス姿のアデリーナが、お盆ぼんを手に険しい顔で立っている。

　心強い援えん軍ぐんではある。心強くはあるのだが──同時に、危険の桁けたがさらに一つ上がったような気もする。

『お久しぶりですね、アデリーナさん。あなたもお元気そうで何よりです』

『白昼堂々、大した度胸だなテロリスト』

『仕事とプライベートは分けることにしていますので』

『ふん』

　小さく鼻を鳴らしたアデリーナが、姉弟きようだいの前にそれぞれのコーヒーを置く。

『いただきます──あら、これはおいしいですわね』

『ちょっと変わった香かおりだけど、いい味だね。ふむ、煮に出だし式なのか』

　菊乃も旭もゆったりと、コーヒーの味と香りを愉たのしんでいる。達哉にとっては恐おそろしく長い、息いき詰づまるような時間。

（落ちつけ）

　アデリーナが、達哉の耳元に小さくささやく。

（だ、だけど）

（確かに危険な連中だが、今はまだ何かのアクションを起こしたわけではない。下手にこちらから動くと、藪やぶをつついて蛇へびを出すぞ）

（りょ、了りよう解かい）

『ずいぶんと仲がよろしいのですね、お二方とも』

　二人のやり取りに、菊乃がつぶやく。

『少々、うらやましいです。わたくし、お二人にお会いしたくて参りましたのに、どちらも相手にしてくれませんもの』

『お、俺たちに？』

『ええ。わたくし、あなた方に興味がありまして』

　そっと、控え目に笑いながら、菊乃は言葉を重ねる。

『あの時、達哉さんの熱いものにこの身を貫つらぬかれた時。わたくしは感じてしまったのです。この想おもいは、きっと──』

『誤解されるようなことを言うな』

　うっとりした表情と曲解の限りを尽つくした表現で、菊乃は先日のＡＳを語る。周囲の目が痛い。

『あら、これは失礼。はしたない真ま似ねをしてしまいました』

　上気した顔でくすりと笑いながら、菊乃は空になったカップをソーサーに戻もどして立ち上がる。

『堪たん能のうさせていただきました。もう少しゆっくりしていきたかったのですが、これ以上は他ほかのお客の迷めい惑わくになりそうですね。それでは、これで失礼させていただきます』

『今さら何を言ってるんだよ』

　弟の旭も、ため息をつきながらそれにならった。

「そんなに心配しなくてもいいよ。本当に今日は遊びに来ただけだから──もっとも、いずれ借りは返すつもりだけどね」

「ではご機き嫌げんよう」

　最後にそう告げて、姉弟は立ち去った。




「つ、疲つかれた──」

　肺にたまっていた息を、大きく吐はき出す達哉。

『なあリーナ、あいつらどうする？』

『目的が見えない。こちらからは手を出さないにしても、監かん視しはするべきだろうな』

『だよな──ん？』

　不意に鳴り出した、達哉の携けい帯たい。アデリーナに断わりを入れ、通話ボタンを押す。

「楓か──ああ、俺だ。今からそっちに行く──何？」

　通話する達哉の顔色が、サッと変わった。

「前まえ川かわと山やま鹿ががケガした？　どういうことだ──分かった、急ぐ！」

　携帯をしまい、アデリーナに向かい合う達哉。

『悪いが、話は後だ。俺、今から劇の方にいってくるから』

『そうか。こちらは任せろ』

　アデリーナにうなずき、達哉は教室から飛び出した。




　　　　３




「すまない、遅おそくなっちまった」

　達哉が駆かけこんだ時、体育館のステージ裏は奇き妙みようにざわめいていた。

「おう、来たか市之瀬」

　担任の小お野の寺でら孝こう太た郎ろうが、難しい顔で腕うでを組んでいる。

「オノＤ、け、ケガって一体!?」

「落ちつけ市之瀬、ケガと言っても足をちょっとひねった程度だ。それとオノＤ言うな」

　小野寺にうながされて舞ぶ台たい裏うらの片かた隅すみを見やると、クラスメイトの山鹿と前川が手当てを受けていた。

　それぞれ足首にシップや包帯をしているくらいで、それほどひどい怪け我がではなさそうだ。

　達哉は胸をなで下ろす。

「だが、劇の方は厳しいだろうな」

「……そうですね」

　小野寺の渋じゆう面めんに、達哉も同意する。

　山鹿と前川の二人は、劇で鬼おにの親玉役なのだ。

「一体、何であいつらケガしたんですか？」

「大道具の手伝いで、パネルの据すえ付けやっててな。脚きや立たつから降りる時にバランスを崩くずしてひっくり返ったみたいだ」

「そういうのは俺がやるって──」

　口をつむぐ達哉。現に自分は今の今まで、来ていなかったのだから。

「……俺のせいですかね、先生？」

「バカ。お前がそれで落ちこんでどうする」

　そんな達哉の様子に、小野寺は苦く笑しようする。

　と、そこに楓が駆け寄ってくる。

「先生、それにタッくん」

「どうだ牧島、二人の様子は？」

　小野寺の問いに、楓は首を横に振った。

「だめです。二人とも、歩くのも辛つらいみたいで。今から保健室に連れて行くところです」

　ふと見ると、健司が前川に肩を貸していた。というよりも、ほとんど抱だきかかえるような姿勢だったが。

「そうか。代役は、何とかなりそうか？」

　重ねての問いに、楓はますます顔を曇くもらせた。

「難しい、ですね。台詞せりふが多いですし、クライマックスでは派手な殺た陣てもありますから。今からだと、英語の台詞を覚えるのだけでも、ちょっと──」

「そうか。そうだな」

　小野寺も、困ったような顔で天てん井じようを見上げる。

　クラスの生徒たちの頑がん張ばりをよく知っているだけあって、何とかしてこの劇を成功させてやりたいのだ。

「何なら、外から助すけっ人とを頼たのめないか？　演劇部とか、いっそ英語研究会とか」

「いいんですか？」

「ああ。実行委員の方には、俺も口くち添ぞえしておくよ」

「分かりました。とりあえず、俺も心当たりを探して──」

「タッくん！」

　何やら黙だまって考えこんでいた楓が、不意に大声を出した。

「ど、どうしたんだ楓？」

「心当たり、あるでしょ」

「は？」

　いぶかしげに首を傾かしげた達哉の前で、楓がニンマリ笑う。

「英語がペラペラな上、多少のアクションならアドリブでこなせそうな女の人──そういう人がいるじゃない」

「あー……」

　楓の言わんとすることを悟さとり、達哉は困ったように頭をかいた。

「おい、でも、その、鬼役ってあれだろ？」

「うんうんうん、だからいいんじゃない」

「……うーん」

　考えこむ達哉。

　正直、楓の提案はあまり気が進まない。だが同時に、楓がこの劇に関して相当無理してまで努力しているのは達哉もよく知っている。

（それがこんな形でダメになるのは、いくら何でもあんまりだよな）

　しばらくためらった後、達哉はうなずいた。

「分かった、話をしてみるよ」

「ありがと、タッくん」

　やれやれとため息をつき、達哉は小野寺に向かい合う。

「先生、今から助っ人連れてきますんで、期待しないで待っててください」

「お、おう」

　それだけを言い残し、再び達哉は駆け出した。




　文化祭の校庭を、アデリーナたちは連れ立って歩いていた。

　あの騒さわぎをきっかけに、アデリーナたちは喫きつ茶さ店てんの手伝いを切り上げた。由加里からは引き留められたのだが、やはり三条姉弟の存在は気にかかる。

　周囲に鋭するどい視線を配りながら──アデリーナは手にしたパックからタコ焼きを頬ほおばった。

『ふむ、これが日本のファストフードか』

　外はカリカリ、中はフワフワ、具になったタコのプッツリとした歯ごたえは中々のものだ。何よりも、上にかけられたマヨネーズが素す晴ばらしい。

　と、隣となりのユースフがパックに視線を向けている。

『よい香りだな』

『味もいいぞ。キユーピーだし』

『では、一ついただけぬか？』

『一つだけだぞ？』

　アデリーナは、パックをユースフに差し出す。

『分かっておる。サミーラ』

『……承知』

　侍じ女じよが差し出した銀のフォークで、ユースフはタコ焼きの一つを刺さすと、おもむろに一口で頬ばった。

　はふはふと旨うまそうに、口をモゴモゴさせる。

『どうだ？』

『ふむ、たまにはこのような庶しよ民みんの味も悪くない』

　ソースがついた口元をサミーラにぬぐわせて、ユースフは優ゆう雅がに微笑ほほえむ。

『ですから殿でん下か、タコのように鱗うろこのない魚を口になさるのは──』

『なに、確かアリー師は禁忌ハラームに当たらぬと仰おつしやっていたはずだ。構わぬであろう』

　その有様に、クララが呆あきれたようにつぶやく。

『お前ら、本気でテロ屋を捜さがす気あるのか？』

『まあまあ、腹が減っては軍いくさはできぬ、との格言もございますし』

　ハッサンが取りなすように、クララをなだめる。

『それにしても、この人ごみの中からたった二人の人間を捜し出すのは、中々の難事ですな。かといって官憲に通報しましては、話が大きくなりますし──おや？』

　ハッサンのいぶかしげな声に、ユースフが振ふり返る。

『見つけたか？』

『いえ、タツヤ殿どのがこちらへ』




　幸運にもと言うべきか、アデリーナたちはすぐに見つかった。

『いたかリーナ。あのー、そのー、ちょっと頼みがあるんだ』

『わたしにか？』

　単刀直入に切り出した達哉に対し、アデリーナは少しとまどっている。

『それがだな。実はうちのクラスでやる英語劇で──』

　つっかえつっかえ、事情を説明する達哉。

『それで、お前に代役を頼みたいんだが、どうだ？』

『……何かと言えば、そんなことか』

　やや不ふ機き嫌げんそうな表情で、アデリーナは達哉をにらんだ。

『君は今の状じよう況きようを理解しているのか？　凶きよう悪あくなテロリストがこの学校に潜せん伏ぷくしているのだぞ』

『いや、タコ焼き食いながら言われても……』

　真しん剣けんな表情でタコ焼きを頬ばるアデリーナに、達哉は重ねて頼みこんだ。

『とにかく、来るだけでもいいから来てくれないか？　俺の顔を立てると思ってさ』

『む……』

　最後は拝おがみ倒たおし。両手を合わせ、深々と頭を下げる。

『仕方ないな』

　嘆たん息そくしながらも、アデリーナはうなずいた。

『やってくれるのか？』

『とりあえず行ってみるだけだ。まだ劇に出るとは言ってないぞ』

『いや、それで十分だ。ありがとう』

　そうアデリーナに礼を言った達哉だが、ついでにサミーラにも声をかけてみた。

『サミーラ、お前さんはどうだ？　鬼の親玉は二人いるんだけど』

『……絶対に無理』

『そ、そうか』

『……私、実は超ちようあがり症しよう』

『嘘うそをつけ嘘を!!』

　しれっと答える侍女の娘むすめに、達哉は思わずつっこんだ。




「助っ人を連れてきたぞ、一応」

　アデリーナを連れ、体育館のステージ裏に戻もどってきた達哉。突とつ如じよとして現れた金きん髪ぱつの美少女に、三組の皆みんなは驚おどろいた。

『久しぶりだな、カエデにケンジ』

「わわ、アデリーナさん──ええっと、ナイス、トゥ、ミーチュー」

「楓さん、それは違ちがうだろ。こちらこそ久しぶりだね、ケレンスカヤさん。協力に感謝します」

『いや、まだ劇に出るとは決めていないのだが』

　握あく手しゆを交かわす、楓・健司とアデリーナ。意思の疎そ通つうはなんとかできているようだ。

「おい、市之瀬に牧村」

「何ですか、先生」

「助っ人って、まさか、この人か？」

「そうです！」
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　呆れかえった小野寺の前で、楓は力強くうなずく。

「いやちょっと待て、完全に学外の部外者じゃないか？　それも外人だぞ？」

「外人だからいいんじゃないですか。英語ペラペラですし」

「それはそうだが」

『いや、まだ劇に出るとは決めていないのだが』

　腕うでを組み困こん惑わくする小野寺を、今度は達哉が説得にかかった。

「オノＤ、じゃなかった先生。こいつ──アデリーナは悪いヤツじゃないし。その、どうせダメになるなら、せめてやるだけやらせてくれませんか？」

「うーん」

　押おし黙だまった小野寺だが、大きくうなずく。

「分かった、やってみろ。責任は俺が取る」

『いや、まだ劇に出るとは決めていないのだが』

「ありがとうございます、先生」

　ほっと胸をなで下ろす達哉。

「なあ楓、そっちはどうだった？　もう一人の鬼おに役は何とかなりそうか？」

　その問いに、楓はうなずいた。

「うん、ばっちり。うってつけの人がいたから」

「市之瀬も人が悪いね。他ほかにも心当たりがいたんなら、早めに言ってくれたらよかったのに」

「は？」

　二人の発言の意味が分からず、達哉はけげんそうな顔をする。

「どういうことだ？」

「え、だってこの人、タッくんの友達なんでしょ？──ねえ、三条さん」

「はい」

「────!?」

『!!』

　楓にうながされ、現れた人ひと影かげ。その姿に、達哉とアデリーナは息を呑のむ。

「事情は、牧島さんから聞かせていただきました」

　芝しば居いがかった仕草で、菊乃は手を胸の前で組む。

「ご存じの通り、わたくし英語にも体術にも、多少の心得があります。そこでご協力を申し出たところ、皆みな様さまから快く受け入れていただきまして」

　その隣となりで、楓が大きくうなずいている。

「タッくんの知り合いなんでしょ？　頼たのもうよ」

「む、むむ」

　口元をへの字にした達哉だが、渋しぶ々しぶと声をしぼり出す。

「……今回だけは、頼む」

「ええ、喜んで」

　無む邪じや気きな笑え顔がおで答える菊乃。

（野放しにするよりも近くで監かん視ししていた方がいいよな。リーナも一いつ緒しよだし）

　内心で必死に屁へ理り屈くつをこね回し、自己正当化しておく。

『じゃ、じゃあもう時間がないし、二人とも頼む』

『ええ』

『…………』

　警けい戒かいしながら立ち上がったアデリーナだが、大人しくその言葉に従った。




　体育館の舞ぶ台たい裏うらには、いくつかの小部屋が付ふ随ずいしている。その一つ、女子用の更こう衣い室として使われている部屋に、アデリーナと菊乃は案内された。

「じゃあ、ちょっと待っててね。台本と衣い装しようを取ってくるから」

　足早に立ち去る楓。残されたアデリーナは、菊乃をじっとにらむ。

『貴様、何を企たくらんでいる』

『はてさて、何をおっしゃいますのやら』

　菊乃の方は、対照的に柔やわらかな笑みを毛筋ほども崩くずしていない。

『わたくしはただ、達哉さんやあなたと一緒にこの文化祭を楽しみたいだけです。一緒にお芝居を演じられるなんて、まるで夢みたい』

　うっとりと夢見るようなまなざしの菊乃に向かって、アデリーナは無言の一歩を踏ふみ出す。ジャケットの下に隠かくし持もった小型自動拳銃マカロフの重さを再確かく認にん。

『あら、いやですわアデリーナさん。そんな無ぶ粋すいな真ま似ね』

　残念そうにつぶやいた菊乃が、どこからともなく小さなリモコンを取り出した。ハッと息を呑むアデリーナ。

『それはまさか──』

『ええ、爆ばく弾だんのスイッチです。保険のため、校内のあちこちに仕し掛かけさせていただきました』

　今までと何かが変わった微笑ほほえみに、アデリーナの背筋が凍こおりついた。

『貴様』

『このままでは、あなた方とは劇ではなく花火を楽しむことになりそうですね。地上の花火というのも良いものですよ。綺き麗れいな赤い花も咲さきますし』

『くっ』

『でもわたくし、花火よりお芝居の方が好きなんです。どうでしょうアデリーナさん、ご協力願えないでしょうか』

　ごくわずかな沈ちん黙もくの後、アデリーナはうなずく。ここは少しでも時間を稼かせぎ、その隙すきに対策を練らなければ。

「ど、どうしたの二人とも？」

　戻ってきた楓は、更衣室の異様な雰ふん囲い気きにひどく戸と惑まどった。
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　午後二時前。

　三年三組による英語劇『桃もも太た郎ろう』の開幕を目前に控ひかえ、体育館には観客が集まりつつあった。

　客の入りは七割ほど。とっつきにくい英語劇としては、まずまずの盛せい況きようだろう。

「クララちゃん、桃太郎って知ってる？」

「まだアタシが小さいころ、パパが話してくれた。確か混こん沌とんの軍勢が棲すまうデーモンの島に、光の勇者と三人の仲間が挑いどむ大河ファンタジーだろ？」

「そ、それはちょっと違うと思うな」

　客席の片かた隅すみで、由加里とクララがささやき合う。そんな少女二人に、ユースフは小さく笑った。

「何にせよ、楽しめそうだな」

　スルスルとステージの幕が開く。パラパラ周囲からあがる拍はく手しゆ。

『昔々あるところに、Once　upon　a　time　おじいさんとsomewhere,　おばあさんがthere　lived住んでいました　an　old　man　and　an　old　woman.。ある日One　day、おじいさんはthe　old　man　went　to　the山へ柴刈りに　forest　to　collect　firewoods,、おばあさんは　and　the　old　woman　went　to川へ洗濯に行きました　the　river　to　wash　clothes.──』

　静かに流れるナレーションと共に、舞台は始まった。




　日本人なら誰だれもが知っている桃太郎の話だが、英語になっているだけで雰囲気はずいぶんと変わる。

『どんぶらこRolling　and　bobbing,　、どんぶらこRolling　and　bobbing』と流れてくる桃や、お腰こしに付けたきび団子millet　dumplingsなどは、妙みようなユーモアで客の笑いを誘さそった。

「素人しろうと芝居にしては、中々のものだな」

　幕間に、ユースフがやや感心したようにつぶやく。

「常ならぬ生まれの英えい雄ゆうが、世に仇あだなす悪あつ鬼きを討つか。ペルシアの英雄ロシュタムを思い出すな。しかし──」

「どうしたんですか？」

　眉まゆをひそめたユースフを、由加里はけげんそうに見やる。

「いや、おそらく考え過ぎだろう」




　舞台は進む。

『長い旅の末After　a　long　jorney,　、とうとう目的地がtheir　destination見えてきました　came　in　view.。海の中からOgre's　Island,つき出ている岩山の島　it's　that　mountain、それが鬼ヶ島ですjutting　out　of　the　sea.』

　いよいよ桃太郎──達哉たちと三匹びきのお供が鬼ヶ島に上陸。

『日本一のMy　name　is　Momotaro.桃太郎　Number　one　in　Japan！』

　桃太郎の名乗りと共に、派手な立ち回りが始まり、鬼たちはバッタバッタと薙なぎ払はらわれていく。

『桃太郎たちの強いことHow　strong　、強いことMomotaro　was.。しかしBut　then,　、そこへ怒った鬼の親分がthe　king　of　ogres　appearedあらわれました　with　boiling　rage.』

　ナレーションに乗って現れた『鬼の親分』の姿に、体育館が沸わき立った。




『こしゃくな、小僧めYou　cheeky　little　runt.。我々が相手だGet　them!』

　現れた『鬼の親玉』の口上を耳にしながら、達哉は硬こう直ちよくした。

　鬼の扮ふん装そうをしたアデリーナと菊乃──それはいい。問題は二人の衣装だった。予定では緩ゆるやかなタイツのはずだったのが、大おお幅はばに布地が減少している。

　髪かみの間からのぞく付け角をのぞき、二人が身につけているのは、鮮あざやかな黄色と黒のスプライトの布きれ。それを申しわけ程度に、胸と腰に巻き付けている。

　ぶっちゃけ虎とら縞しまビキニだった。

（楓のヤツ、何て衣装を用意しやがった!!）

　内心で達哉は絶ぜつ叫きようした。

　横目で客席を見やると、男たちの歓かん声せいを聞きつけてどんどん客が押しかけていた。

　その期待通りと言うべきか、アデリーナも菊乃も白い肌はだと見事なプロポーションを晒さらしている。

　さすがに恥はずかしいのか、アデリーナはかすかに頬ほおを赤らめて視線をそらしていた。一方の菊乃は、むしろ陶とう然ぜんとした笑みを浮うかべている。

　これはいけない。目の毒だ。

（そういや昔、こんな格好したヒロインが出るアニメがあったなあ……）

　半ば麻ま痺ひした脳で、現実逃とう避ひ気味に思考を迷走させる達哉。

　と、その目前で、三匹のお供──犬・猿さる・雉きじ（の着ぐるみを着たクラスメイト）がそろって振ふり向く。

　目の色が、尋じん常じようではない。

『お前ら、何をしているWhat　the　hell!?』

　相当に引きながら、アドリブの英語で問い質ただす達哉──もとい桃太郎。同時に、犬・猿・雉が一いつ斉せいに飛びかかってくる。

　あろうことか、桃太郎に向かって。

『裏切り御免URAGIRIGOMEN!!』

『返り忠KAERICHU!!』

『下克上GEKOKUJO!!』

　口々に叫さけぶ裏切り者の姿に、桃太郎は絶叫した。

『せめて英語で話しやがれSpeak　in　English,　at　least──!!』

　それでもまだ剣けんを手放さず、絶望的な戦いに挑む英雄の姿は、どこまでも悲ひ壮そうで美しかった。
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「何これ？」

「さ、さあ？」

　奇き怪かいなアドリブに、口をあんぐりあける由加里とクララ。その側そばで、ユースフは沈ちん痛つうな表情をしている。

「やはり、こうなったか」

　つぶやく言葉は、ひどく苦かった。

「物で買った兵では、真の忠義は期待できぬのだ。土ど壇たん場ばでそれ以上の利をちらつかせれば、このような裏切りもありえる。そう、一九世紀の初頭にオスマン朝のエジプト総そう督とくムハンマド・アリー・パシャが、アラビアのサウド王国を攻せめた時──」

「いやいや、そんな小難しい話じゃねーから」

　やおら語り出したユースフに、クララはパタパタと手を振る。由加里もうなずく。

「単に、アデリーナさんたちのお色気に目がくらんだだけだよね」

「そうか。女の色いろ香かは、時としていかなる英えい傑けつをも惑まどわせる。たとえば、千夜一夜物語りアラビアンナイトの序章を紐ひも解とけば──」

「それ、もういいって」

　うんざりとクララがつぶやく。

　ステージでは奮戦虚むなしく散った桃太郎が、犬・猿・雉によって簀す巻まきにされ、鬼おにたちに『献けん上じよう』されている。

　万ばん雷らいの拍手の中、静かに幕が下りた。
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『ああ、楽しかったです。そうは思いませんか、アデリーナさん』

『…………』

　ステージ裏の女子更こう衣い室、アデリーナは無言で菊乃の様子をうかがっていた。着き替がえながらも菊乃の手は、いまだにリモコンから離はなれていない。

（まだだ、まだチャンスはある）

　舞台衣装のまま、アデリーナは菊乃の一挙一動に集中し続ける。

『できれば、達哉さんには私自身で縄なわをかけたかったのですが』

　服を着替え、恍こう惚こつの笑みを浮かべる菊乃だが、ふと天てん井じようを見上げる。

『この部屋は、少々暗すぎますね』

　言うなり菊乃は、リモコンのスイッチを無造作に押しこんだ。

『────』

　身を固くしたアデリーナの頭上で──更衣室の照明が一段と明るくなった。

『ま、まさか、そのリモコン……』

『ええ。このリモコンは元々、この部屋の備品を拝借したものですから。そもそも爆ばく弾だんをもちこむ時間も手段もありませんでしたし』

　まったく悪びれず、菊乃はクスリと笑った。

『まさかこんな冗じよう談だんを真に受けるとは思いませんでした。本当に素す直なおな方ですね、アデリーナさんは』

　立ちつくし、肩かたを震ふるわせるアデリーナを残し、菊乃は立ち去った。




「せ、正義が負けた」

　体育館の舞ぶ台たい裏うらで、達哉はブツブツつぶやく。

　ちなみに不届きな裏切り者たちは、恍惚の表情で凱がい歌かを上げている。

「いいんじゃない。お客さんにはバカウケだったし」

　悪びれずに笑った楓が、缶かんコーヒーを差し出す。

「オノＤは、頭抱かかえてるみたいだけどね」

　苦く悩のうする小野寺の姿に、健司も苦く笑しようしている。

「なあ楓」

「何、タッくん？」

　やや表情を改めた達哉に、楓は軽く首を傾かしげた。

「本当に、これで良かったのか、お前？　何かあいつらのせいで、色々と滅め茶ちや苦く茶ちやになっちまったけど」

「何を言ってんのよ」

　答える楓の声は、あくまで明るかった。

「大体、アデリーナさんたちがいなかったらこの劇そのものができなかったんだし。本当にタッくんたちには感謝しているんだよ」

「そうか」

「うん、だからタッくんはもう行ってあげて」

　楓が見やった先には、どこか悄しよう然ぜんとしたアデリーナが立っていた。

「色々と無理押しつけたり、悪ふざけに巻きこんだりしちゃったから。ちゃんとフォローしてくれると嬉うれしいな」

「そうだな」

　答えた達哉は、足早にアデリーナの元へ向かった。




「はい、承知しました。明日あしたには戻もどります、ステファン・イリイチ」

　ミハイロフへの報告を終え、旭は携けい帯たい電でん話わを仕し舞まった。テーブルの向かいでは、菊乃が気だるげな仕草で、ステーキにナイフを入れていた。

　陣代高校近くのファミリーレストランで、姉弟きようだいは平然と食事を続けている。

「ステンカ小お父じさまは、何ておっしゃってた？」

「次はアフリカだってさ。忙いそがしくなりそうだ」

「そう、休きゆう暇かは終わりね」

　菊乃はブ厚いレアの肉を切り分ける。スッとした手て応ごたえと共にこぼれる、血の混じった赤い肉にく汁じゆう。

　だめだ、足りない──

　こんな感覚では、本物にはとうてい及およばない。生きた標的にナイフを突つき立てる、あの感かん触しよくには。

　切り裂さく肉の瑞みず々みずしさ──

　浴びる血しぶきの熱さと甘さ──

「せっかく浸ひたってるところ悪いけどさ、まだ一度も殺したことがないよね、姉さん」

　弟のいくぶん辟へき易えきしたつぶやきが、菊乃を現実に引き戻した。頬ほおにサッと朱しゆがさす。

「わ、わたくしはいつも本気よ。敵に情けをかけたことなどありません」

「そうだよね。いつもあれだけ殺やる気満々なのになぜか誰だれも殺せないとか、逆にすごい才能だと思うよ」

「…………」

「おかげで仕事は成功してるのに目もく撃げき者も増えてるから、妙みように僕たちの名前まで売れてきたし」

　旭の声には、なぜか諦てい観かんの響ひびきがあった。

「そうね。でも今までわたくしが人を殺せなかったのは、それに相応ふさわしい相手がいなかったからだと思うの」

「どういうこと？」

　菊乃の脳のう裏りに、先ほど会った青年の面おも影かげが浮うかぶ。

　ＡＳ─１を駆かり、完かん膚ぷ無きまでに自分を破ったＡＳオペレータ。その名前を、菊乃は舌先で甘く転がす。

「市之瀬、達哉……」

　胸の前で、そっと両手を組む。

「きっとあの人になら、わたくしの初めてを捧ささげられると思うの」

　夢見る乙女おとめのまなざしでとんでもなく物ぶつ騒そうなことをつぶやく姉の姿に、旭は心底からため息をついた。

「そんな、ハーレクインの処女ヒロインみたいなこと言われてもなあ。確かに初めて人を殺すことを『童どう貞ていを捨てる』ってたとえることはあるけど」

「旭！　処女とか童貞とか、あなたなんて破は廉れん恥ちなことを！　いやらしい」

「……破廉恥なのは、姉さんの頭の中だろ」




『不覚を取った』

　昼下がりの校庭をぶらつきながら、ブツブツとつぶやくアデリーナ。

『あのテロリストどもを取り逃にがしてしまうとは』

『いいんじゃないのか、もう。あいつら本当に、ただ遊びに来ただけみたいだしさ』

　のんびりと答えた達哉を、アデリーナはじろりとにらんだ。

『なんだタツヤ、その腑ふ抜ぬけた顔は』

『い、いや別に』

『そもそもだな、わたしがこんな辱はずかしめを受けたのは君のせいなのだぞ』

　今度は矛ほこ先さきがこちらに向いてきた。あわてて表情を取り繕つくろいながら、それでも達哉は満足していた。

　こんなたわいのないやり取りが、とても心ここ地ちよい。

（文化祭に誘さそって正解だったな）

『聞いているのか』

『だから悪かったって──おや？』

『む？』

　不意に、達哉とアデリーナの携帯が同時に鳴る。メールの着信音だ。

「溝みぞ呂ろ木ぎのセンセイからか。一体、何の──」

　メールを確かめた達哉は、驚おどろきに目を見開いた。

『…………』

　アデリーナもまた、携帯の画面を凝ぎよう視ししている。

『──お、おい、どういうことだよこれ？』

　驚き戸と惑まどう達哉を、アデリーナが振ふり向いた。心なしか、青ざめた顔をしている。

『タツヤ……』

『ど、どうした？』

『悪いが、もうこれでわたしは帰る。ユカリたちによろしく頼たのむ』

『え？』

　言うなりアデリーナは、早足でつかつかと歩き出した。

『お、おい、何だよそれ』

『ついて来るな!!』

　らしくない大声に、達哉の足が止まった。

『頼むから、来ないでくれ……』

　消え入りそうな声でそれだけを告げ、アデリーナは走り去る。突とつ然ぜんの修しゆ羅ら場ばに周囲の視線が集まる中、達哉はその後を追うこともできずに呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた。




『ｔｏ　ＡＳ教導課のロッキンポども

　ＡＳ─１の専任オペレータは、イチノセ・タツヤで決定な　ｂｙミゾロギ』








第三話　祭りの後









　　　　１




「ダグ、ＡＳ─１のテスト結果には目を通してもらえましたか」

「今からだ。すまんなベル。それにドクター」

　昼下がりのＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．総合キャンプのオフィス。ベルトランの呼びかけに、バクスターはタブレット型の情報端たん末まつから顔を上げる。

　デスクの前に、ベルトランと溝みぞ呂ろ木ぎが立っていた。

「悪いが、少し待ってくれ」

「忙しいもんだな、試験官殿どの」

「…………」

　茶々を入れられたバクスターは、憮ぶ然ぜんとしながらもＡＳ─１のテスト結果のファイルを開いた。

　まず細かいデータは無視し、ざっと目を通して当たりをつける。

「やはり、リーナがトップか。次点でユースフと」

「はい。他ほかは有あり体ていに言ってドングリの背比べですね」

「斬ざん新しんすぎるシステムに戸惑っているとはいえ、こうまでも若い連中に差を付けられるとはな」

「チキン野や郎ろうが多すぎるんだよ。どうせならあの坊ぼう主ずみたいに、前のめりにぶっ倒たおれてみろってんだ」

　溝呂木の放言に、今度はベルトランが眉まゆをひそめた。

「やはり兵士は、兵器に確実な作動や動作を求めたがるものですから。今の段階ではベテランほど懐かい疑ぎ的になるのは仕方ないでしょう」

「それでもいささか情けない。乗っていない俺が言えた筋合いでもないがな」

　嘆たん息そくしたバクスターだが、気を取り直したように言葉を続ける。

「リーナをメイン、ユースフが控ひかえで決まりか。正式な決定は、社長が戻ってからのことになるが」

「そうなりますね」

　うなずき合うバクスターとベルトラン。と、そこで溝呂木が口を挟はさむ。

「あー、そのことだがな……」




　晴れ渡わたった群ぐん青じよう色いろの空に、星が一つ二つ瞬またたき始める。

　夜の帳とばりが下りかけた校庭を煌こう々こうと照らすのは、その中央で焚たかれた巨きよ大だいなファイアストームだった。

　二日にわたって繰くり広げられた、第六二回・陣じん高こう祭さい。その後夜祭が始まった。

「ほら、市いち之の瀬せ」

「お、サンクス」

　燃えさかる炎ほのおを見つめながら、達たつ哉やは健けん司じから缶かんコーヒーを受け取った。踊おどり狂くるう紅くれないが、二人の顔に複雑な陰いん影えいを描えがく。

　ファイアストームの周囲にはステージが組まれており、早くも軽音部が演奏を始めていた。ちらほらと集まったギャラリーが声せい援えんを送っている。

　他にもステージを冷やかす者。それらを遠目で見守りながら片付けを続ける者。目を凝こらせば物もの陰かげで抱だき合っている男女までいた。

　踊る炎そのものの、無む秩ちつ序じよで活気に満ちた陽気なざわめき──だが、そこに一いち抹まつの寂さびしさを感じるのは、果たしてなぜだろうか。

「残念だったよね」

「あ？」

「どうせならケレンスカヤさんたちにも、これを見せたかったんじゃないかい？」

「ん、まあな」

　健司の言葉に、達哉は言葉を濁にごした。

　昨日の溝呂木からのメールの後、アデリーナのみならずクララやユースフたちもトンボ帰りでＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．に戻もどったのだった。

「ケンカでもしたのかい？」

「いや、ケンカってわけじゃないんだが、ちょっとぎくしゃくしちまって……」

　ポツポツと、達哉は健司におおまかな事情を説明する。もちろん、ＡＳ関連のことは誤ご魔ま化かしながら。

「なるほど……」

　最初は聞き流していた健司だが、その表情が徐じよ々じよに真ま面じ目めなものへと変わっていく。

「つまりテストの成績ではケレンスカヤさんがトップだったのに、なぜか最下位のお前が大抜ばつ擢てきされたのかい？」

「──そういうわけだ。その、あいつらしくないんだよ。そりゃ、リーナも面おも白しろくはないだろうけどさ。それでも、いつもは上からの命令に素す直なおで従順だし、あんな態度は初めて見たんだ」

　最後は段々と、愚ぐ痴ちの吐はき出しになってきた。

「何でなのか、分からないんだよ。明日あした、日本から機材を運ぶ便が出るんでそれに同乗して戻るんだけどさ、どんな顔してあいつに会えばいいんだろ」

「…………」

　しばらく考えこんでいた健司が、ためらいがちに口を開いた。

「ひょっとして──」

「ん、どうした？」

「ケレンスカヤさんのことだけどさ。ひょっとして彼女、お前に嫉しつ妬としているんじゃないのか？」

「……は？」

　思ってもみない言葉に、達哉は目を瞬しばたたかせた。

「何を言ってるんだ、お前？」

「香か山やまとのことを覚えているかい？」

「香山？　あー──」

　不ふ愉ゆ快かいな記き憶おくを思い出し、達哉は顔をしかめる。

「英研のあいつか。一時期、妙みように突つっかかってきた」

　香山とは達哉たちと同学年で、英語研究会の会長だった男子生徒だ。

　一学期に達哉がＴＯＥＩＣで九〇〇点台を取った直後のことだが、それが気に入らなかったらしい香山に何度か絡からまれたことがある。健司や楓かえでが仲裁してくれたため、それほどの大事にはならなかったが。

「そりゃまあ、あいつの気持ちも分からないわけじゃないけどよ。でも俺だって、鼻歌交じりで英語が使えるようになった訳じゃないぞ。ケイト先生とのデートのためにだな、それこそ寝ねる間も惜おしんで猛もう勉べん強きよう──」

　そこでようやく、達哉は健司の言いたいことに気づいた。

「お前、リーナも同じだって言いたいのか？」

「…………」

　無言のまま、健司はうなずく。

「い、いや、それはないって。ハハハ、何を言ってんだよ」

　大きく手を振る達哉。笑い飛ばそうとして失敗し、引きつったような表情が浮うかぶ。

「あいつはな、その、全然違ちがうんだよ。俺たちとはな。子供のころから兵──じゃなくって、ええと……と、とにかく一〇年以上もこの世界でメシを食ってて、俺なんかとは比べものにならない腕うで前まえで──」

「僕にはそういうインストラクターの世界のことは分からない。でも一〇年やってきたベテランが、始めて数か月の新人に一いつ杯ぱい食わされたわけだろ？　不愉快に思って当然じゃないかな」

「そんなことない！」

　達哉の声は、自分の耳にも空々しく響ひびく。

「あいつはいつもクールで冷静で、つまらない嫉妬とかするやつじゃないんだよ！」

「本当に、分からないのか」

　ひどく冷めた声で、そっぽを向いたまま健司は言った。

「そういう無神経なところ、無む性しように腹が立つんだよね」

「武たけ村むら、お前──？」

　親友が初めて見せる態度に気け圧おされ、達哉は息を呑のんだ。

「…………」

　うつむき、黙だまりこんだ健司。その横顔には、様々な感情が渦うず巻まいている。怒おこっているような、悔くやんでいるような、恥はじているような──

　と、重い沈ちん黙もくに耐たえられなくなったように、健司が掠かすれた声をしぼり出した。

「──すまない、市之瀬」

「あ、ああ……」

　健司の謝罪に、達哉は逆に動どう揺ようする。何か答えようと思うのだが言葉が出ない。乾かわいた口を、無理矢理開いた時だった。

「おーい、タッくんにケンちゃん！」

　気まずい空気を、明るい少女の声が破る。

　楓だった。両手にビニールの包みを下げ、早足で駆かけ寄ってくる。

「お腹なか空すいたでしょ？　他のクラスの出店から、余り物を色々と買い叩たたいてきたんだ。ほら」

　食べ物や飲み物を満まん載さいしたビニール袋ぶくろをかかげ、自じ慢まん気げに笑う楓。そこでようやく達哉と健司の間の空気に気づき、眼鏡の下で目を細める。

「どうしたの二人とも？　ひょっとしてケンカ？」

「はは、まさか。ちょっと色々と話しこんでただけだよ」

　いつもの朗ほがらかな笑えみを浮かべた健司は、包みの中から焼きそばのパックを取った。

「これ、もらうよ。お金は後で割わり勘かんかな」

「ふーん。ま、何もなかったならそれでいいけどね」
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　軽く口を尖とがらせた楓だが、今度は達哉に向かって包みを突き出す。

「ほら、タッくんも何か食べなよ」

「あ、ああ。じゃあ、こいつで」

　まだ戸と惑まどっていながらも、達哉はフライドチキンを口にする。すっかり冷めた肉はパサパサしていて、何の味もしなかった。




　溝呂木克かつ郎ろうはＡＳ─１〈ブレイズ・レイヴン〉の開発主任であり、現在は日本側の代表としてＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．に出向している。

　当然ながらＡＳ─１の試験に当たってはＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．側と綿密な打ち合わせが必要だ。また、様々な助言や要望を伝えることも多々ある。

　そのためＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．総合キャンプでは、溝呂木のためオフィスのすぐ側そばに部屋を提供していた。

　本来はあくまでも仕事用の部屋なのだが、溝呂木はこれ幸いと寝ね泊とまりまでしている。わざわざ宿舎まで戻るのが面めん倒どうらしい。

　溝呂木が暮らし始めて一ひと月つき足らず、すでに部屋は混こん沌とんの海に呑まれかけていた。

　スピーカーから大音量のシャウトがガンガンに響き渡わたる。

　金に糸目をつけず買いそろえた、高級なハイエンドオーディオ機器の数々。プレーヤーやアンプ、スピーカーの間をいくつものケーブルが這はい回っている。

　さらに室内のいたるところにＣＤが積み重ねられており、足の踏ふみ場もないほどだ。

　そんなロッケンロールの魔ま窟くつが、久しぶりの客人を迎むかえていた。

「……納なつ得とくがいかない、ドクター」

「ああ、何だって!?」

　押し殺したアデリーナの声に、溝呂木は横おう柄へいな態度で聞き返した。

　スピーカーから響き渡る大音量のせいで、アデリーナの声は完全にかき消されていた。

「納得がいかない、ドクター！」

「聞こえねえ!?」

「納得がいかないと言っているのだ!!」

「だから聞こえね──うぉっ!?」

　ついに業ごうを煮にやしたアデリーナが、コンポのコンセントを引っこ抜ぬいた。鳴り響くビートが瞬しゆん時じに途と切ぎれ、静せい寂じやくが部屋を支配する。

「ったく、いいところだったのによ」

「話を聞かないそちらが悪い」

　アデリーナはきっぱりと言い切った。

「なるほど、これがロックとやらか」

　一方、同行していたユースフは、興きよう味み津しん々しんといった様子で部屋を見回していた。と、その目が壁かべにデカデカと貼はられたポスターに止まる。

「これは？」

「エイキチ・ヤザワ──俺にとっての神ゴツドだよ」

「これがそなたの神か。だが、偶ぐう像ぞう崇すう拝はいは感心せぬな」

「ああ？　ヤザワを偶像アイドルなんぞと一いつ緒しよにしてんじゃねえよ、このタコ」

「神の絵図であっても、偶像ではないと？　ふむ、これは中々に興味深い命題だ」

　噛かみ合わない会話を続けるユースフと溝呂木を、アデリーナは相当に不ふ穏おん当とうな目つきでにらんだ。

「本題に入りたいのだが、よろしいだろうかドクター？」

「ＯＫ分かった了りよう解かいした、だから落ち着けよ嬢じようちゃん」

　アデリーナの声も物もの腰ごしも平静さを取り戻もどしていたが、それだけに異様な迫はく力りよくがある。珍めずらしく気圧された溝呂木の眼前に、アデリーナはわざわざプリントアウトした書類の束をつきつけた。

「試験の結果は見せてもらった。わたしがトップ、次いでユースフだ。なのになぜ、最下位のタツヤを選んだのか。納得できる説明をもらいたい」

「私としても説明を求めたいものだ。〈レイヴン〉の試験は、私にとってＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．での初仕事になっているのだからな」

　ユースフもまた、そこに言葉を挟はさんだ。

「それがこういった──そう、『ケチのつき始め』になってしまったのでは、いささか納得しかねる。もしやタツヤが日本人だからか？　日本製の新型ＡＳである以上、テストオペレータも日本人の方が宣伝になると？」

「んなセコい真ま似ねなんぞ、誰だれがするかよ。コネまみれの音サウンドなんぞ、心ハートにも魂ソウルにも響かねえっての」

　ふて腐くされたように舌打ちした溝呂木が、タバコをくわえて火をつける。

「俺があの坊ぼう主ずを選んだのは、純じゆん粋すいな実力だ。要するに、アレだ。こないだのドンパチだよ」

　その言葉に、アデリーナの眉まゆが小さく動く。

「〈セプター〉との戦せん闘とうか？」

「おう、あの戦いでのデータ解かい析せきが、ようやく終わったんだわ。えーっと、確かここらへんに……」

　自分の情報端たん末まつを取り出した溝呂木が、手て際ぎわよくファイルを開く。

　それにざっと目を通したアデリーナが、眉をひそめた。

「このデータ、欠損だらけなのだが」

「そりゃま、ぶっつけ本番で全く何の用意もなかったからな。それでも、ここらへんの数値とか見ろよ。どうだ、ビンビンに来るだろ」

「…………」

　黙だまりこくるアデリーナに代わり、ユースフが嘆たん息そくする。

「『訓練は血の流れぬ実戦であれ、実戦は血の流れる訓練であれ』──なるほど、裏付けがあるのは理解した」

「ま、フェアじゃないってのは俺にも分かってるよ」

　さすがの溝呂木も、少々バツが悪そうだった。

「それにしてもよ、嬢ちゃん」

「なんだ」

「そんなにＡＳ─１に乗りたかったのかい？」

「……え？」

　溝呂木の問いに、アデリーナは戸惑った。

「それは、もちろん──」

　興味はある。画期的な新機能を搭とう載さいした新型機だ。テストオペレータとして乗りこみ、調整を繰くり返しながら機体を実戦レベルまで仕上げるのは、やりがいのある『愉たのしい』仕事だろう。

　だが、逆に言えばそれだけだ。

　あくまで会社の業務であり、仕事の一いつ環かんなのだ。いつもの自分でも、外されて落らく胆たんくらいはするかもしれない。だがこうやって、責任者の部屋に抗こう議ぎのため押しかけたりすることなどは考えられない。

（なぜ、私は……）

　アデリーナの沈ちん黙もくと戸惑いをどう思ったのか、溝呂木は話を続けた。

「とはいえそう落ちこむなよ。実は恵比寿重工ＥＨＩの方でＡＳ─１の二号機が組み上がってな」

　盛せい大だいに紫し煙えんを吐はき出しながら、今度こそ溝呂木は自じ慢まん気げにニヤリと笑う。

「二号機、だと？」

「ほう、となればその機体もＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．に？」

「当然な。明日にでも坊主と一緒にこっちに飛んでくる。それでその二号機を、嬢ちゃんに任せようって話に──」

　調子よく続けていた溝呂木が、ふと声をひそめる。

「どうしたよ？　二号機に乗りたくねえのか？」

「いや、別に……」

　肩かたを落としたアデリーナは、悄しよう然ぜんとした足取りで部屋を出た。




「ずいぶんと落ちこんでるみたいだぜ、リーナのやつ」

「そうか」

　同時刻のオフィス、カルロスの言葉にバクスターはうなずいた。

　ベルトランも、意外そうに首をかしげている。

「正直、彼女らしくない反応ですね」

「そうでもないさ」

　答えるバクスターの声は、どこか苦い。

「こんな業界を、腕うで一本で渡ってきたんだ。それがたかだか二ふた月つき程度の訓練しかしてないド素人しろうとに抜かれかけている。色々と思うところもあるだろう」

「でも旦だん那な、こう言っちゃなんだが、タツヤのやつはちょっと特別だろ？」

　ポツリとつぶやいたカルロスに、残る二人の視線が集まる。カルロスは、慌あわてて手を振ふった。

「別にだな、あいつに負けたから言い訳してるわけじゃないからな。それだけじゃなくてラシッドでの〈ブッシュマスター〉とか、テロ屋とのドンパチとか、色々と金星上げてるわけだしよ」

「なるほど」

　カルロスの言葉に、今度はベルトランが考えこむ。

「……カルロス、あなた自身はどうなんです？」

「は？」

「あなただってこの業界で飯を食っている以上、自分の腕に自負があるでしょう。そのＡＳの腕でイチノセくんに抜かれかねないことに、何か思うことはないのですか？」

「そりゃそうだが」

　問いかけに、カルロスは困ったような顔で天てん井じようを見上げた。

「とは言っても、タツヤにはアホみたいなポカも多いしなあ。こないだのＡＳ─１もそうだったし。何つーかムラがありすぎて、腕比べに意味があるのか良く分からんのよ、正直なところ」

「相変わらずいい加減ですね、あなたは。そんなことだから、最近の成績が頭打ちなんですよ」

「きついね、お前」

　さすがに顔をしかめるカルロス。

「むしろリーナのやつが、それくらいいい加減だったらよかったのかもな」

　と、そこでバクスターが口を挟んだ。

「あるいは競っている相手があの小こ僧ぞうでなければ──いや、無意味な仮定か」

　深い嘆息に、ベルトランとカルロスがうなずく。

「生き真ま面じ目めですからね、彼女は」

「時々忘れちまいそうになるが、あいつもまだ一八のガキなんだよな。──それにしても旦那」

「なんだ？」

「最近、リーナのことになるとやけに入れこむじゃねえかよ」

　軽口を叩たたくカルロスを、バクスターはジロリとにらむ。

「今のＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．で一番あいつと付き合いが長いのは、俺と社長だ。社長が不在の間くらい、面めん倒どうはみる」

「へえ、親心ってやつ？」

「そんなものじゃない、そんなものじゃないさ」
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「申しわけなかった」

　恵比寿重工ＥＨＩの武蔵むさし野の工場。すっかり顔なじみになった陸上自衛隊の下しも村むら一いつ佐さは、達哉に会うなり深々と頭を下げた。

「アメリカの一件では、こちらの配はい慮りよが足りないばかりにまた君を危険に巻きこんでしまった。本当にすまない」

「あー、いいですよもう」

　頭をポリポリかきながら、達哉はやや辟へき易えきした声で答えた。

「別に、自衛隊が俺たちをハメたわけじゃないですから。下村さんも、頭を上げてください」

「そう言ってもらえると、助かるよ」

「それよりも、こっちですよこっち」

　達哉はゆっくりと、後ろに立つ影かげを見上げた。

「今度は赤いんですね」

　そう、ＡＳ─１の二号機は、白と赤の二色で塗ぬられていたのだ。

　青い一号機と塗と装そう以外は全く変わらない外見なのに、ただそれだけでずいぶんと受ける印象が異なる。

「機体のカラーリング以外は、一号機と同一のスペックだよ」

「よくこんな短時間で二機目をつくれましたね」

「機体のパーツ自体はストックがあったからね。パラジウム・リアクターを含ふくめて。ただ計画が凍とう結けつされていただけで」

　達哉の質問に、下村は我が意を得たりと言わんばかりにうなずいた。

「それがこの前の一件で新にい潟がた事件の真相が分かって以来、ようやく凍結の一部が解除されてね。二号機の組み立てにもゴーサインが出たのだよ。この件については君たちに感謝してもしきれないな」

「はあ、なるほど」

「黒幕にとってはとんだ藪やぶ蛇へびだがね。結構なことだよ、実に結構だ」

　一いつ瞬しゆんだけだが下村は、実に人の悪い笑えみを浮うかべた。

（うわあ……）

「おっと、すまない」

　下村はあわてて表情を取り繕つくろう。小さな咳せき払ばらいを一つ。

「それにしても市之瀬くん」

「何ですか？」

「今日は少々、元気がないようだね」

「ん、あー、何でもありませんよ」

　言葉を濁にごす達哉。正直、昨日の健司の言葉がまだのしかかっていたのだ。

（そういう無神経なところ、無む性しように腹が立つんだよね）

　英語の猛もう勉べん強きようにもＡＳの猛特訓にも、達哉は全力でぶつかり、歯を食いしばって耐たえ、そして乗り越こえてきた。

　そういった自分の努力や成果が、他人を苛いら立だたせたり傷つけたりすることなど、考えたこともなかった。

　だが温厚な親友が、あそこまで言ったのだ。もしかして、本当に自分は無神経な人間なのだろうか？

　アデリーナが達哉のことを嫉しつ妬としているかもしれない──その指し摘てきが、しこりのように重いものを残している。

（そんなわけ、ないよな）

　悶もん々もんと、堂どう々どう巡めぐりの思考を繰り返す達哉。そんな達哉の様子を見やりながら、下村は話を変えた。

「何にせよ、これからは日本側の支し援えん態勢もある程度は整ってくる。さすがに大っぴらにとはいかないがね」

「なるほど。ってことはあの人たちも？」

　達哉が見やったのは、近くに整列した五人ほどの人影だった。その全員が、パリッとした作業服を身につけている。

「ああ。溝呂木博士から要望があってね。やはり向こうの整備スタッフだけだと、ＡＳ─１の扱あつかいは難しいのだろう？」

「そりゃまあ、あんなブッ飛んだシロモノがくっついてるわけですから」

「というわけで、うちの技研や恵え比び寿すさんの方から、特にアジャイル・スラスタの扱いに慣れたスタッフを派は遣けんすることになってね。二号機や君と一いつ緒しよに、アメリカに渡わたることになる。向こうでは、よろしく頼たのむよ」

「了りよう解かいです」

　敬礼の真ま似ね事ごとをしながら、達哉は答えた。もう一度、二号機を見上げてふと思う。

（こいつには、誰だれが乗るんだ？　やっぱりリーナ？　それなら──）




　アデリーナが野外射しや撃げき場に行った時、すでに先客が一人いた。

　ライフル用の三〇〇ヤードレンジで、クラシックなボルトアクションライフルを抱かかえた小さな人影。こりもせずキャンプに潜もぐりこんでいたクララだった。

「げ、リーナ……」

　慌てて逃にげ腰ごしになるクララだが、アデリーナは気にせずライフル用の射座に立つ。

　キャンプ内でクララを見つけたら捕つかまえて送り返すようマオに厳命されているのだが、今日はそんな気分になれなかった。

「…………？」

　チラチラとアデリーナの様子を横目でうかがっていたクララ。だが当面は安全らしいと判断し、立ち撃うちでライフルの練習を再開する。

　アデリーナもまた、膝ひざ撃うちの姿勢でオートマチックライフルを構えた。右頬ほおに銃じゆう床しようの冷たい感かん触しよくを感じつつ、スコープをのぞきこむ。

　発はつ砲ぽう。

　だが放たれた七・六二ミリ弾だんは、左下方向に大きく標的をそれていた。

「…………っ」

　辛かろうじて舌打ちをこらえ、次弾を撃つ。だが、今度は逆方向に外れた。

　自分でも、集中力が途と切ぎれているのが分かる。小さく深呼吸をし、ゆっくりと狙ねらいをつけて引き金を絞しぼる。

　乾かわいた銃声と共に、跳はね上がる銃口。

　三射目の弾丸は、ようやく標的の右みぎ端はしをかすめていた。

「ずいぶん調子がワリーみたいだな、リーナ」

　ポツリとつぶやくクララ。こちらは一射一射が確実に、三〇〇ヤード先の標的のド真ん中を撃ち抜ぬいている。

「お前は、ずいぶんと調子がいいようだな」

「んー。普ふ通つう、かな？」

　特に気負うでも自じ慢まんするでもなく、ごく自然な口調でクララは答えた。

「今日はこう、キュピンってな感じだからな。本当に調子のいい時は、キュピピピンと来るんだよ」

「…………」

「それと引き金の手て応ごたえも何だかマニュマニュになってるし、ちょっと違ちがうんだよなあ。やっぱ最近サボってるせいかなあ」

「すまない、聞いたわたしがバカだった」

　クララの感覚的かつ芸術的すぎる説明は、やはりアデリーナにとっては理解に苦しむ。

「それでよく当てられるものだ」

「アタシにとっちゃ、何で当たらないのかの方が不思議なんだけどよ」

　聞きようによってはとてつもなく傲ごう慢まんな台詞せりふを、クララは全く嫌いや味みのない口調でサラリと言い切った。

「それに、これはただの射的だよ。ようやく分かった」

「クララ？」

　軽く目を伏ふせたクララの態度を、アデリーナはいぶかしむ。

「だって実戦だと、ほとんど何の役にも立たなかった。もし新入りが助けてくれなかったら、多分アタシは死んでただろうし」

「実戦、新入り……」

　その言葉に、アデリーナの胸は疼うずく。

　こんな気持ちは初めてだった。

（なぜ……）

　確かにアデリーナにとって兵士としての技能は、今までの自分を支えてきたものだ。それは紛まぎれもない事実だ。

　ソ連崩ほう壊かい後、分ぶん離り独立したカフカース一帯で吹ふき荒あれた紛ふん争そうの嵐あらし。その中で家族と故郷を失った幼い少女にとって、兵士となる他ほかに生きる道はなかったのだから。

　だが当然ながら、今まで自分以上の才能や技術を持った兵士やＡＳオペレータを見たことは何度でもある。

　今までのアデリーナは、そんな他のオペレータの能力を見せつけられたとしても、嫉妬などしたことはなかった。驚きよう嘆たんし、あるいは羨せん望ぼうしながらも、それを自らの目標と見なして錬れん磨まを続けた。

　それなのに──

（タツヤ）

　なぜか彼に対しては、そうやって虚きよ心しんに接することができない。素す直なおにその才能や技術を喜べず、自分でも理り不ふ尽じんな態度を取ってしまう。

　ふとアデリーナの脳のう裏りを、東京で見た達哉の生活がよぎる。

　家族や友人に囲まれた、平へい穏おんな日常。昨日と同じ今日、今日と同じ明日と、繰くり返し刻まれる変わらない世界。

　アデリーナが、もはや永遠に失ってしまったもの──

（だからなのか？）

　その考えに、アデリーナは暗あん澹たんとした。

　自分は、だから達哉に嫉妬しているのだろうか？

　自分が家族や故郷を失って手にした力を、達哉は何も失わず手にしている。だから許せないのか？

　だとしたら──それは何ていびつで、卑ひ小しような考えだろうか。自分は、そんなつまらない人間だったのか。

「お、おいリーナ」

「──ん、ああ」

　クララの呼びかけに、はっとアデリーナは我に返った。

「す、すまない、少し考え事をしていた──どうした？」

「何だか、すげー落ちこんでたぞ。顔色も悪いし、大だい丈じよう夫ぶか？」

　のぞきこむクララの表情は、本気でアデリーナを心配していた。

「ああ、もちろん大丈夫だ」

「本当か？　本当に大丈夫か？」

「本当にだ。すまない、少し頭を冷やしてくる」

　頭を振ふり、立ち上がるアデリーナ。クララの視線を背に感じながら、足早に射撃場を後にした。

「何をやっているんだ、わたしは」




　前回と異なり、ＡＳ─１二号機の輸送任務は極きわめてスムーズに進しん捗ちよくしていた。

　キャンプの滑かつ走そう路ろが『事故』で使用不能になることもなければ、いきなり輸送機にロケット弾が飛んでくることもない。

　フライトは順調に進行しており、あと小一時間ほどで予定通りＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．のキャンプに到とう着ちやくする。

　輸送機のコクピットから見下ろせば、眼下にはカリフォルニアの山々が広がっていた。

「えーっと、つまり今日のうちにちゃちゃっと〈レイヴン〉のテストをやるんすか」

『そうだ。少々スケジュールが立てこんでいるのでな』

　その輸送機のコクピットで、達哉は無線通信越しにバクスターの指示を受けていた。

『リーナには二号機の馴ならしをやらせる。お前は一号機で〈レイヴン〉用新装備のテストだ。色々と持ってきているのだろう？』

「はあ、妙みようちきりんなものがいくつか」

　輸送機の貨物室に積んでいる機材を思い出しながら、達哉は答えた。

「それにしても班長」

『何だ？』

「確かにまだ昼過ぎだから時間はありますけど、日本から直行して即そく訓練ってのはキツイっすよ」

『何を甘えている、馬ば鹿か者もの』

　達哉の不平を、バクスターはにべもなく切り捨てる。

『仮にとは言え、お前もプロのＡＳオペレータだろうが。この業界で飯が食いたいのなら、この程度で音を上げるな』

「りょ、了解です、はい」

　バクスターの正論に、達哉は慌あわててうなずいた。向こうからは見えもしないのに、何度も頭を下げる。

「またどやされたのか」

　輸送機の機長が、髭ひげ面づらでニヤリと笑った。Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．兵へい站たん部門輸送課の一員で、元はアメリカ空軍の輸送機パイロットだったらしい。

　やはりＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．では、彼のように正規軍の出身が多い。社長のマオ自身からして、元はアメリカ海兵隊の所属だったそうだ。

　アデリーナのような民兵上がりや、達哉のように全くのド素人しろうとという例はあまり多くはない。

「ま、それだけ上がお前さんに期待してるってことだろうさ。頑がん張ばれよ」

「別に、きついのはいいっすよ。これでも体力には自信があるし。ただ──」

「うん？」

「あ、いや、何でもないっす」

　パイロットのけげんそうな目に、達哉は慌てて取り繕つくろう。

　実際、市之瀬建設でも遠出の時は、半日ほど移動した後に午後からそのまま作業と言うことは何度もあった。そんなことでへこたれるほどヤワではない。

　問題は──

（いきなりこのままリーナと訓練とか、辛つらいんだよなあ）

　何せあんな別れ方をした後、再会するなりいきなりその原因となった〈レイヴン〉での共同訓練なのだ。

　それを平然とこなせるほど、達哉の心臓は強くない。

（せめて訓練前に、リーナと話だけでも──）

　とはいえ、今から悩なやんでいてもしかたない。軽く頭を振って、達哉は気持ちを切り替かえる。

「じゃあ俺、貨物室に戻もどりますんで」

　パイロットにそう告げ、達哉はコクピットと貨物室を繋つなぐハシゴを下り始めた。

「おうよ──ううん」

「どうしたっすか？」

「いや、ちょっと空模様がな」

「空模様？」

　狭せまい通路から首だけを伸のばす。確かに輸送機の進路上、ちょうどＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．総合訓練キャンプの方向に、黒雲がわだかまっていた。

「こいつは、一雨来そうだな」




　曇どん天てんの下で、滑走路へのアプローチに入ったＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の輸送機を、アデリーナはじっと見上げていた。

　あれに達哉と、ＡＳ─１の二号機が乗っているのだ。

「来たか」

　静かな決意を秘め、無言のまま立ちつくすアデリーナ。白い頬ほおを、雨あま粒つぶがポツリとかすめた。
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　輸送機の到着とほぼ同時に降り出した雨は、見る見るうちにその激しさを増し、あっと言う間に天の川をひっくり返したような大雨になった。

「えらい雨だな、こいつは」

　演習場側の第二格納庫。サスペンド・モードの〈ブレイズ・レイヴン〉一号機のコクピットで、操縦服姿の達哉は呆あきれていた。

　小さな窓からのぞいた格納庫の外は、まだ三時過ぎだというのに真っ暗だ。時おり閃ひらめく雷らい光こうが、周囲の設備をまるで影かげ絵えのように黒々と浮うき上がらせる。屋内でもなお響ひびき渡わたる雨音と雷らい鳴めい。

「本当に、これでＡＳ動かして大丈夫なのかよ？」

『これはちょっと厳しいかもしれないね』

　通信機からの声は、ダニエラのものだ。新たに来た恵比寿重工ＥＨＩ側のスタッフと打ち合わせしつつ、こちらの様子も気にかけていたらしい。

『使い慣れた普ふ通つうの機体ならともかく、新型機のテストだしねえ。事故にでもなったら、元も子もないよ』

「ですよねー」

　達哉の目線は、正面に立つ自機と瓜うり二ふたつの機体──〈ブレイズ・レイヴン〉二号機に止まった。

　オペレータであるアデリーナは、まだ格納庫に来ていない。

（どうせならこのまま、中止になればいいのに）

　赤いＡＳを見ているうちに、そんな思いまでわき上がってきた。

　その思いが天に通じたのか、情報通信センターのベルトランから連れん絡らくが入った。

『イチノセくん。申しわけありませんがこの天気ですので訓練は中止です。待機に戻ってください』

「やれやれ、骨折り損かよ」

　軽口を返しながらも、達哉は内心でホッとしていた。と、その目が格納庫の一点に止まる。

　踊おどる金色のポニーテールと、背筋をピシリと伸ばした姿勢。アデリーナがようやく格納庫に来たのだ。

　まだＡＳの操縦服には着き替がえておらず、青い制服姿のままだった。

「あ……」

　達哉の指が、操縦スティックについた外部スピーカーのスイッチに伸びた。

　だが押せない。

　何か言うべきだ。『遅おそかったなリーナ』でも『今日はもう訓練中止だってよ。ま、この雨じゃ仕方ないよな』でも、何でもかまわない。

　だが、どうしても言葉が出なかった。

　達哉がためらっているうちに、アデリーナはうずくまっている二号機に向けて足早に歩み寄る。

「何やってるんだ、あいつ？」

　今日のうちに、機体のチェックだけでも済ませるつもりだろうか？　生き真ま面じ目めなアデリーナならばありそうなことだ。

　と、アデリーナが、整備員の制止を無視して、二号機に取りついた。そのままスルスルと機体をよじ登り、コクピットに乗りこむ。

「おいおい、乗っちまったよ」

　達哉がつぶやくのとほぼ同時に、二号機が起動した。軽く身を震ふるわせ、ゆっくりと立ち上がる。

　双そう眸ぼうを思わせる一いつ対ついのカメラアイににらまれ、達哉は軽くのけぞった。同時に、通信機からアデリーナの声がする。

『タツヤ、わたしと戦え』

「え？」

　言うなりアデリーナの二号機は、脇わきのハンガーからライフルとカッターを手に取る。

「いや、その、演習は中止だぞ」

『そんなことはどうでもいい。わたしは戦えと言ってるのだ』

「……え、えーっと」

　明らかにおかしなアデリーナの様子に、達哉は困こん惑わくする。そこで〈レイヴン〉同士の通信に、ベルトランの声が割りこんできた。

『何を遊んでいるのです、オシラ３にオシラ４。早く機体から降りて、待機に──』

　と、そこで通信が途と切ぎれた。数秒の沈ちん黙もくの後、再開した通信はバクスターからのものだった。

『こちらオシラ１だ。少々異例だが、模も擬ぎ戦形式の演習を開始する』

「え、本当にやるんすか？」

『ほう、俺の決定に不服があるのか小こ僧ぞう？』

「いえ、そんなことは全然まったく」

　迫はく力りよくのある低い声に、達哉は慌てて首を振ふった。

（ていうかリーナの様子があからさまに変だろ？　天気よりも、そっちの方が心配なんだけど）

　口の中でだけ、モゴモゴと不満そうにつぶやく。

『感謝する、班長』

『いいから急いで所定のポイントへ向かえ』

　格納庫の正面ゲートが、重く軋きしみながらゆっくりと開く。たちまち吹ふきこむ激しい雨風。

（しゃあねえな、気は進まないけど、やるしかないか）

　ようやく達哉も決断した。腹をくくったと呼ぶには、どうにも中ちゆう途と半はん端ぱで煮にえ切らない態度だったが。




「本当にいいのですか、これで？」

　情報通信センターで、ベルトランはバクスターをやや不ふ審しんげに見やりながらそう言った。

「スケジュールが押しているからな。確かに少々危険ではあるが、オペレータが是ぜ非ひとも望むならやるべきだろう」

　キッパリと言い切られ、ベルトランは矛ほこ先さきを溝呂木に変える。

「ドクター、あなたはどうなのです？　馴ならしもせずにいきなり模擬戦など、せっかく搬はん入にゆうした二号機に事故が起こる可能性もありますが？」

「ん、一いつ緒しよに予備の部品をゴッソリ持ってきたからな。ある程度なら事故っても問題ねーな。それによ──」

「それに？」

「ずいぶん気合い入ってるじゃねえか、嬢じようちゃん。あの本気を見てみたいんだわ」

「……分かりました」

　上司とクライアント代表がそろって賛成しているのならば致いたし方ない。ため息をつきながら、ベルトランはコンソールに向き直った。




　勝負は、数分でついた。

《胸部に被ひ弾だん、撃げき破は判定》

　演習場の市街部。ＡＩであるゴーシュの報告と同時に、〈ブレイズ・レイヴン〉一号機は動きを停止する。

　今までは名無しだった一号機のＡＩだが、達哉が専任オペレータに選せん抜ばつされたのに伴ともなって、ゴーシュのコールサインとデータが移植されている。

　同様に二号機のＡＩも、アデリーナのカラマーゾフとなっているはずだ。

「ま、こんなもんか」

　うずくまった一号機のコクピットで、達哉はつぶやいた。

　元々、ＡＳ同士の射しや撃げき戦がそう長引くことはない。

　足を止めての精密射撃か、移動しながらの牽けん制せい射撃か、それとも回かい避ひ機動に徹てつするのか──そういったオペレータ双そう方ほうの判断の組み合わせにより、長くても数分の撃うち合いで決する場合がほとんどだ。

　今回も、その例に漏もれなかった。

　最初からアジャイル・スラスタを全開にして、トリッキーな機動戦を挑いどんだ一号機。それに対しアデリーナの二号機はスラスタを極力使わない堅けん実じつな回避運動で応戦。

　そして一号機のコンデンサ電力が底を尽つき、スラスタが使用不能になったまさにその瞬しゆん間かん、狙ねらい澄すました一撃が一号機を捉とらえたのだ。

「いやー負けた負けた。やっぱり強いな、リーナ」

『…………』

　意識して明るい声を出す達哉に、アデリーナは沈黙で答える。

「おいおい、何か言ってくれよ」

『なぜ、手を抜ぬいた』

　低い声での返事。赤い一号機が、じっとこちらを見つめている。

「いや、別にわざとじゃねえよ」

　憮ぶ然ぜんと達哉は答えた。

　実際、手を抜いたわけでも、わざと負けたわけでもない。だがどうにもモチベーションが上がらなかったのは事実だったが。

『そうか……』

　ひどく不ふ吉きつな響きを孕はらんだ声。達哉はゾクリと背筋を震わせる。

　二号機が腰こしのハードポイントから単分子カッターを手に取り、構える。

「……リーナ？」

『なら、本気にさせてやろう』

　その言葉と同時に、単分子カッターに被かぶされた訓練用カバーが千切れ飛んだ。

「え？」

　二号機が単分子カッターを戦せん闘とうモードで作動させた──そう達哉が理解するには、少し時間がかかった

　チェーンソー状の微び細さいな刃やいばが訓練用カバーをずたずたに引き裂さき、長大な刀身が露あらわになる。十分以上の殺傷力を持つその刃を、二号機は突つきつけてきた。

「な、何の真ま似ねだよリーナ。冗じよう談だんにしちゃきついぞ、それ」

　青ざめ、引きつった達哉の顔。冗談めかして笑い飛ばそうとして失敗し、ひどく乾かわいた声がもれる。

『冗談……冗談に見えるのか、君には』

　そう告げながら二号機は機体をかがめ──

『わたしは本気だ！』

　一気に躍おどりかかってきた。

「──ウソだろ!?」

　驚おどろきに硬こう直ちよくする達哉。だが無意識のうちに体だけが動いた。

　左の親指で、操縦スティックのポインティング・デバイスを操作。メニューを開く。マウリッツ・システムの設定を選せん択たく──スクリーンの二号機は、大きくカッターを振りかぶっていた。

　システムからの緊きん急きゆう切断──振り下ろされる白はく刃じん──実行！

「────ッ!!」

　間かん一いつ髪ぱつ、一号機の機体は自由を取り戻もどした。ペダルを踏ふみこみ、後方に跳ちよう躍やく。ほぼ同時に、一瞬前まで一号機が存在していた空間を二号機のカッターが薙なぎ払はらう。

　斬きり飛ばされた民家の屋根が路上に落下し、建材の破は片へんが周囲に飛び散った。

（少しでも、反応が遅おくれていたら）

　つばを飲みこんだ達哉に、アデリーナからの通信が入る。

『どうした、なぜ抜かない』

　雨の中に立つ二号機の赤い機き影えいから、達哉は無言の圧力を強く感じた。九六式改や、菊きく乃のたちの〈セプター〉とよく似たこの感覚──

（まさかこれが、殺気ってヤツなのか？）

　戦せん慄りつする達哉。小刻みに震えながら、兵装管理ウインドウに表示された単分子カッターのシンボルに視線を向ける。

『わたしの本気は分かったはずだ。だから──』

　二号機がカッターを構え直すと、肩かたのスラスタにプラズマの輝かがやきが灯ともる。

『──君も本気になれ!!』

「う、うわああああっ!?」

　アジャイル・スラスタが点火。先ほどとは段だん違ちがいの速度で、二号機が突っこんでくる。

（う、受けなきゃヤバイ!!）

　抜ばつ刀とう。

　二号機の鋭するどい斬撃を、達哉の一号機は辛かろうじて受け太だ刀ちで防いだ。




「リーナ！　何のつもりですかオシラ３!?」

　情報通信センターで、叫さけぶベルトラン。だがアデリーナの二号機も達哉の一号機も、答えようとはしない。

　すでに二機とも、ＡＩはマウリッツ・システムから切断済み。もはや外部から機体を停止させることは不可能だ。

「最悪だ」

　今週は出張の仕事が多く、ＡＳ教導課の大半が機体と共に出で払はらっているのだ。今、アデリーナたちを止められそうな『戦力』は──

「待機中のオシラ５を向かわせます」

「ユースフか、急がせろ！」
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　答えるバクスターの声にも、焦しよう慮りよの色が濃こい。

「他ほかに動かせる機体は!?」

「予備の〈サベージ〉が数機。第三世代型、それもＡＳ─１が相手では分が悪すぎます」

「そうか──くそ！」

　唸うなるなり、拳こぶしをデスクに叩たたきつけるバクスター。自分の出した演習の許可と、それがもたらした結果を、激しく悔くいているのだろう。

　と、そこにくぐもった笑い声が響ひびく。

「おいおい、止めちまうのかよ。もったいない」

　溝呂木だった。

　スクリーンの中で争う二機の〈ブレイズ・レイヴン〉をにらみながら、その口元は大きく吊つり上がっている。

「ＡＳ─１同士ガチの戦闘だって!?　おうよ、こういうものを待ってたんだ、俺は！」

「ドクター、このままでは間違いなくＡＳ─１に重大な事故が──」

「どっちかがおシャカになっても構わねえよ！　このデータには、それだけの価値があるぜ!!」

　叫ぶ溝呂木の目には、狂きよう気きの炎ほのおが爛らん々らんと揺ゆれていた。

「死人が出ても良いというのですか!?」

「……そいつは困るな」

　あっさりと答える溝呂木。

「ここは一つ、死なないように本気で殺し合う──ってのは無理か？」

「無理に決まっているでしょう!!」




　風雨は刻一刻と激しさを増していった。

　嵐あらしの演習場を駆かける、二機のＡＳ。大きく開け、何の障害物も存在しない平野部で、二機の〈レイヴン〉は激しく斬り結んでいた。

「何のつもりなんだよこれは！」

　一号機のコクピットで、無線機に叫ぶ達哉。だがスクリーンの二号機は、無言のまま単分子カッターを構えている。

　轟とどろく雷らい鳴めいの中、まるで影かげ絵えのように黒々と映った二号機の姿。白刃だけが雷光を照り返して瞬またたく。

　両機の戦いは、通常のＡＳ同士の白兵戦とは全く異なっていた。

　互たがいに正面から全速で突とつ貫かんし、馬上槍やりでの一いつ騎き討うちのように交差する一瞬で斬り結ぶ反航戦。

　あるいは両機とも同方向に併へい走そうしつつ、激しく刃を交える同航戦。

　それらの戦闘機動コンバツト・マニユーバが複雑に絡からまり合い、プラズマの残光が縦じゆう横おう無む尽じんに駆け巡めぐる。アジャイル・スラスタの爆ばく発はつ的てきな速度とその持続時間の短さが、この戦術をもたらしていた。

　四度目の激げき突とつ。一号機の単分子カッターは空を切り、二号機の刃は胴どうをかすめた。衝しよう撃げきが達哉を襲おそう。

《右胴どう部ぶに損傷。二次冷れい却きやくユニット破損、出力低下》

「くっ」

　損傷は、これで三か所目。いずれも致ち命めい傷しようではないものの、出血にも似た性能低下を機体に強しいている。

「くそう……」

　なぜか、涙なみだがにじんできた。

　負けるのは悔くやしい。

　傷つくのは怖こわい。

　だがそれ以上に、アデリーナからここまで拒きよ絶ぜつされたことが無む性しように悔しかった。

「そんなに俺のことが嫌きらいなのかよ!?」




（何をしているのだ、わたしは）

　二号機のコクピットで、アデリーナは自問していた。

　とんでもないことをしているという自覚はある。訓練中に本物の単分子カッターを持ち出して僚りよう友ゆうと実戦を繰くり広げるなど、正気の沙さ汰たではない。

　だが、なぜか現実感がなかった。まるで自分の行動を少し離はなれた場所から観察しているような、奇き妙みような感覚。

　半ば遊ゆう離りした心ではなく、脳のう髄ずいに本能のレベルで刻み込まれた経験と技術がアデリーナの体を動かし、機体を操る。

　四度目の交差。繰り出した二号機のカッターは、またもや一号機に損傷を与あたえる。

『そんなに俺のことが嫌いなのかよ!?』

「────」

　通信機から響いた達哉の声に、アデリーナは今さらながら動どう揺ようした。

　目の前を過よぎる無数の情景。

　新にい潟がたでの出会い──キャンプでの訓練──ラシッドでの初任務──東京での日常──そして、〈ブレイズ・レイヴン〉の戦い──

　頭がグチャグチャになって、何も分からなくなる。

（君のせいだ）

　悩なやみも、迷いも、今の暴挙も、全すべては達哉が自分の前に現れてからだ。

　達哉さえいなければ、自分はこれまでの自分でいられたのだ。

（全部、君のせいだ）

　その思いが、アデリーナを現実に引き戻す。

「ああ、嫌いだとも──」

　だから、そう答えた。

「わたしは、君が大嫌いだ!!」

　アジャイル・スラスタが、最大出力で吼ほえた。




〈レイヴン〉同士の戦せん闘とうを、三機のＡＳが見守っていた。

〈ヴォルフ〉が一機と〈シャドウ〉が二機──ユースフとその臣下だった。

　流れる雨と泥どろが、〈ヴォルフ〉の機体表面に施ほどこされた美しい装そう飾しよくを汚よごしている。

『もはや一刻の猶ゆう予よもなりませぬぞ。早くお二方をお止めせねば』

『……親おや父じ殿どの、下手な介かい入にゆうはかえって危険』

『ならばいっそ、この身を盾たてとしてでも割って入って──』

　ハッサンとサミーラのやり取りにも、ユースフは沈ちん黙もくを守っている。

　目前で戦う二機の〈レイヴン〉、仕し掛かけた側であるアデリーナは、完全にこの戦いに没ぼつ頭とうしている。

（おそらくは、我々の機体にも気づいておらぬな）

　ならば不意をついて三機がかりで組みつけば、拘こう束そくできる可能性は高い。アジャイル・スラスタの機動性は脅きよう威いだが、稼か動どうが休止したその機をうかがえばよいだけだ。

　だがユースフは、首を横に振ふった。

「止めはせぬ。このまま監かん視しを続行するぞ」

『何ですと？』

『……若？』

　意外そうな、ハッサンとサミーラの声だった。

「あのアデリーナが、上からの指示を破ってまで己おのれの我がを押し通したのだ。良い悪いは別として、よほどの覚かく悟ごがあると見た」

『覚悟があれば何をしてもいい──そのような法はございませんぞ』

　きつい語調で諫かん言げんするハッサンに、ユースフはうなずく。

「分かっておる。だがこれは、戦士フエダーインが己の誇ほこりを賭かけた決けつ闘とうよ。なればこそ、止めることはできぬ」

『む、むむ、むう──』

　やや大おお仰ぎように嘆たん息そくした後、ようやくハッサンはユースフに同意した。

『分かりました。ここはお言葉に従いましょう』

「うむ、造作をかける」




　剣けん戟げきは、さらにその激しさを増す。

　地を駆ける二機の〈レイヴン〉の軌き跡せきは、いつしか互いに円を描えがいていた。

　斬きり結ぶその一点でのみ接合する二つの円。絡まり合う二人の心を表すような、それは∞の形だった。

　そして、八度目の交差──

「やばい!?」

　均きん衡こうを崩くずし、大きく揺らぐ一号機の機き影えい。その右みぎ肩かたから、激しいスパークが周囲に飛び散る。

〈ブレイズ・レイヴン〉の命とも言えるアジャイル・スラスタ。その一基が、二号機のカッターに切り裂さかれたのだ。

《右う肩けん部ぶアジャイル・スラスタ、機能停止》

「く……」

　片かた翼よくをもぎ取られ、足を止めた一号機。そのコクピットで達哉はうめく。

（どうする？）

　脳髄を焦こがすような焦慮。

　このまま片肺のスラスタで突とつ撃げきしても、推力に勝まさる二号機に叩き切られる。かといって離り脱だつしようにも、あっと言う間に追いつかれるだけだ。

（何か、手は──）

　迫せまり来る二号機。迷う時間は、もう残されていなかった。




（あきらめたのか、タツヤ）

　立ちつくす一号機を前に、アデリーナは迷った。

（どうする？）

　このまま斬るのか？　戦う力も、意志も、失ってしまった達哉を。

　それに一体、何の意味があるのか。

「くっ」

　わずか一いつ瞬しゆんの迷い。しかし確かな迷い。それをかなぐり捨てて、アデリーナは単分子カッターを振り下ろす。

　達哉の反応は、辛かろうじて間に合っていた。一号機は機体を半身にしながらカッターを水平に寝ねかせ、強きよう烈れつな打ちこみを間かん一いつ髪ぱつで受け止める。

　機械仕掛けの刃やいばと刃が噛かみ合い、名状しがたい異音が風雨を圧おして響ひびき渡わたる。だが勢いは、スラスタの加速で突貫してきたこちら側が圧あつ倒とう的てきに上。その推力に押されるように、一号機は体勢を崩し──

「何!?」

　一号機が自ら後方に倒たおれこみながら、カッターを手放した。鍔つば迫ぜり合いの状態だった二号機もそれにつられ、大きく前につんのめる。

（まさか、これが狙ねらいか──!?）

　一号機はそのまま、地面に倒れこみながら二号機の胸部を蹴けり上げる。大きく前方に泳いでいた二号機は、それに耐たえきれない。

　激しい衝撃と共に、二号機の両足は地面から離れた。




「やったか!?」

　必死の形相で、モニターをにらむ達哉。

　激突の直前、達哉が思い出したのは菊乃が乗った〈セプター〉だった。〈ブレイズ・レイヴン〉の突撃を完かん璧ぺきに見切り、足あし払ばらい一つで宙に舞まわせたあの妙みよう技ぎ。

　無論、あれを再現するだけの技術もセンスも達哉にはない。だからこそとっさに思いついたのが、この『巴ともえ投なげ』だったのだ。

（まだだ、まだ終わってねえ──）

　ジャックナイフ機動で素す早ばやく跳はね起きる、達哉の一号機。案の定、二号機はすでに動いていた。アジャイル・スラスタを停止させ、空中で身をひねり、着地に備えている。

　菊乃に投げ飛ばされ、訳も分からず宙を舞まっていた自分とは雲うん泥でいの差だ。

　だからこそ──

（これで、決める！）

　カッターは手放してしまった。武器になるのは機体一つ。

「────ッ!!」

　無音の咆ほう哮こうを上げつつ、地を蹴って跳ちよう躍やく。同時に残った電力の全すべてをアジャイル・スラスタに注ぎこむ。

　フルブースト!!

　一個の砲ほう弾だんと化した一号機の機体は、そのまま着地寸前の二号機に直撃した。




「そんな──」

　二号機のコクピットで、アデリーナは呆ぼう然ぜんとうめく。

　もつれ合い、諸もろ共ともに吹ふき飛ぶ二機の〈レイヴン〉。衝しよう撃げき吸収システムの上限を超こえる振しん動どう。単分子カッターももぎ取られ、明後日あさつての方向に飛んで行ってしまった。

　勝てないのか──

　技術と経験の限りを尽つくし、機体の性能を最大限に引き出したはずだ。だがそれさえも、最後の一手でひっくり返された。

　地面に叩たたきつけられる〈レイヴン〉。衝撃が、アデリーナの全身を貫つらぬいた。




「リ、リーナ！」

　叫さけびながら、達哉は動かなくなった一号機のコクピットから飛び出した。

　全身のあちこちがひどく痛む。雨風はやや収まりかけていたが、それでも頭からびしょ濡ぬれになってしまった。

　達哉の目は二号機に釘くぎ付づけになっている。

「あいつ、俺と違ちがって制服のままだった──」

　ＡＳの操縦服は最さい先せん端たんの耐たい衝撃素材で造られており、それ自体が衝撃吸収システムの一部となっている。その操縦服なしであれだけの激しい戦闘を繰くり広げたのだ、アデリーナが負傷している可能性もある。

　自分の想像に青くなり、達哉は慌あわてて二号機に取りついた。うつぶせに倒れた機体をよじ登り、首の後ろのコクピットハッチを手動で強制開放する。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか!?」

　雨と風がコクピットに吹きこむが、アデリーナはうずくまったままだ。

「来るな！」

　アデリーナの唇くちびるから、掠かすれた叫びが漏もれる。その叫びは弱まりかけた風雨を圧して、達哉のもとへと届いた。

　硬こう直ちよくする達哉。アデリーナが、緩かん慢まんな動作で立ち上がる。どうやら怪け我がはないようだ。灰色の瞳ひとみが、達哉をじっとにらむ。

　紅潮した頬ほおを流れ落ちているのが、果たして雨なのか涙なみだなのか、達哉には分からない。

「────ッ!!」

　その顔を見て、達哉は息を止めた。

　さまざまな感情がない交ぜになり、ぐちゃぐちゃになったその顔。怒おこっているような、悔くやんでいるような、恥はじているような──

「リ、リーナ……」

　それは文化祭の後夜祭で、健司が見せた表情とよく似ていた。

「言ったはずだぞ！　わたしは、君が大だい嫌きらいだ!!」

　達哉は思わずアデリーナに手を伸のばす。だがその手を激しく振り払はらった瞬間──アデリーナは、濡れた〈レイヴン〉の装そう甲こう板で足を滑すべらせた。

「あ」

「うおっ!?」

　とっさに支えようとする達哉。だが、間に合わない。それどころか、達哉までバランスを崩してしまった。

　もつれ合うように〈レイヴン〉から転げ落ちる達哉とアデリーナ。激しい水しぶきが上がった。

「痛い。冷たい」

　達哉は大の字でつぶやく。

　操縦服と水たまりのおかげで、特に怪我はない。仰あお向むけに寝ね転ころがった達哉の上には、ちょうどアデリーナが馬乗りになっていた。

　達哉と同じく頭からびしょ濡れだ。濡れそぼって体に張りついた制服が、しなやかな肢し体たいを浮うき上がらせていた。

　うつむいたアデリーナを見上げながら、達哉はポツリとつぶやいた。

「そんなに、俺のことが嫌いか？」

「嫌いなわけないだろう……ばか」

「…………」

　言っていることが、さっきと違う。

「なぜ君は、こんな世界に来たんだ。帰る家だって、待っている人だって、君にはいるというのに」

　ポツポツと、アデリーナは言葉を続ける。

「そうだな……」

　達哉自身、何度も考えた事だ。

　今までの日常を離はなれ、足を踏ふみ入れた世界。

　ＰＭＣのインストラクター、そしてＡＳオペレータ──確かに実戦には出ないというのが建前といえ、場合によっては命を脅おびやかされかねない危険な仕事だ。

　そのことは、何度も思い知らされた。

　俊とし之ゆきや由ゆ加か里り、楓に健司。家族や友人を置き去りにすることへのためらいもある。

「多分──」

「……多分？」

「多分、ここにお前がいるから──だと思う」

「わたしが……？」

　驚おどろいたような、あるいは戸と惑まどったような表情で、アデリーナは顔を上げた。

　いつの間にか雨は止やんでいた。雲の切れ目からさっと金色の陽光が射しこみ、アデリーナの姿を照らす。

（綺き麗れいだ……）

　白い肌はだも金の髪かみも、雨水と泥どろで汚よごれ、クシャクシャになっている。だがそれでも達哉の目には、今までで一番アデリーナが綺麗に見えた。

（……ああ、そういうことか）

　今まで達哉は、アデリーナが自分と全く違う世界の人間だと思っていた。

　子供のころから銃じゆうを手にしていた元兵士。常に冷静沈ちん着ちやくなＡＳオペレータ。自分たちのように悩なやんだりしない──まるで機械のような人間だと、勝手に決めつけていた。

　だが、そうではない。

　アデリーナだって、笑いもすれば泣きもする。不器用な失敗をする情けない一面もあれば、ドロドロとした嫉しつ妬とに苛さいなまれることすらある。

　そんな、当たり前の人間なのだ。

（そうなんだよな）

　そっと伸ばした達哉の手が、アデリーナの白磁の頬に触ふれる。ピクリと震ふるえる体。だが、拒こばもうとはしていない。

「…………」

「────」

　戸惑ったように揺ゆれる、アデリーナの瞳。その頬は、ほんのわずかだが桜色に染まっていた。

　達哉は身を起こし、アデリーナは身をかがめる。まるで吸いこまれるようだった。無言のまま近づく二人の距きよ離り。互たがいの息づかいも、肌の熱さすらも感じ取れる。

　二つの影かげが一つに重なろうとする、まさにその瞬間──

『両名とも見事な戦いぶりであった！』

　頭上から降ってきた大だい音おん声じように、二人は慌てて身を離した。全身に豪ごう奢しやな装そう飾しよくを施ほどこしたＡＳが、こちらを見下ろしている。

「ユ、ユースフか？」

『うむ！　そなたらの戦い、全て余すところなく見届けた！　まさしく教導の名に相応ふさわしき──うおっ!?』

　突とつ如じよとして〈ヴォルフ〉の機体が横転した。背後から現れたラシッド軍仕様の〈シャドウ〉に組み伏ふせられたのだ。

『何をするのだ、サミーラ？』

『……若、少し空気読め』

　淡たん々たんと告げながら、サミーラの〈シャドウ〉は手て際ぎわよく〈ヴォルフ〉を拘こう束そくする。見事なＡＳ式の近接格闘術ＣＱＣだ。

　そのままもう一機の〈シャドウ〉と一いつ緒しよに、〈ヴォルフ〉の機体を担かつぎ上げた。

『ハッサン、そなたまで!?　ええい、放さぬか！』

『失礼いたしました、お二方。ささっ、邪じや魔ま者ものは消えますゆえ、どうぞごゆるりと続きをなさいませ』

「…………」

[image: ]

　足早に立ち去るラシッド王国主従の姿を、達哉は憮ぶ然ぜんと見送った。

「わたしがいるから、だと？」

「え？」

　そう言うなり、アデリーナは立ち上がった。

「そんな理由で命を賭かけるなど、君は大おお馬ば鹿かものだ！」

「お、おお!?」

　一方的にまくし立てられ、達哉は目を白黒させる。

「どうしようもない、大馬鹿者だ！」

　そう言い切るなり、アデリーナは達哉に背を向けた。

「あー、その、えーっと」

　なんと言って良いのか分からず、途と方ほうに暮れながら達哉はアデリーナの背を見やる。アデリーナはそれっきり黙だまりこくったまま、振ふり返ろうともしない。

　だがわずかにのぞく横顔は、淡あわい笑えみを浮かべているように、達哉には見えた。

　確かにそう見えたのだ。








エピローグ









　──ゼーゼー、ハーハー

　コクピットに、荒あらい息づかいが響ひびく。一機のASアーム・スレイブが、山やま肌はだを転がるように駆かけ回っていた。

　まるで装甲車に手足をつけたような、角張った無骨な外見。フランス製の第二世代型AS〈ミストラル２〉だ

　全身に数か所の弾だん痕こんが刻まれ、右みぎ腕うでは肩かた口ぐちからもぎ取られている。火器も全すべて失った丸まる腰ごしだ。

　不意に、前方の木々が途と切ぎれた。流れる川を目にして、〈ミストラル２〉のオペレータは歓かん声せいをあげた。

「やった、助かったぞ！」

　川の向こう岸は、自軍の勢力圏けんだ。いかに凶きよう猛もうで血に飢うえた敵軍でも、そこに逃にげこみさえすれば追ってはこないだろう。

　よろめきながら、木こ陰かげから飛び出す〈ミストラル２〉。もつれるような足で、川岸へと走る。わずか二〇メートル、ASならば数歩の距離だ。

　その瞬しゆん間かん──スクリーンに映った光景がグラリと揺れた。

「え？」

　川かわ面もが傾かたむく。木々が傾く。山並みが傾く。

「な、何だあ!?」

　否いな、傾いているのは〈ミストラル２〉自身だ。

　音を立て、無様に転てん倒とうした〈ミストラル２〉。突如として死角から撃うたれた機き関かん砲ほうの掃そう射しやが、左ひだり膝ひざの関節部を吹ふき飛ばしたのだ。

　届かぬ川の流れを前にしながら、虫のようにもがく〈ミストラル２〉。その時だった、木々を揺らしながらそれが現れたのは。

「あ、ああ……」

　絶望の目で、オペレータはその巨きよ体たいを見上げた。

　ズングリとした機体に、どこかカエルを思わせる頭部で明めい滅めつする四つの光学センサ。両手には、長大な二振りの単分子カッターを構えている。

　ロシア製の第三世代型AS、Rk─02〈セプター〉だった。間ま違ちがいない。彼の部隊を壊かい滅めつさせた、あの悪あつ鬼きの片割れだ。

「た、頼たのむ！　見み逃のがしてくれ!!」

　スピーカー越ごしに、哀あい願がんの叫さけびを張り上げる。だが届いているはずの命いのち乞ごいを一いつ顧こだにせず、〈セプター〉はこちらに近づいてくる。

「せ、せめて降こう伏ふくを！　降伏を認め──」

〈セプター〉が、両手の単分子カッターを高々と振り上げ──不意に、その動きが止まった。

「……え？」

　しばしの沈ちん黙もくの後、〈セプター〉はそのまま背を向けて密林の方角へと戻もどる。

「助かった、のか？」

　残された〈ミストラル２〉のオペレータは、力なくつぶやいた。




『……何でとどめを刺ささなかったんだい、姉さん』

「あら、当然でしょう、旭あきら」

〈セプター〉のコクピット。菊きく乃のは旭の問いに、満足げな声でそう答えた。

「わたくしの『初めて』は達たつ哉やさんのものよ。こんなところで、あんなつまらない男に捧ささげることはできません」

『……いや、作戦目標はクリアしたから、別にいいんだけどね』

　旭の返事は、なぜかため息混じりだった。

『でも姉さん、それでどうするんだよ？　彼らとの再戦はいつになるか分からないけど、それまでずっと寸止めでいくの？』

『いや、そう待たずとも良さそうだ』

　割りこんだ第三者の声に、菊乃も旭も声をあらためる。

「ステンカ小お父じさま──」

『ステファン・イリイチ……』

『今しがた入った情報だがな、実は──』

「まあ」

　ミハイロフの言葉に、思わず菊乃は歓声を上げた。

「まあまあまあまあ。旭、わたくし今、運命の赤い糸を感じたわ」

『……そうかい、良かったね』

　どっと疲つかれた声で、旭は答えた。気を取り直したように、今度はミハイロフとの通信を始める。

『とうとう政府も本気になったということでしょうか？』

『どうかな。ただの泥どろ縄なわに終わる公算も大きい』

　そんなやり取りを耳にしながら、菊乃は夢見るような可か憐れんな笑みを、口元に浮うかべた。

「お待ちしております、達哉さん。それにアデリーナさんも」




　　　　○




「さて、話を聞こうかしら」

　一夜明けた翌朝、アデリーナは社長室で背筋を伸のばしていた。

　事件を聞いて飛んで帰ってきたマオに呼びつけられての、一対一での事情聴ちよう取しゆである。

「ダグやベルから詳くわしい報告はもらってるけどね。まずあんた自身の口から色々と聞きたいわけ。ＯＫ？」

「報告は、班長たちが提出したものが全てです。わたしからつけ加えることはありません」

　直立不動の姿勢で、慇いん懃ぎんに言葉を選ぶアデリーナ。

「どのような処分でも、受けるつもりです」

　そう答えるリーナを半目で見やりながら、マオは紫し煙えんをくゆらせている。

「ふーん、つまりクビになってもいいってこと？」

「それが、社長の判断でしたら」

　あくまでアデリーナは、冷静な態度を崩くずさない。

「あたしはね、あんたみたいな連中のためにこの会社をつくったの。もう鉄火場はこりごりだけど、かといって娑しや婆ばの暮らしにも馴な染じめない──そんなろくでなしどもの再就職先がここよ」

　マオの目は、アデリーナをじっと見つめていた。まるで、内心まで見み透すかそうとするかのように。

「ここはカフカースじゃないし、あんたももう兵隊じゃない。本当にそれが分からないわけ？」

「いえ」

　きっぱりと、アデリーナは即そく答とうする。

「今のわたしは兵士ではなく、インストラクターです」

「そう、分かってはいるわけね」

　灰皿に吸い殻がらを押しつけながら、マオは小さく息をつく。

「そんなにタツヤのことが気になるわけ？」

「そ、それは──」

　その一言が、よほどに予想外だったのか。ようやくアデリーナの冷静な態度にヒビが入った。

「わ、分かりません……」

「ふーん、そうなんだ」

　視線を彷徨さまよわせ、どもりながら答えるアデリーナ。

　それを目にしたマオの口元に、一瞬だけ──ほんの一瞬だけ優やさしげな笑みが浮かぶ。

「処分を言い渡わたすわ。半年間の減げん俸ぽうと一週間の謹きん慎しん。あと、明日中に始末書出しなさい」

「え？」

　予想外の寛かん大だいな処分に、アデリーナは目を丸くした。

「どうしたの、不満？」

「AS教導課からの転属は覚かく悟ごしていたのですが」

　なんせASに乗ってあの騒さわぎを起こしたのだ。普ふ通つうなら、ASから遠ざけられて当然だろう。

「それはそうだけど、うちの経営もちょっと苦しくてね。腕の良いAS乗りを遊ばせとく余よ裕ゆうはないのよ」

　ややわざとらしく顔をしかめたマオだが、不意にきつい視線をアデリーナに向ける。

「ただし、今度ナメたことしたら、露ろ出しゆつ度ど満点の操縦服で会社のＰＶに出てもらうわよ」

「それは構いませんが」

「……少しは嫌いやがりなさい」




　廊ろう下かの突つき当たり──あまり人ひと気けのない一角で、達哉はアデリーナを待っていた。

「よう、どうだった？」

　社長室から出てきたアデリーナに、開口一番でそうたずねる。

「減俸に謹慎、それに始末書だ。何とか解かい雇こは免まぬがれた」

「そうか、よかったな」

　安あん堵どした達哉を、アデリーナはやや不満そうに見やった。

「君がお咎とがめなしなのは、少々納なつ得とくがいかないものがあるがな」

「ちょっと待て。そもそも、俺はお前に巻きこまれただけなんだが」

「喧けん嘩か両りよう成せい敗ばいという言葉が日本にはあるのだろう。君もサムライならば、潔く腹を切れ」

「うちの家は祖じ父いさんの代まで、先祖代々由ゆい緒しよ正ただしい百ひやく姓しようだよ！　家系図どれだけ遡さかのぼっても、足軽の一人もいねえよ！」

　思わず大声で返す達哉。昨日の件で縮まったかに見えた二人の関係だが、全く変わっていなかった。
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（──と、いけないいけない）

　咳せき払ばらいを一つして、達哉は本題を切り出す。

「ところでさ」

「なんだ？」

「今日、俺は非番だけど、一いつ緒しよに買い物にでも行かね？　会社から車借りたんだ」

「断わる」

　一刀両断だった

「わたしは謹慎だと言ったはずだが」

「そりゃそうだけどさ、一日中部屋に引きこもりってのもよくないだろ。なんなら、昼飯くらいは俺がおごるぞ？　日本食のいい店があってだな……」

「だから何度も言うが──日本食だと？」

　何やらひどく真しん剣けんな顔で、アデリーナは考えこんだ。

「その店に、ヒラメはあるのか？」

「え？」

「ヒラメはあるのかと聞いている」

「さあ、どうだろ──」

　そう言いかけて、達哉は慌あわてて言い直す。

「あ、ああ。そういやヒラメが名物料理らしいぞ、そこ」

「そうか、なら付き合おう」

　あっさりとうなずいたアデリーナに、達哉は少しだけ切なくなった。

（ヒラメ以下なのか、俺は）




　達哉が借りた車は、アメリカ海兵隊払はらい下げの軍ハ用ン四ヴ輪イ車ーだった。

　非装そう甲こうとはいえ、直線主体の頑がん強きような車体には相当の迫はく力りよくがある。屋根には、当然のように銃じゆう座ざの跡あとがあった。

「さ、行くか」

　意い気き揚よう々ようと達哉は運転席に乗りこみ──

「ようやく来たか」

「おせーぞ新入り」

　後部座席に、当然のような顔をしてユースフとクララが座っていた。

「……何でお前らがいるんだよ？」

「外に所用があってな。この土地は不慣れゆえ、案あ内ないせよ」

「急にママが帰ってきたんで逃にげそびれた。ホトボリ冷めるまで一緒に連れてけ」

「勝手なこと言ってんじゃねーよ！　つーかハッサンさんとかサミーラとか呼べばいいだろうが！」

「二人には、今日は休みを与あたえた。たまには親子水入らずで過ごさねばな」

「その気配りを、少しはこちらにも賜たまわりたいものですがねー」

　ハンドルに突っ伏ぷして、愚ぐ痴ちる達哉。と、アデリーナが何食わぬ顔で助手席に乗ってきた。

「どうした、行かないのか？」

「いや、どうせこんなことになる気はしたよ」

　ため息をつきながら、達哉はキーを回した。ディーゼルエンジンが始動し、独特な唸うなりが上がる。クラッチペダルを踏ふみこみ、ギアを一速に。

　左ハンドル車の運転にも大分慣れてきた。アクセルを踏みこむと、ハンヴィーはゆっくり走り出す。

（それにしても）

　無骨な軍用車で、大勢での買い物。確かにムードの欠片かけらもないが、それが──

　小さく笑った達哉を、アデリーナは不思議そうに見やった。

「どうした？」

「ああいや、こういうのが俺たちには似合ってるって、そんな気がしてさ」








あとがき









　最近、アラビア関連の本をよく読んでいます。

　中でも気に入ったのは、ジョン・フィルビーの『サウジ・アラビア王おう朝ちよう史し』と、ローズマリ・サトクリフの『血と砂──愛と死のアラビア』でしょうか。

『王朝史』の著者フィルビーは、イギリス出身の植しよく民みん地ち政せい治じ家か。かの『アラビアのロレンス』と同年代の人です。

　ただロレンスと違ちがってサウジアラビア建けん国こく後ごも中ちゆう東とうに留とどまり、イブン・サウド初代国王の政治顧こ問もんをしていたそうです。学者や探検家としても名の通った人ですが、二代目の国王と仲が悪くて一度は追放されたり、息子むすこさんがイギリスとソ連の二重スパイをしたりと、中々に波は瀾らん万ばん丈じような生しよう涯がいを送っています。

　そんな人が書いた歴史書だけあって、少々とっつきにくくはあります。付属の地図や家系図を読み返しつつ、ゆっくりと読み進んでいる最中です。

　一方の『血と砂』は、ナポレオン時代の中東を舞ぶ台たいにした歴史小説。こちらは一気に読み切りました。

　主人公のトマスは英国のスコットランド出身の兵士ですが、数すう奇きな運命からイスラム教に改かい宗しゆうし、エジプト総そう督とくムハンマド・アリーに軍人として仕えることになります。

　ベドウィンの軍装に身を包み、アラブ馬にまたがって、マスケット銃とクレイモア剣けんで戦うトマスの姿には、鮮せん烈れつなインパクトがありました。脳内では長は谷せ川がわ哲てつ也やの『ナポレオン─獅し子しの時代─』調でビジュアル再現しています。

　またトマスの親友で、ムハンマド・アリーの次男のトゥスンは、ユースフのキャラ造ぞう形けいで参考にしています……色々な意味で。

　両書とも「中東に骨を埋うめたイギリス人」の本です。図はからずも、中東とイギリスの強い関係を感じることとなりました。こういう風に、直接は知らない世界の息吹いぶきの断片を感じ取れるのが、読書の醍だい醐ご味みだと思っています。

　やはり、本はいい。

　さて、そろそろ紙し数すうも尽つきてきました。いつも通り、最後まで読んでくださった読者の皆みな様さまにお礼を申し上げ、筆を置かせていただきます。

　ありがとうございました。





二〇一二年一月　大黒尚人










解説









　お疲つかれ様です、第三巻です。刊行ペース早いですね。自分でもびっくりしてます。

　……というか、ヒイヒイ言ったのは大おお黒くろくんと四し季きさん、海え老び川かわさん、渭い原はらさんなんですが。無む茶ちやなスケジュールですみません（汗）。次からはもうちょっとゆったりできそうな気が……あれ？　富士見さんの話だと、そうでもないっぽい？

　さて、前巻の予告通り、今回は達たつ哉やくんの会社生活やら学校生活やらを中心にしたお話です。激しい実じつ戦せんバトルはない（？）んですが、これはこれでまた色々と苦労の連続で……といった感じですね。

　今回からレギュラー化した王子様のユースフ殿でん下かですが、実は二巻の初期バージョンでは、サウジあたりでリアルにいそうな三〇過ぎのヒゲ王子、しかもゲストキャラでした。見た目はそういうアレだったんですが、ツンデレ気味でいい味を出していたので、『いっそ美少年にしてレギュラー化したらどうかね？』と提てい案あん、こんな感じになりました。ついでに専用機なんかまで用意。すごいよオイルマネー！

　文化祭ネタは大黒くん（以後ホセ）が「やりたいです！」と熱心だったので試ためしにやってもらったのですが、これがなかなか面おも白しろくなってほっとしました。まあコーヒーのネタの主しゆ犯はんは、またしても賀が東とうだったりします。すいません。

　あと芝しば居いの内容は、当初は『ベニスの商人』とか格かく調ちよう高いものだったんですが、「そんなのお客さん知らねーって。もっと誰だれでも知ってる話にしろよ！」とか賀東が好き放ほう題だい言ったせいで、誰でも知ってる桃もも太た郎ろうになりました。おかげでああいうコスチュームになったっちゃよ。

　ってところで四季さんの挿さし絵えラフきたー。うん、俺は正しかった。

　さらに私服のリーナは当初パンツスタイルだったのを、デニムのミニスカ、ぴったりＴシャツにするよう強きよう硬こうに主しゆ張ちようしたのも賀東なので、カラー口絵をにやにや見ながら許していただけると幸いです。

　なんかこういう風に書いてると、賀東の監かん修しゆうってそういうお色気方面ばかりみたいな感じですね。まあホセがシャイなルチャドールなので、賀東と担当モリイがその辺がんばらねばならんのですよ！

　えー……。まだ二ページか。

　今回いろいろ悩んだのが、フルメタ特有の言語問題。

　現代世界が下した敷じきになっているので、便利な『世界共通語』というものがありません。強しいて挙げれば英語なわけなんですが……普ふ通つうの日本人からすると、英語ペラペラの人ってそんなに身の周りにいませんよね。賀東も知人友人を見み渡わたすと、一〇人に一人くらいかなあ（賀東も英語はカタコトレベル）。

　ところがフルメタというのは外人さんキャラがやたらと多いので（というか大半なので）、日本を舞ぶ台たいにした場合にいろいろと不自然な感じが出てきてしまうのです。本編のフルメタでは、『西太平洋戦隊は、日本語などアジア地域の言語が使える者が優先的に配属される』みたいな理り屈くつでしのいでいたんですが、今回はいろいろ大変です。なにしろヒロインのリーナからして日本語使えません。今にして思えば、最初から日本語使える設定に強引にやっときゃ良かったなあ、とか思ったり思わなかったり。

　漫画やアニメだとそういう問題はするっとスルーできる感じなんですが、小説だとどうしても引っかかってしまう。いわゆるライトノベルというのは漫画的リアリティを小説に落としこんだジャンルだと思うのですが、こういうところでギクシャクが表面化してしまうのですね。面白いというか、難しいというか。

　けっきょく、色々とごまかしテクニックを駆く使ししています。その辺を意地悪く読んでもらうのも一いつ興きようかと!?

　ほかには、地味に意外な展開としては、〈ブレイズ・レイヴン〉の二号機があっさり普通に登場とか。性能はまったく同じ。色が違ちがうだけです。そのうちカラーで登場して欲しいなあ。

　菊きく乃のさんもまったり再登場。なんか台だい無なしなテロリストっぷりを披ひ露ろうしていますが、あれですよ、菊乃さんは女ガウルンというか女ゲイツ（アニメＴＳＲのキャラ）というか、そういう種類の変態さんなので、堂々とエロい操そう縦じゆう服ふくを着せられる、フルメタ世界では貴重なキャラです。今後もがんばって欲しいものです。あ、でもなんとなく薄はつ幸こうムード漂ただよってるような気も。

　ちなみに今回の表紙はユースフ殿下。このご時じ世せいで二巻続けて男キャラが表紙ってのはどうなのか、と富士見さん側からもガクブル反応だったのですが、『もうあんだけ売れたんだから、美少女キャラで売ろうとかセコいこと考えるのやめようよ！　この巻の表紙にふさわしいのはユースフだろ!?』と賀東が強硬に主張しました。

　……えー。

　すいません、ちょっとあの時、疲れで頭おかしくなってたかもしれません（汗）。

　普通に考えたら菊乃かクララあたりだったよなあ。でもそうなると、キャラと縁えんのあるＡＳアーム・スレイブがイマイチ決まらない感じだし。四季さんも海老川さんもがんばっていいもの上げてくれたし、これはきっちりいい感じではあるし……。

　うん。怯おびえていても仕方がない。これでいいのだ！

　まあ、主人公にはいい友達がいるべきだ、というか。かたや零れい細さい企き業ぎようの長男、かたや中東の王子様とはいえ、実は同じ気分も共有できるんじゃないのかなあ、というか。この辺の人間模様もこれからがんばって描えがいていけたらいいですね。

　今回は話の都合で新型ＡＳの出番が少なめでした。行くところまで行っちゃったＭ９Ａ１Ｅ１〈アーセナル〉なんて、本当はでっかい出番を用意してあげたかったんですが……またの機会に。

　フルメタ本編の時代から一二年も経過している設定なので、Ｍ９がデビューしてからも一三年。そろそろ『第四世代型ＡＳ』なんて代しろ物ものも開発が進んでそうな気がするんですが、一体どんなコンセプトなんでしょうねえ……。正直、賀東もまだ想像しきれていません。最近空自のＦ─Ｘに決まったＦ─35みたいな無ぶ難なんな機体ってのも面白くないですし……。濃こいめのファンの皆みなさんの意見など聞いてみたいところです。なんかまたニコ生出てくれみたいな依い頼らいも来てるし、番組のネタにするのもいいかなあ。いや、わからんけど。

　一二年といえば、最近新年会とかでご挨あい拶さつする業界の新人さんや若手の方々から、『中学時代に初めて手にとったのがフルメタでした！』とありがたい言葉をいただくことがしばしばです。ありがたいのですが……俺も歳としとったなあとか、そんな昔になっちゃったのかとか、むしろ内心で妙みように焦あせる気持ちになったり。連れん載さい始めたころにファンレターくれた小学生の女の子が、いまごろ二四歳くらいだもんなあ……。もうきっと、つまんねー男と付き合ってたり別れたり、職場の苦労を愚ぐ痴ちって居酒屋でやさぐれたり、そんなことになってるのかなあ。……などといやな想像が脳のう裏りをよぎる、そんな年とし頃ごろになってしまいました。いや！　きっと幸せな大人の女性になってますよ！

　えー、こんなもんかな。

　そういや全然違う他作品の宣伝なんですが、『ふもっふ』『ＴＳＲ』を制作してくださった京都アニメーションさんの新作で、シリーズ構成（メイン脚本）の仕事をしてます。米よね澤ざわ穂ほ信のぶ氏の青春ミステリ小説『氷ひよう菓か』（古こ典てん部ぶシリーズ）のＴＶアニメです。監督はレーバテインの名付け親のたけもっさん。ドンパチ、ドタバタのフルメタとは全然違うジャンルなんですが、深い味わいの良い作品です。ぜひご覧ください。四月から放映スタートです。




　……以上です。では四巻でー。できれば同時に新作のドタバタをリリースしたいところですが、どうなることか。ガクブルです。がんばります。


二〇一二年二月　賀東招二








































































































































賀東招二

●がとうしょうじ



性懲りもなく、また男キャラで表紙です！　そしてフルメタらしからぬ『専用機』！　でも世の中広いので、こんな機体があってもいいのでは!?

今回はますます賑やかになってきた達哉くんの職場と、慌ただしい毎日のお話です。







大黒尚人

●おおくろなおと



アーマード・コア（ＡＣ）Ｖが発売されたこの御時世に、今さらながらＡＣ４を初プレイ中です。ＡＣに手を出すのは２以来。時代遅れのレイヴンとして、打って変わった操作性に戸惑いつつ、おっかなびっくり戦場をうろついています。












フルメタル・パニック！　アナザー３








原案・監修──賀が東とう招しよう二じ

著者──大おお黒くろ尚なお人と
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